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I はじめに 
 
最近、理工系学生の就職先について、「製造業離れ、サービス業志向」の傾向が強いという指摘がなされ
ており、科学技術の将来の発展にとって重要な人材の確保が懸念されている。 
当研究所では、昭和 63 年から「理工系学生を創造的な科学技術人材として確保するための条件に関す
る調査研究」を実施しており、その中で「理工系学生の就職動向について」(NISTEP REPORT NO.1)をとりま
とめ製造業離れの実態を明らかにした。 
また、この調査の過程において、一部には、高校生の大学進学時の進路選択にも、文系志向が強まって
いるとの指摘もあり、このような傾向が続くとすれば科学技術の発展にとって重要な人材の確保が懸念され
る。 
そのため、本報告書は、科学技術人材確保方策立案の一助とするため、大学受験生の学部別入学志願
状況および高校生の今後の進路選択などに関する意識調査を実施し、最近の大学進学希望者の進路選択
の実態を明らかにしようとするものである。 
本報告書では、まず文部省の「学校基本調査報告書」（以下「基本調査」という。）に基づいて、全国の大
学受験生の学部別正味入学志願者数の推移について、推定・分析した。 
次に、全国 22の公立高校在学生 4,211名（比較群として A私立大学付属高校 12校在学生 1,143名）に
実施した今後の進路選択および科学技術全般に関する調査により、受験生の共通した意識について分析
を試みた。 
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II 大学受験生の学部別入学志願状況 
 
受験生の進路動向を把握するため、基本調査掲載の統計データに基づき工学部、理学部、法学部、経
済学部、および商学部等について、それぞれの志願者数の推移を推定した。 
推定の方法および関連データの詳細は、添付資料－1 を参照されたい。 
その結果得られた、学部別（工学部、理学部、法学部、経済学部、商学部）の大学入学志願者数（添付資
料－1の「学部別正味大学入学志願者数」をいう。）の推移値の推移を表 1および図 1 に示す。 
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表 1  学部別の大学入学志願者数（推定） 
 
 
単位：人
年 総  計 法 経  済 商 理 工
40 300,231 31,326 43,721 25,580 5,592 39,294
41 408,343 40,915 56,932 35,760 7,297 53,610
42 412,466 44,002 57,560 34,234 7,385 54,559
43 566,083 59,255 79,969 43,057 10,264 78,027
44 559,416 58,369 75,066 39,854 11,421 86,620
45 538,861 53,196 69,550 34,410 12,889 89,455
46 542,485 52,430 58,942 32,136 13,008 90,315
47 551,275 54,799 69,970 32,351 13,167 87,413
48 578,146 54,546 71,806 35,068 12,252 86,516
49 601,759 60,329 78,654 39,563 13,247 87,880
50 640,220 66,547 90,794 44,062 13,554 81,777
51 650,065 62,913 91,390 44,697 14,298 79,633
52 672,043 66,901 97,586 46,568 14,290 81,558
53 653,636 62,437 98,621 45,291 13,815 80,554
54 636,849 67,343 96,824 46,142 12,205 72,952
55 636,953 65,606 100,099 45,979 12,617 70,683
56 637,011 66,218 98,838 46,973 12,222 70,905
57 644,293 67,750 96,437 49,133 13,021 78,029
58 673,837 63,517 100,542 48,592 14,029 92,265
59 674,481 64,392 97,370 48,827 14,716 101,303
60 658,336 57,366 92,611 46,651 14,958 107,596
(515,771) (51,189) (87,412) (43,939) (12,375) (104,663)
(142,565) (6,177) (5,199) (2,712) (2,583) (2,933)
61 724,021 61,174 98,614 53,949 15,108 124,805
(566,958) (54,372) (92,821) (50,609) (12,391) (121,740)
(157,063) (6,802) (5,793) (3,340) (2,717) (3,065)
62 781,522 65,863 111,383 54,270 17,357 133,065
(608,781) (58,099) (104,192) (50,373) (14,230) (129,685)
(172,741) (7,764) (7,191) (3,897) (3,127) (3,380)
63 810,548 67,008 127,062 60,399 15,400 122,520
(625,820) (57,808) (117,325) (55,446) (12,710) (119,084)
(184,728) (9,200) (9,737) (4,953) (2,690) (3,436)
元 843,588 73,908 137,076 66,539 14,668 117,896
(646,325) (63,015) (125,383) (60,345) (12,000) (114,142)
(197,263) (10,893) (11,693) (6,194) (2,668) (3,754)
2 886,335 82,863 148,261 68,708 15,340 114,747
注）　昭和６０年～平成元年の表内の（　）は、男女別を示し、上段の（  ）は男子の入学志望者、下段の（　）は女
　　　入学志望者を示す。（平成２年については、学校基本調査速報のたる男女別推定はできず。）
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図 1 学部別の大学入学志願者数の推移（推定） 
 
工学部への大学入学志願者数は、昭和 40 年から昭和 40 年代半ばにかけ増加傾向を示し、その後昭和
50年代半ばにかけ減少している。さらに、昭和 50年代半ば以降昭和 60～61年にかけては増加傾向となり、
その後再び減少傾向を示している。理学部への大学入学志願者数の推移も、おおむね同様の傾向を示し
ている。 
経済学部、商学部および法学部については、上記の傾向とほぼ反対の傾向となっている。 
昭和 40年から昭和 40年代半ばにかけての理工系学部への大学入学志願者の増加は、30年代からの高
度経済成長がまだ続いていた時期であり、製造業の盛んな時期と一致し、その後の減少は、第一次、第二
次石油ショックによる製造業の衰退時期と一致し、昭和50年代半ば以降から昭和60～61年にかけての理工
系学部への入学志願者数の増加時期は、石油ショックから製造業が立ち直り理工系学生の採用を増やして
いった時期と重なっているので、61年までの増減の傾向は、製造業側の事情によるものとして理解できる。 
また、図 2 に示すように基本調査から大学卒業者の学系別の無就職者をみた場合においても、工学系卒
業者の無就職者比率が小さく、石油ショック時無就職者比率の大きかった理学系では、昭和 54 年の 15.4％
をピークに平成元年では 4.1％にまで減少しており、近年の製造業の好況がうかがえる。 
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図 2 大学卒業者の学系別の無就職者比率 
 
しかし、近年現れた受験生の理工系学部離れ、経済学部人気は、製造業が活況を呈しているときにあら
われてきたもので、従来の志願者数の変化とは異なる性格のものであると考えられ、昭和 62 年以降の統計
に現れてきた理工系大学生の製造業離れの傾向と軌を一にするものと考えられる。 
入学志願者の多い工学部および経済学部で近年の入学志願者数の推定値を比較してみると、工学部で
は昭和 62 年の 133,065 名をピークに昭和 63 年 122,520 名、平成元年 117,896 名、平成 2 年には 114,747
名まで減少している。 
また、入学志願者全体に占める工学部の割合をみても、昭和 61 年の 17.2％をピークに、昭和 62 年
17.0％、昭和 63年 15.1％、平成元年 14.0％、平成 2年 12.9％と減少している。 
その反面、経済学部では、昭和 60 年には 92,611 名であったものが昭和 61 年には 98,614 名、昭和 62
年 111,383 名、昭和 63 年 127,062 名、平成元年 137,076 名、平成 2 年 148,261 名と大きな増加を示し、昭
和 63年から絶対数で工学部を上回っている。 
また、入学志願者全体に占める経済学部の割合も昭和 61年の 13.6％を底に昭和 62年 14.3％、昭和 63
年 15.7％、平成元年 16.3％、平成 2 年 16.7％と、昭和 62 年以降、経済学部への入学を希望する受験生が
大幅に伸びはじめている。 
なお、入学志願者を男女別にみた場合については、表 1に示すように男女とも近年経済学部への入学志
願者が大きな増加（平成元年においては昭和 62 年に対し、男子：21,191 名増（約 20％増）、女子：4,502 名
増（約 63％増））を示し、工学部については昭和 62 年をピークに男子の減少が大きく（平成元年においては
昭和 62 年に対し、15,543 名減（12％減））、女子については経済学部志望者が大きく伸びているのに対して、
微増にとどまっている。（平成元年においては昭和 62年に対し、374名増（約 11％増）） 
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次に、高校生の今後の進路選択に関するアンケート調査に協力を得た高校の大学入学志願者数の理工
系（医・歯学系含）・文系比率の過去 10年間の推移を図 3に示す。 
 
 
図 3 理系・文系志望者比率の推移 
 
データの得られた 16 高校の理系・文系の比率は、理系が昭和 55 年には 37.8％であったものが昭和 61
年には 45.9％まで上昇した。昭和 62年以降その割合は減少傾向に転じたが、昭和 63年には 44.6％まで一
時回復したものの、平成元年は 40.9％まで減少している。（高校によっては数年間のデータしか得られなか
ったため、検討は比率で実施した。）また、データの得られた 11高校における理工系（医・歯学系を除く）、文
系および医・歯学系の学系別進学実績比率の推移をみた場合（表 2）においても近年、理系学部への進学
者が減少している。 
表 2  理工系、文系および医・歯学系進学実績の推移 
 
以上のように基本調査から推定した理工系学部への入学志願者数の推移、高校から得られた理系・文系
志願者比率の推移は、ほぼ同様の傾向であり、大学入学志願者の理工系学部離れが懸念される。 
 
 
単位：パーセント
55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年 62年 63年 元年
理工系 32.1 32.4 34.7 35.5 38.1 38.5 35.3 36.1 35.2 34.4
文  系 63.2 61.4 59.5 60.3 58.3 57.4 60.2 59.7 60.9 61.4
医・歯系 4.7 6.2 5.8 4.1 3.7 4.1 4.5 4.2 3.9 4.2
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III 高校生の今後の進路選択などに関する意識調査 
 
大学への進学希望者の多い全国 22の公立普通高校の高校 3年生について、平成元年 11月から平成 2
年 1月にかけて今後の進路選択などに関する調査を実施した。 
調査方法及び調査結果の詳細は、添付資料－2 を参照されたい。 
地域別回答者内訳は、表 3に示すとおりで、高校の内訳は北海道 1、東北 3、関東 3、北陸 2、信越 1、東
海 3、近畿 4、中国・四国 2、九州 3校である。 
また、比較群として、A私立大学付属高校 12校の進学希望者についても調査を実施した。 
 
表3 地域別の回答者数 
 
回答者の高校卒業後の進路希望は、4 年制大学（国公立）70.6％、4 年制大学（私立）20.9％、短期大学
4.2％、専門学校 1.8％、進学先未定 0.8％（以上進学希望者が 98.3％）、就職 0.9％、進学か就職かまだ決
めていない 0.2％、その他 6.1％、不明 0.5％と進学希望者が圧倒的に多い。（A 私立大学付属高校の進学
希望者の割合は、95.9％） 
 
1 高校生の理系志望、文系志望 
 
大学進学希望先に関する回答の集計結果を表 4 に示す。アンケート時点（高校 3 年の秋）で理系を志望
する者 42.4％（だいたい理系と決めている者 5.8％を含む）、文系を希望する者 54.0％（だいたい文系と決め
ている者 3.5％を含む）、未定 0.7％であり、既にほとんど全員が希望する系統を決めている。 
表4 理系・文系志望者比率 
 
北海道 北  陸 中  国
関  東 東  海 近  畿 四  国 全  体
東  北 信  越 九  州
男  子 443 281 303 532 412 579 2,550
女  子 117 265 217 243 274 507 1,623
不  明 6 5 7 7 3 10 38
全  体 566 551 527 782 689 1,096 4,211
理系志望 文系志望
全  体 42.4 54.0
男  子 51.2 44.5
女  子 28.3 69.3
（数字はパーセント）
 -7- 
この結果は､高校の所属コースに関する回答の集計結果（理系 45.1％、文系 53.5％、その他 1.3％）とほぼ
合っている。 
具体的な進学希望学部については、理系男子の上位 3 位は、工学系（54.4％）、理学系（15.8％）、医学
系（11.4％）、理系女子では、医学系（24.0％）、薬学系（18.0％）、理学系（14.2％）、文系男子では、経済学
系（26.9％）、法学系（26.8％）、商・経営学系（12.6％）、文系女子では、外国語・国際関係系（20.7％）、文学
系（18.6％）、法学系（9.3％）である。 
なお、平成元年の大学入学の募集に応じて平成元年高校卒業予定者から、各大学学部に提出された入
学願書のうち理系の学部に提出されたものの割合を基本調査に基づいて、当研究所で算出した結果は、
27.1％である。（表 5参照） 
 
表5 大学学部別の入学志願者数 
 
 
平成元年度高校卒業生
計 男 女 計（割合） 男（割合） 女（割合）
 理学系 37,003 29,244 7,759 6.16% 5.68% 9.03%
理  工学系 327,950 316,166 11,784 54.56% 61.38% 13.71%
 農林・水産・獣医・畜産学系 46,804 34,408 12,396 7.79% 6.68% 14.42%
科  医学・歯学系 38,856 23,826 15,030 6.46% 4.63% 17.48%
 薬学系 47,323 17,156 30,167 7.87% 3.33% 0.15%
系  情報関係学系 1,194 1,062 132 0.20% 0.21% 10.11%
 その他理系 101,904 93,211 8,693 16.95% 18.10% 10.11％
 理系小計 601,034 515,073 85,961 〈27.05%〉 〈31.90%〉 〈14.15%〉
 法学系 174,262 144,155 30,107 10.75% 13.11% 5.77%
 経済学系 362,058 327,365 34,693 22.33% 29.77% 6.65%
文  商・経営学系 341,544 305,733 35,811 21.07% 27.81% 6.86%
 文学系 318,409 107,967 210,442 19.64% 9.82% 40.33%
 外国語・国際関係系 68,663 30,055 38,608 4.24% 2.73% 7.40%
科  体育学系 18,901 14,154 4,747 1.17% 1.29% 0.91%
 音楽・芸術学系 38,658 17,960 20,698 2.38% 1.63% 3.97%
 教育学系 99,669 37,166 62,503 6.15% 3.38% 11.98%
系  家政学系 31,577 674 30,903 1.95% 0.06% 5.92%
 その他 167,514 114,288 53,226 10.33% 10.39% 10.20%
 非理系小計 1,621,255 1,099,517 521,738 〈72.95%〉 〈68.10%〉 〈85.85%〉
2,222,289 1,614,590 607,699 〈100.00%〉 〈100.00%〉 〈100.00%〉
注）　複数の学部に入学願書を提出した者は、それぞれの学部の入学志願者として重複して計上されている。
学部系統
合  計
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このような違いは、著者らの実施したアンケート調査の対象となった高校の校風のかたよりによるものと考
えられる。しかし、このようなかたよりはあっても、アンケート調査の結果、得られた以下のような高校 3 年生の
意識は、公立高校 22校の学生と、一定の校風のもとにある比較群 12校の学生との間に大きな差がみられな
いことから、理系あるいは文系の大学学部への進学を希望している全国の高校生の意識に共通してみられ
るであろうひとつの傾向を示しているとみて良いものと考えられる。 
 
2 進学希望先を理系あるいは文系と決める時期について 
 
理系志望者は、その 5 割程度が中学 2 年の頃までに志望学部系統を少なくともだいたいは決めているの
に対し、文系志望者で中学 2 年の頃までに決めていた者は、だいたい決めていた者も含めても 3 割程度に
過ぎない。さらに、志望先を理系あるいは文系とだいたい決めていた者の割合を高校 2 年 1 学期の頃とアン
ケート調査時点（高校 3年の秋）との間で比較してみると、理系については、若干減少（44.2％から 42.4％へ）
しているのに対して、文系については、かなりの増加（46.4％から 54.0％へ）を示している。 
これは、高校 2 年 1 学期を過ぎてから理系から文系へと志望先を変えた者が少なくとも約 2％はいること、
および高校 2 年 1 学期頃には、理系か文系かを決めていなかった者の大部分は、その後、文系を志望する
ことになったことを示しているものである。 
このほか、アンケート時点で理系と決めている者のうち、だいたい理系と決めているに過ぎない者の割合
は、14％であるのに対し、文系は 6％と、半分以下である。 
以上のことから、文系志望者は理系志望者に比べて、より成長した時点の判断に基づいて志望先を決め
ており、一旦文系を選定した後は、進路を変える可能性は、理系志望者に比べて小さいとみることができる。 
 
3 高校生の理系・文系志望決定に当たっての関連要因 
 
高校 3 年生が志望先を理系あるいは文系に選定するに当たって関連している要因は何かを性別、地域、
教科の得意不得意、部活動、自画像との関連で分析した結果、理系・文系志望を規定している大きな要因と
考えられるのは、次の項目である。 
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(1) 性  別 
男子では、理系 6 割、文系 4 割、女子では理系 3 割、文系 7 割という割合で性別がある程度理系・文系
志望の選定を規定している。具体的進学希望学部についても、上記 1 で述べたように、理系・文系ともに男
女間で大きな違いがみられ、進学希望学部を決めるのに、性別が非常に大きな要因となっていることがわか
る。 
 
(2) 教科の得意、不得意 
表 6 のとおり、理系志望の生徒は、数学、化学、物理が得意とする者が多く、文系志望の生徒は、国語、
社会、英語を得意とする生徒が多い。 
逆に、教科の不得意でみると、理系志望の生徒では、国語、英語、社会に不得意が多く、文系では、数
学、化学、物理が不得意となっている。文系志望の生徒が得意な課目が理系志望の生徒の不得意な科目
となり、教科の得意不得意が理系・文系志望と関連が深い。 
さらに詳細にみると、「とても苦手」が 4 割を超える教科は、理系にはないにもかかわらず、文系において
は、4 割以上の者が物理（44.2％）および数学（40.8％）を「とても苦手」としており、これらの教科に対する苦
手意識が文系志望の大きな要因となっていることがわかる。 
 
表6 理系・文系志望者の教科の得意、不得意 
 
(3) 自画像 
男子においては、文系志望の生徒が理系志望の生徒より多く持つ自画像は、「社会の出来事に関心があ
る」（34.1％＞23.7％）、「文章を書いたり読んだりするのが好きである」（17.9％＞9.1％）、「文系型の人間で
ある」（40.6％＞3.8％）で、逆に理系志望の生徒が文系志望の生徒より多く持つ自画像は、「メカに強い」
（16.7％＞5.0％）、「プラモデルを作ったり、工作することが好き」（32.3％＞14.1％）、「パソコンなどを操作す
ることが好き」（32.3％＞14.1％）、「理科の実験などが好き」（27.3％＞8.0％）、「理系型の人間である」
（44.2％＞5.0％）である。 
得  意 苦  手 得  意 苦  手
（ﾄﾃﾓ＋ﾔﾔ） （ﾄﾃﾓ＋ﾔﾔ） （ﾄﾃﾓ＋ﾔﾔ） （ﾄﾃﾓ＋ﾔﾔ）
数  学 57.4 41.9 26.6 73.1
化  学 44.5 53.6 13.1 63.5
物  理 35.2 57.6 6.5 60.9
理科（全） 47.4 46.3 14.9 67.8
生  物 24.1 34.3 26.9 56.8
地  学 14.9 36.1 13.8 51.8
英  語 32.2 67.2 45.1 54.5
社  会 36.5 62.9 55.5 44.1
国  語 30.4 69.2 58.0 41.8
（数字はパーセント）
理系志望 文系志望
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女子では、男子と同様の傾向がみられると同時に、理系女子に多い自画像として「海や山などの自然が
好き」（53.0％＞46.3％）、「生きものなどを飼うことが好き」（36.8％＞26.9％）などが加わる。 
従って、実際に「モノ」に触れることが好きな者に理系志向が強いことがわかる。 
 
4 大学の学部、学科選択 
 
高校生が学部、学科を選択する際に何を参考にしたか、何を重視したかを質問した結果、 
 
(1) 参考にしたもの 
各項目に対し、とても参考にした、かなり参考にした、あまり参考にしなかった、まったく参考にしなかった
の 4段階で回答を得た。 
全体でみた場合、とても参考にした、かなり参考にした項目の上位は、「進学に関する本、雑誌」76.9％、
「クラスメートとの会話」63.3％、「高校で作成した進路指導資料」61.8％、「校外模擬試験の結果」58.6％、
「高校の先生との会話」56.4％、「大学発行のパンフレット」53.6％であり、理系・文系志望別にみた場合の項
目も同様である。しかし、大半の項目の情報源について、参考にした割合は、文系志望の者の方が理系志
望の者よりも多い傾向があり、文系志望の者の方がこのような情報を熱心にフォローしている傾向のあること
がわかる。 
 
(2) 重視したこと 
<1>項と同様の方法で質問した結果、全体でみた場合、とても重視した項目の上位は、「好きな勉強がで
きる」50.1％、「学生生活を楽しみたい」38.6％、「資格を取りたい」31.6％となっている。 
理系・文系志望別でみた場合、文系志望の生徒より理系志望の生徒に多い項目は、「現在の最先端を学
びたい」、「物を作ったり、細かいことをやるのが好き」、「自然界の様々な現象や生物に興味がある」、「物の
原理やしくみなど理論的に追求したりするのが好きである」、「理科系の科目が得意」、逆に、理系志望の生
徒より文系志望の生徒に多い項目をみると、「社会のしくみや動きに関心がある」、「外国語や外国の文化に
強い関心がある」、「学生生活を楽しみたい」、「行きたい大学の入試科目の数」となっている。 
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添付資料 2 で触れたように、特に「学生生活を楽しみたい」という考えは、最近、学生の間で強まりつつあ
る風潮とみられるが、このような考えの学生はより文系の方を志向する傾向が強い（この背景には、文系の学
部の方が勉強が楽という見方があると思われる。）と推測されるので、「学生生活を楽しみたい」という考えを
重視する学生が増えていくにつれて、文系志向が強まっていくことになるのではないかと考えられる。 
 
5 高校生の大学生活に対するイメージ 
 
大学入学後の大学生活のイメージが現時点での選択に影響を与えているかをみるため、大学、短大、専
門学校に入学したら、どのように生活を送ろうと考えているのか、また、文系の大学生と理系の大学生の大学
生活に対して、どのようなイメージを描いているのかを質問した結果、次のような傾向がみられた。 
 
(1) 生活の重点 
全体でみた場合、とても力を入れたいと回答した項目の上位は、「友人関係」57.3％、「自分の趣味」
53.5％、「資格の取得」41.7％、「勉強や研究」41.4％となり、文系・理系志望者別で比較した場合、男女とも
理系志望者の生徒の方が文系志望の生徒より多いのは、「勉強や研究」である。文系志望の生徒の方が力
を入れたいとしている項目で、文系・理系間の差の大きいものは、「アルバイト」、「友人関係」、「旅行やレジ
ャー」などである。従って、大学生活において勉強以外の活動を重視している者はより文系を志向する傾向
があるといえる。 
 
(2) 理系・文系の大学生活イメージ 
全員がほぼ共通のイメージを持っており、文系の大学生の生活は、明るいが真面目という印象は少なく、
勉強があまり忙しくなく、就職や将来が期待できるとはいえないとイメージされているのに対し、理系の大学
生の生活は、将来就職の心配はないが、勉強に追われ、暗い大学生活を送っているとイメージされている。 
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文系志望の生徒は、理系志望の生徒に比べて、文系の大学生の生活イメージを多少よくイメージしてい
るし、逆に理系の大学生に対して、文系志望の生徒より理系志望の生徒の方が良いイメージを持っている。
ただ理系の大学生活は、「勉強が忙しい」というイメージを文系より理系志望の生徒が強く抱いている。 
以上の結果から、文系志望、理系志望とも、文系の大学生活、理系の大学生活に抱くイメージには、基本
的には大きな差がないが、文系志望の生徒が文系の学生生活に抱いている代表的イメージは、「明るい」こ
とであり、「就職」とか「将来性」は二の次の問題のようである。これに対して理系志望の生徒が理系の大学生
活に抱いている代表的イメージは、「勉強は忙しく」、「真面目」な大学生活を送ることになるが、「就職」に有
利で、「将来性」はあるということのようである。 
 
6 高校生の職業選択と職業イメージ 
 
(1) 職業選択 
高校生が抱いている職業選択基準は、「自分の好きな仕事がやれる」96.5％、「安定している」90.8％、
「給料がいい」88.6％、「学生時代に身につけた知識や技術が生かせる」87.6％の順になっており、文系・理
系志望者別にみると、理系志望者に「一つのことを専門にすることができる」（理系 76.1％＞文系 65.5％）が
多く、文系志望者に「残業が少なく休暇が多い」（文系 75.5％＞理系 69.7％）、「人と接することが多い」（文
系 57.8％＞理系 47.3％）、「国際的に活躍できる」（文系 56.6％＞理系 45.2％）、「都会で働ける」（文系
56.6％＞理系 45.2％）が多く、自己の仕事の中身そのものよりも、仕事に伴う人との交流の広がりや私生活
面の環境条件を重視する者は文系志望者の方に多いことがわかる。 
なお、具体的な職業では、理系の男子志望者では、「エンジニア関係」（機械電機、土木建築エンジニア）
44.3％、科学技術研究関係 18.9％、医療関係 12.9％、理系の女子志望者では、医療関係 49.9％、科学技
術研究関係 15.1％、エンジニア関係 12.4％、文系の男子志望者では、金融流通等のビジネス専門職
15.0％、公務員関係 13.6％、文系の女子志望者では、教育関係 19.1％が目立っている。 
 
(2) 職業イメージ 
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「科学技術に関する研究者」、「大手自動車メーカーの設計エンジニア」、「銀行マン」の 3 つの職業イメー
ジを質問した結果、理系の職業である「科学技術に関する研究者」、「大手自動車メーカーの設計エンジニ
ア」については、「給料がよくない」、「不安定である」、「非社交的な」と自分自身あるいは家族が受けるであ
ろう社会生活上のメリットに関しては、マイナスにイメージされ、「創造的な」、「変化にとんだ」と仕事の内容に
関しては、良いイメージが抱かれている。また、文系の職業である「銀行マン」は、「変化がなく」、「非創造的
な」と職業として仕事内容に関しては、マイナスにイメージされている面が強く、「給料がよい」、「安定してい
る」、「社交的な」と社会生活上のメリットに関しては、プラスイメージを持たれている。 
 
7 高校生の科学技術観 
 
高校生に科学や科学技術に対するさまざまな態度を尋ねた結果、高校生の科学や科学技術に対する態
度については、理系志望者の方が文系志望者よりも科学技術に対する態度は好意的であり、中でも相対的
にみて理系志望者の方に際立って強くみられる態度は「将来科学技術に関する仕事をしたい」、「新しい科
学技術の動向に関心がある」、「科学技術についての新聞記事などを熱心に読む」、「科学技術の成果をど
んどん活用したい」など科学技術に対する関心の高さに関するものであった。従って、科学技術に対する関
心の高さが文系・理系の進路選択に大きく関係すると推測される。 
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IV  考  察 
 
1 科学技術の魅力向上の必要性 
昭和 62、63 年以降現れてきた大学受験生の理工系離れ、昭和 62 年以降の経済学部人気は、昭和 62
年以降統計に現れてきた理工系大学生の製造業離れ、金融保険業志向の傾向と同時期に現れてきている
ことから、相互に無関係とは考えられない。 
現在の理工系大学生の製造業離れ、金融保険業志向の傾向は、理工系学部の卒業生の需要の高さを
示すものであるのにもかかわらず、この同じ時期に受験生の理工系離れがおきていることは、従来にはなか
った新しい変化が現在の日本の若者の間に起きている可能性がある。(参照文献 3 参照) 
これらの背景には、共通した若者の意識変化があるとみるべきである。 
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理系・文系志望者の進路選択など意識の違いについて、アンケート調査の結果をまとめると、次のように
なる。 
 
<1> 進路選定にあたっては、文系志望者は理系志望者に比べてより成長した時点で、より多くの情報に基
づいて判断しており、その決定においては、「就職」とか「将来性」の点では文系は理系に比べて不利で
あると考えているにもかかわらず、まずは「明るい」環境で「学生生活を楽しみたい」という意識から文系
を選んでいるようにみえる。 
これに対して、理系志望者は 5割程度の者が中学校までに理系の方向に進むことを決めており、その
決定の理由は、科学技術に対する興味の大きさと将来科学技術に関する仕事につきたいという希望に
基づく理工系学科に対する勉学意欲によっているようである。 
 
<2> 「とても苦手」意識をもっている者が多い科目は、物理学、数学および化学であり、これらの科目が「と
ても苦手」である者は、文系志向が非常に強い。 
 
<3> 実際に「モノ」に触れることが好きな者には、理系志向が強い。 
 
<4> 将来の職業に関し、仕事の中身そのものよりも、仕事に伴う人との交流の広がりや、私生活面の環境
条件を重視する者には、文系志向が強い。 
 
<5> 理系の仕事は、仕事に内容については、「創造的」など良いイメージでみられているが、仕事に関連
して受ける社会生活上のメリット（給料、安定性、交際の広がりなど）については悪いイメージでみられて
いる。 
 
以上のようなアンケート調査結果と NISTEP REPORT No.1 の分析を踏まえて、理系・文系の選択がどのよ
うにして行われていくかについて、思い切った単純化を試みてみると、次のような展開がひとつの典型的なパ
ターンとして浮かび上がってくる。 
 
<1> 中学校までの間 
実際に「モノ」に触れることが好きで、科学技術に強い関心を有しており、かつ、将来は創造的な仕事
に就きたいと考えている者が理系の学科に進みたいと考える傾向がある。この背景には、理系の職業が
創造的であるという認識があると考えられる。 
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将来文系に進むことになる者の多くは、まだ将来の進路を決めないままに過ごしている。 
 
<2> 高校段階 
中学校段階で、まだ将来の進路を決めないままに過ごしてきた者のうち、 
ア 数学あるいは理科が不得意な者 
イ 大学生活をできるだけ楽しみたいと考えている者 
ウ 様々な情報を熱心にフォローしている者 
は、文系に進みたいと考えるようになる傾向がある。 
この背景には、 
ア 理系の大学生活は勉強が大変 
イ 理系の大学生活は真面目で暗い 
ウ 文系の代表的職業である銀行マンのような仕事の方が社会生活面でのメリット（給料、安定 性、交際
範囲の広さなど）が大きい 
という認識があると考えられる。 
一方、将来の仕事の内容を第一に考えて希望する内容の職を獲得するために、大学生活を真面目
に勉学に励もうとしている者は、理系に進みたいと考えるようになる傾向がある。しかし、他方では中学段
階では、理系に進みたいと考えていた者から、社会の実情（処遇の悪さ等）についての情報を得るに従
って理系から文系に志願先を変更する者が出てくる。 
最近、大学生活を楽しみたいと考える学生が増えているとみられること、製造業と金融・保険業の間の
給与に代表される処遇の差が広く知れわたってきたことや、慢性的若年労働者不足から就職そのものに
大きな不安は感じられないことなどから、受験生の文系志向が増えているとみられる。 
 
<3> 大学段階 
以上のようなプロセスを経て、大学の理系部に進んだ学生の中には、マスコミや産業界の実情などに
触れるにつれて、理系の職業が本当に創造的か、狭い専門領域に閉じ込められるだけではないか、さら
には、仕事の大変さに見合う十分な社会生活上のメリットが得られるのかというような疑問を持ちはじめる
者が出てくるとみられる。 
一方、これまで文系の学生が多く就職してきた金融・保険業のような分野の企業では、コンピュータの
導入や業務範囲の国際化、多様化、内外の競争の激化などに伴って数式を取り扱うような業務が増え
てくるのにもかかわらず、文系の学生は、数学が不得意でかつ、大学でも数学をあまり学んでいないとい
う傾向があるため、数式にアレルギーのない理系学生に対する需要が高まっているとみられる。 
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このため、上記のような疑問を持ちはじめた理系学生のうち、狭い専門領域に閉じ込められることを好
まず、様々な分野で自分の可能性を試してみたいというような傾向を持つ理工系の学生が金融・保険業
のような分野に進出していくことになるとみられる。 
 
以上のようなパターンが現在の受験生の理工系離れ、理工系学生の製造業離れる背景にあるとすれば、
製造業の好況、理工系学生の就職が非常に好調な現時点でなぜ、受験生が理工系学部離れをし、理工系
学生が製造業離れをするのか、この一見矛盾した現象も、現在の日本経済の好景気と大都会における企業
活動の華やかさが強調される中で、 
<1> 就職そのものに大きな不安はない（就職先選択の主導権は学生側にある） 
<2> 大学生活は楽しまなければ損 
<3> 理系の仕事は大変さの割に社会生活面でのメリットが小さい 
という見方や考え方が最近の若者の中で広まっており、このような風潮の中で起こるべくして起こっている
現象であると理解できる。今後若年労働者の不足が続くとすれば、<1>、<2>の条件に変化がないと見込ま
れるので、<3>の条件が大きく変わらない限り長期に亘って続くとみられる。 
経済の繁栄期における若者の理工系離れの傾向は、米国においても大学 1 年生の理工系離れという形
で 1983年頃から現れており、将来の理工系人材の確保が問題となっている。（表 7） 
 
表7 米国大学一年生の希望専攻分野別および希望職種別分布状況の推移 
 
米国議会テクノロジー・アセスメント局（OTA）の分析によると、最近の米国の若者の意識傾向は、次のよう
にまとめられ、上述の日本の若者の意識傾向と似たような傾向を示している。（参照文献 5） 
1982 1983 1984 1985 1986 1987
 Probable major
    Biological sciences ……………………… 3.7 3.8 4.2 3.4 3.9 4.4
    Engineering ……………………………… 12.6 11.7 11.0 10.7 10.9 9.4
    Physical sciences'  ……………………… 2.5 2.5 2.6 2.4 2.4 2.6
    Social sciences   ………………………… 5.8 6.1 6.7 7.6 8.0 10.1
    Computer science  ……………………… 4.4 4.5 3.4 2.3 1.9 1.6
    Business ………………………………… 24.2 24.4 26.4 26.8 26.9 25.7
    Education  ……………………………… 6.0 6.0 6.5 7.1 8.1 8.8
    Arts and humanities  …………………… 8.2 7.9 7.7 8.3 9.0 11.3
    One of the professions ………………… 13.3 14.4 14.1 12.9 11.7 10.7
 Probable career occupation
    Computer programmer or analyst ……… 8.8 8.5 6.1 4.4 3.5 2.4
    Scientific researcher …………………… 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.8
    Engineer ………………………………… 12.0 10.8 10.4 10.0 9.7 8.4
    College teacher ………………………… 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.3
1Includes mathematics.
SOURCE:UCLA(1982-87).
See figure O-14 in Overview.
（出典：参考文献４）
――――――――― Percent ―――――――――
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<1> 理系に進む学生の多くは、高校に入る前の段階で科学技術に対する興味を持つようになる。 
<2> 大学 1 年生の希望専攻の選定は、その時点における労働力市場の動向に大きな影響を受ける。
（1970年代から 1980年代初頭にかけては、理工系を専攻しようとする大学 1年生の割合は増加傾向に
あったが、この頃は米国経済が停滞していた時期であったので、不況に強い職種としてハイテク分野の
技術取得を学生が求めたと OTAは分析している。） 
<3> 1980 年代の学生は、1960 年代の学生に比べて給与の高さ、昇進速度、職業に対する社会的評価お
よび私生活面の快適さをより重視し、地域活動や自己能力開発にはあまり重きを置かなくなった。 
 
2 工学部・理学部への入学志願者の推計 
18才人口の将来推計（参照文献 6：対象年の 10月 1日現在で 18才になった人口）および本報告書で推
定した入学志望者から平成 12年（西暦 2000年）における工学部および理学部の入学志願者を男女別に次
の 2ケースについて大胆に予測した。 
 
<1> 18才人口に対する工学部および理学部への入学志願者比率が一定の場合 
図 4に示すように、工学部および理学部への入学志願者の 18才人口に対する割合が今回の調査結
果で得られた平成元年における工学部および理学部への入学志願者の 18 才人口に対する割合（工学
部男子：11.2%、女子：0.41%、理学部男子：0.75%、女子：0.31%）のまま一定で推移すると仮定した場合、
入学志願者は、平成 12年には工学部約 89,000名、理学部約 11,000名にまで減少することが予測でき
る。 
 
 
図 4 工学部および理学部の入学志願者予測（ケース<1>） 
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<2> 昭和 62 年から平成元年までの工学部および理学部への入学志願者の減少・増加割合が今後も続く
と仮定した場合 
図 5 に示すように、昭和 62 年から平成元年までの工学部および理学部への入学志願者の減少割合
が今後も続くと仮定した場合（具体的には、平成 2 年以降の工学部および理学部の男女別入学志願者
数の 18 才人口に対する比率がそれぞれの入学志願者数の 18 才人口に対する比率の昭和 62 年から
昭和 63年への減少（増加）割合および昭和 63年から平成元年への減少（増加）割合を平均した割合（1
年当たり工学部男子：8%減、女子 14%増、理学部男子：９％減、女子：7%増）で毎年減少あるいは増加
していくと仮定した場合）、入学志願者は理学部で平成 7 年、工学部で平成 8 年に平成元年の定員数
（工学部 65,175 名、理学部 10,208 名）を下回り、平成 12 年には工学部約 47,000 名、理学部約 8,000
名にまで減少するとの予測を行うことができる。 
 
 
図 5 工学部および理学部への入学志願者予測（ケース<2>） 
 
3 今後の課題 
以上受験生の理工系離れの現状と、その背景等について検討したが、基本的には、若年労働者の不足
により、若年層の就職については大きな不安はないという状況が続くことが予測され、また、我が国の経済活
動における第三次産業の比重が増加しつつある中で、大学生活は楽しむことに重点がおかれている一方、
経済社会においては、情報化社会、経済のソフト化が喧伝され、ややもするとその根源にある「モノ」づくりの
大切さを忘れられがちになりかねないという社会風潮が青少年に大きな影響を及ぼしているものと考えられ
る。 
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このような状況の中で、受験生の理工系離れあるいは理工系学生の製造業離れを食い止ていくために今
後、検討すべき課題としては、以下のようなことが考えられる、 
すなわち、 
 
<1> 中学校までの間 
この時期には、将来理工系をめざすことになる者の内、かなりの部分が、将来は理工系へ進もうと考え
はじめている大切な時期である。また、アンケート結果からみても、「モノ」に触れることが好きなものに理
系志向が強いという結果が得られた。 
一方、教育の現場では、 
ア 自然と接する機会が少なく季節感が薄れてきた近年、実験内容などテレビで知ることが多く、間接経
験が先行し知的好奇心が少なくなってきており、実験などで感動しなくなってきている 
イ ナイフが使えないなど工作力が落ちてきている少年少女が多くなってきている 
ウ 授業内容についても教科書主体で実験が少なくなってきている 
などを指摘する教育関係者もいる。 
したがって、この時期の少年少女に対しては、あらゆる機会を通じて、実際に「モノ」に触れさせ、科学
者・技術者の活動に伴う創造の大きな喜びや感動を伝記などの形で伝えるなどにより科学技術に対する
強い関心、興味を呼び起こすことが効果的と考える。 
また、この時期に理科あるいは数学に対して苦手意識を持たせると、理系へ進もうと考える際の大きな
障害となることから、数学あるいは理科に苦手意識を持たせないよう細心の配慮が求められる。 
 
<2> 高校段階 
この段階では進学に関する本や雑誌、クラスメートとの会話など様々な情報を熱心にフォローする者
ほど理系から離れる傾向が認められる。 
従って、進学関連雑誌、マスコミ、その他から流れる情報に積極的に科学技術の面白さ、科学者・技
術者の活動に伴う感動などを盛り込み、クラスメートの間など全体として科学技術のイメージが上がるよう
な雰囲気作りを試みる必要があろう。 
 -20- 
さらに、この段階の高校生に対しては、素晴らしい業績をあげており、かつ、自分の仕事に誇りを持っ
ている現役の科学者・技術者と接する機会を設け、科学者や技術者という職業に対する良い印象（創造
的な仕事であるという印象）を確固としたものにすることも効果的と考える。もちろんこのためには、若い
人達の前に出る科学者や技術者は話し方が上手で、さっそうとした印象を周りの者に与えるとともに、自
己の実績に基づいて、自分自身が科学技術を通して得た大きな感動を的確に相手に伝えられる者でな
ければ、かえって逆効果となる恐れがある。 
 
<3> 大学段階 
この段階はもう大人であり、単純なイメージ作戦は通用しないと考えられる。 
技術系の職業に就こうとする者は、仕事の内容に何よりも創造性を求めているとみられることから、ま
ず第一には、製造業における理系就職者の職務内容がその期待を裏切らないようなものとすることが必
要である。さらに、大学生活を文系の学生一般に比べてより勉強に打ち込み、就職後も、ますます加速
する技術革新の波に乗り遅れないようにするために、積極的に勉強を続けることが求められることから、
同等の能力を有している者が進む他の職業（金融業など）に比べて見劣りしない処遇や職場環境が確
保されなければならない。 
そして、このような前提条件が満たされた上で、創造性を十分に発揮し得る職務内容と努力に見合う
十分な処遇等が用意されていることを積極的に理工系学生に伝えることができれば、理工系学生は科
学技術分野に戻ってくると期待できよう。 
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V  むすび 
 
資源の乏しい我が国においては、科学技術により国の発展を図るほかはない。 
このような状況の中で創造的な科学技術の推進を図るため理工系人材の供給を絶やすことは、科学技術
立国の途を自らふさぐことになる。ここはなんとしても、若い人達の目を再び科学技術の方向に向けることに
努める必要がある。 
そして、その基本的前提条件は、科学技術者に対する創造的職務内容および快適な職務環境の確保並
びに処遇の大幅な改善である。 
科学技術者の創造力がいかんなく発揮される職務内容、職務環境と、その努力・成果に十分ふさわしい
処遇と社会的評価を提供する覚悟がなければ問題の抜本的解決は難しい。 
 -21- 
したがって、政府関係省庁、民間、大学などの関係機関のそれぞれが協力しあって、若い人達の目を科
学技術の方向に向けるために、積極的な施策を打ち出していくことが必要となろう。 
また、最近の青少年の行動は、世相に敏感に反応する特徴があることに鑑みて、科学技術人材の将来動
向をより正確に把握していくためには、今後も機会をとらえて青少年の意識変化をフォローしていく必要があ
ろう。 
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付    記 
 
本調査研究は、第1調査研究グループにおいて、昭和６３年度から実施している「理工系学生を創造的科
学技術人材として確保するための条件に関する研究」の一環として実施したものである。 
本調査研究の中で行った高校生の今後の進路選択等に関するアンケート調査の実施に当たっては、多く
の高校関係者、大学関係者および(株)福武書店教育研究所に御協力頂きました。また、学校基本調査報告
書の統計に基づく受験生の進路動向に当たっては、東京工業大学工学部助手小林信一氏には本研究客
員研究官としてコメント頂きました。 
本調査に当たって多大のご指導、ご協力をいただいた関係者の方々に、この場を借りて深く感謝の意を
表します。 
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大学受験生の学部別入学志願状況調査について 
 
科学技術政策研究所 
第 1調査研究グループ 
佐 藤、菊 地、平 野 
 
（調査の要旨） 
 
「理工系学生を創造的科学技術人材として確保するための条件に関する調査研究」の一環として、昭和
40 年から平成元年の 25 年間における大学受験生の学部別志願動向についての調査をした。（学部は法学
部、経済学部、経営学部、理学部、工学部など） 
その結果、工学部および理学部への入学志願者の増加傾向は昭和 40 年代においては、製造業の好況
期とともに増加傾向を示し、第 1 次、第 2 次石油ショックによる製造業の不況時期とともに減少する傾向を示
している。 
その後においては、製造業の立ち直り及び大学への全入学志願者の増加とともに増加傾向を示したが、
昭和 62 年（工学部入学志願者の全志願者に対する比率については昭和 61 年）をピークに減少し、その反
面、経済学部・経営学部への入学志願者数が増加しており、受験生の理工系離れを示唆するデータが得ら
れた。 
 
1 調査の目的 
 
最近、理工系学生の就職先について、「製造業離れ、サービス業志向」の傾向が強いという指摘がなされ
ており、科学技術の将来の発展にとって重要な人材の確保が懸念されている。当研究所では、昭和 63 年か
ら「理工系学生を創造的な科学技術人材として確保するための条件に関する調査研究」の中で、理工系学
生の就職動向調査、理工系学生の就職に対する意識調査（アンケート調査）、企業の理工系学生採用に関
する意識調査（ヒアリング）等を実施し、平成元年 6 月、その結果を「理工系学生の就職動向について」
(NISTEP REPORT No.1)として公表し、製造業離れの傾向の実態を明らかにした。 
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この調査の過程において、面接調査した大学関係者の中には、現在起きている理工系学生の製造業離
れ、金融・保険業志向の傾向の背景には、最近の若者達の間では、「自分の専門を活かしてのモノ作り、ま
たは、実際にモノと取り組むエンジニアとしての活動よりも、自分の専門領域に縛られないで、資金の運用や
清潔なオフィスでのデスクワークの方に魅力を感じる若者が増えつつある。すなわち、若い人達の心が科学
技術活動から離れつつあるというような風潮を反映」（上記報告書より引用）しているのではないかというような
懸念を示す人がいた。 
仮に、このような懸念が当たっているとすれば、「日本の産業活動・科学技術活動の基盤を人的資源の面
から崩していく危険な兆候である」（上記報告書より引用）と考えられる。このため、そのような傾向の有無を探
るためのひとつの基礎調査として、大学受験生の学部別入学志願者動向の調査を実施した。 
 
2 調査の方法 
 
この調査では、文部省「学校基本調査報告書」（以下「基本調査」という。）に記載されている大学入学志
願者に関する統計数値を基礎データとして用いた。 
昭和 40 年から平成元年までの期間における受験生の進路動向を把握するためには学部別の志願者を
知る必要があるが、実際には工学部と理学部を併願する学生や、入学時点で所属する学部を定めない大学
がある。このため本統計数値から後述の方法により入試平均併願学部数を算出し、その数値に基づき学部
別正味大学入学志願者数の推定を行った。 
「学部別正味大学入学志願者数」とは、大学入学志願者を、その志願する学部を後述の方法によりあえて
推測して、工学部志願者、理学部志願者など学部別に区分した場合の各学部別の入学志願者数をいう。 
従って、本「志願者数」は、受験生の進路動向を検討するためのひとつの指標として設定したものである。 
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なお、これらの推定は、既に高校を卒業した者も含む入学志願者全体を対象とした場合、当該年 3 月卒
業者のみ（以下「新規高卒者」という。）を対象とした場合および既に高校を卒業した者（以下「過年度卒業
者」という。）を対象とした場合の３コースについて行い相互の比較も併せて試みた。（過年度卒業者には、外
国の学校卒、専修学校高等課程卒、その他（検定等）を含めた。また、昭和 40 年から昭和 47 年については
「基本調査」の中で新規高卒者、過年度卒業者が明確でないため、入学志願者全体のみとした。） 
調査対象学部は、文系の中では、実社会における企業活動に密接に関係すると考えられる法学部、経済
学部、経営学部および商学部、理工系は、理学部、工学部および理工学部とした。 
 
大学入試平均併願学部数の算出および学部別正味大学入学志願者数の推定は、下記により行った。 
 
大学入試平均併願学部数の算出 
「基本調査」においては、大学に入学願書を提出した者の数を各学部毎に集計し、さらにその結果を各大
学から報告させて集計したもの（総数及び学部別のデータが調査されている。）と、各高等学校から自校の
卒業生のうち大学に入学願書を提出した者の数を報告させて集計したもの（学部別のデータは調査されて
いない。）の両方の統計数値が記載されている。 
この報告書では、前者の数値を後者の数値で割った値を平均併願学部数とした。 
 
学部別正味大学入学志願者数の推定 
学部別正味大学入学志願者数は、既存の資料の中にそれを明らかにしたものがなかったため、「基本調
査」記載の学部別の大学入学志願者数を大学入試平均併願学部数で割った値により推定することとした。
（学部別正味大学入学志願者は、新規高卒者、過年度卒業者の算出を行い、それの合計を入学志願者全
体とした。） 
これは、どの学部への入学志願者であっても併願する学部の数は同じであるという過程に基づく推測であ
る。 
 
 -36- 
3 調査結果 
 
(1) 大学入試平均併願学部数 
入学志願者全体の大学入試平均併願学部数は、昭和 40 年から昭和 43 年にかけ、多少は増減している
が、昭和 48年までは 3.3から 3.6学部にほぼ横ばいで推移し、昭和 49年から昭和 53年に約 4から 5学部
まで上昇し、その後減少傾向に転じ、昭和 61 年まで 4.0 ないし 4.1 でほぼ横ばいで推移してきたが昭和 62
年から再び上昇傾向に転じ平成元年には 4.9学部にまで増加している。 
新規高卒者と過年度卒業者を比較した場合、過年度卒業者の大学入試平均併願学部数が約 2～3学部
新規高卒者を上回り、併願学部数の増加傾向はほぼ同様である。近年の状況をみると、新規高卒者の大学
入試平均併願学部数は、昭和 55年から昭和 61年まで 3.1ないし 3.3学部でほぼ横ばいで推移してきたが、
昭和 62年からは上昇傾向に転じ平成元年には 3.8学部（対昭和 61年比で 1.2倍）となっている。 
過年度卒業者の大学入試平均併願学部数については、昭和 55 年から昭和 61 年まで 6.9～6.3 学部で
ほぼ横ばいであったものが、新規高卒者と同様に平成元年には 7.2 学部（対昭和 61 年比で 1.2 倍）と近年
上昇している。 
 
これら算出した大学入試平均併願学部数により、学部別の正味入学志願者数の推定を行った。 
 
（参  照） 
表 1. 学部別の大学入学志願者数および平均併願学部数 
図 1. 大学入試平均併願学部数 
 
(2) 学部別正味大学入学志願者数 
工学部、理学部および理工学部への学部別入学志願者比率の推移は、入学志願者全体を見た場合、
昭和 40年から昭和 40年代半ばに増加傾向を示し、その後昭和 50年代半ばにかけ減少している。昭和 50
年代半ば以降昭和 60～62年にかけて増加傾向となり、その後再び減少傾向を示している。 
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経済学部、商学部および経営学部については上記とほぼ反対の傾向を示している。 
入学志願者全体の近年の状況についていえば、昭和 62 年の工学部 133,065 名、理学部 17,357 名をピ
ークに、昭和 63年で工学部 122,520名、理学部 15,400名（対昭和 62年で工学部 10,545名、理学部 1,957
名の減少）、平成元年では工学部 117,896名、理学部 14,668名（対昭和 62年で工学部 15,169名、理学部
2,689名の減少）と減少している。 
その反面、経済学部、経営学部および法学部への学部別正味入学志願者数は、大学入学志願者総数
の増加にもかかわらず減少傾向を示していたが、昭和 60 年を底に増加傾向に転じた。また、商学部につい
てもほぼ同様の傾向である。 
特にその傾向の大きい経済学部の学部別正味入学志願者数は、昭和 60年には、92,611名であったもの
が昭和 61年には 98,614名（対昭和 60年で 6,003名の増加）、昭和 62年 111,383名（対昭和 60年で 18,772
名の増加）、昭和 63年 127,064名（対昭和 60年で 34,451名の増加）、平成元年 137,076名（対昭和 60年
で 44,465名の増加）と大きな増加を示し、昭和 63年からは絶対数で工学部を上回るにいたった。 
新規高卒者についてみた場合も、昭和 62 年の工学部 93,092 名、理学部 11,287 名をピークに、昭和 63
年で工学部 83,496名、理学部 9,703名、平成元年では、工学部 81,299名、理学部 9,641名と大きく減少し
ており、その反対に経済学部が昭和 61 年 70,279名、昭和 62年 78,267名、昭和 63年 87,878名、平成元
年 94,335名と大きく増加している。 
 
（参  照） 
表 2.  学部別の正味大学入学志願者数（推定） 
図 2-1.  学部別の正味大学入学志願者数（入学志願者全体） 
図 2-2.  学部別の正味大学入学志願者数（新規高卒者） 
図 2-3.  学部別の正味大学入学志願者数（過年度卒業者） 
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また、年毎の各学部の入学志願者比率からみても、大学志願者数の増減傾向と同様に、工学部の減少
が大きく、昭和 61 年の 17.2%（（新規高卒者は昭和 61 年の 17.5%、過年度卒業者は昭和 62 年の 17.2%）
をピークに、昭和 62年 17.0%、昭和 63年 15.1%、平成元年 14.0%（新規高卒者は昭和 63年 15.0%、平成
元年 14.0%）、過年度卒業者は昭和 63 年 15.5%、平成元年 13.8%）と減少し、その反面、経済学部では昭
和 61年13.6%（新規高卒者は 13.6%、過年度卒業者は 13.8%）を底に、昭和 62年 14.3%、昭和 63年 15.7%、
平成元年 16.3%（新規高卒者は昭和 63 年 15.7%、平成元年 16.3%、過年度卒業者は昭和 63 年 15.6%、
平成元年 16.2%）と増加傾向となっている。 
次に、近年の入学志願者全体のうち女子の占める割合を各学部別にみると、昭和 60 年以降の文系の学
部（法、経営、商、経済）への女子比率が大きく増加している。 
入学志願者の多い法学部および経済学部では、昭和 60 年法学部 10.8%、経済学部 5.6%であった女子
比率が、平成元年には、法学部 14.7%、経済学部 8.5%まで増加している。それに比べ工学部、理学部では、
昭和 60年工学部 2.7%、理学部 17.3%で、平成元年では、工学部 3.2%、理学部 18.2%と、文系の学部に比
べて増加傾向が小さい。 
 
（参  照） 
表 3.  学部別の正味大学入学志願者比率 
図 3-1.  学部別の正味大学入学志願者比率（入学志願者全体） 
図 3-2.  学部別の正味大学入学志願者比率（新規高卒者） 
図 3-3.  学部別の正味大学入学志願者比率（過年度卒業者） 
表 4.  学部別の正味大学女子入学志願者数（推定）および比率 
図 4.  学部別の正味大学女子入学志願者数（入学志願者全体） 
 
(3) 学部別大学入学者数 
学部別の大学入学者数の増減傾向は、どの学部も同様の傾向を示し、近年をみると昭和 60 年以降急激
な増加傾向となっている。特に工学部および経済学部において顕著にみられ、昭和 60 年に工学部では
65,937 名、経済学部では、53,505 名であったものが、昭和 63 年には工学部で 75,223 名（対昭和 60 年で
9,286名の増）、経済学部で 63,472名（対昭和 60年で 9,967名の増）、平成元年では、工学部で 73,511  名
（対昭和 60年で 7,574名の増）、経済学部で 63,828名（対昭和 60年で 10,323名の増）となっている。 
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また、学部別の入学者数比率をみてみると、各学部とも過去 25 年間ほぼ横ばい傾向で、工学部は 15～
16%、経済学部で 13～14%となり、近年現れてきた理工系学部への入学志願者の減少、経済学部への入
学志願者の増加との相関関係はみられない。 
 
（参  照） 
表 5.  学部別の大学入学者数 
図 5-1.  学部別の大学入学者数 
図 5-2.  学部別の大学入学者数比率 
 
4 考  察 
 
(1) 受験生の理工系離れ、経済学部志向の傾向 
以上の調査結果からは、次のようなことがいえるであろう。 
 
<1> 受験生全体をみた場合は工学部への入学を希望する受験生の割合は、昭和 56 年から昭和 61 年ま
での 5 年間の間に 11.13%から 17.24%へと大幅に伸びたが、昭和 62 年以降この割合は減少の傾向に
転じている。新規高卒者と過年度卒業者を比較した場合、新規高卒者のうち工学部へ入学を希望する
受験生の割合の減少は、既に昭和 62 年からはじまっているが、過年度卒業者については、一年遅れて、
昭和 63年から減少はじまっている。 
このような傾向が若い人により強く現れていることがわかる。 
 
<2> 理学部への入学を希望する受験生の割合についても、工学部程大きな変動はみられないが、増減傾
向としては、工学部と同様の傾向がみられる。 
 
<3> 昭和 62年以降、経済学部への入学を希望する受験生の割合が大幅に伸びはじめている。 
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(2) 工学部・理学部の人気の推移と若者の意識 
昭和 40 年から昭和 40 年代半ばにかけての理工系学部への正味入学志願者の増加は、高度経済成長
の終焉期を迎える時期であり、製造業の最盛期と一致し、その後の減少は第 1次、第 2次石油ショックによる
製造業の衰退時期と一致する。 
また、昭和 57 年から昭和 62 年にかけての正味入学志願者の増加時期（新規高卒者、過年度卒業者も
同様）は、石油ショックから製造業が立ち直り、理工系人材の採用を増やしていった時期と重なっている。ま
た、この時期は、昭和 56 年における科学技術振興調整費の創設、福井謙一氏のノーベル化学賞受賞、い
わゆるバイオテクノロジーブーム、昭和 60 年における国際科学技術博覧会の開催など科学技術立国の気
運が非常な盛り上がりをみせた時期とも合っている。このような官民における科学技術重視の気運の高まりと
学部卒業者の製造業への好調な就職が若い人達を工学部へ、あるいは理学部へと引き付けたといえよう。 
しかし、昭和 63年以降現れた受験生の理工系離れ、昭和 62年以降の経済学部人気は、昭和 62年以降
統計に現れてきた理工系大学卒業生の製造業離れ、金融・保険業志向の傾向と軌を一にするものであり、
相互に無関係とは考えられない。 
やはり、これらの背景には、共通した若者の意識変化があるとみるべきであり、具体的には、「1.調査の目
的」で述べたような若者の意識変化が起きているとみるべきであろうと考える。 
 
(3) 理学部の不安 
以上述べた傾向のうち、理学部への学部別正味大学入学志願者数が減少しつつあるという点は、基礎
研究振興の重要性の認識が高まりつつある最近の状勢の中で気になる点である。 
昭和 63 年の新規高卒受験生のうち、理学部への進学を希望する者の数の推定値（理学部の正味大学
入学志願者数）9,703 人は、同年 4 月に理学部へ入学した者の数 10,492 人を下回っている。また、平成元
年においても同様の傾向である。 
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このような傾向がこのまま続くとすれば、基礎研究の実施に重要な役割を果たすことが期待されている理
学部卒業者の供給に重大な障害となることが懸念される。 
 
(4) 科学技術の魅力向上の必要性 
我が国の今後の科学技術振興の成否は、優秀な人材の確保にかかっていることは、論をまたないであろ
う。しかし、今回の調査でかいまみたデータは、受験生の理工系離れ、経済学部志向の傾向を示唆するもの
であり、今後の我が国の科学技術振興への期待には逆行するものである。 
大学で理工系の学科を学ぼうとする学生の割合が低下する傾向は、1980 年代に入ってからの米国でも
みられている傾向である（NISTEP REPORT No.1 参照)。 
上記レポートでも述べたように「米国に現れている上述のような現象がいずれ日本においても現れてくるこ
とはあり得ることであり、そのような場合に備えて、今から科学技術者の処遇改善等を含めた科学技術者の
社会的ステータスの向上、科学技術全体のイメージの向上等を図って、青少年の間にも科学技術分野での
活動を志向する心を涵養していくことが重要である。」と考える。 
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表 1. 学部別の大学入学志願者数及び平均併願学部者数 1/2             表 1．学部別の大学入学志願者及び平均併願学部数 2/2 
 
（単位 ： 人）
40 志願者全体 300,231 1,203,337 125,553 175,232 30,001 102,523 22,413 157,492 47,777 4.008 学部
41 志願者全体 408,343 1,516,506 151,960 211,445 52,742 132,813 27,102 199,106 59,368 3.714
42 志願者全体 412,466 1,769,995 188,812 246,992 65,020 146,897 31,688 234,112 78,568 4.291
43 志願者全体 566,083 1,896,060 198,445 267,815 74,565 144,199 34,374 261,313 86,877 3.349
44 志願者全体 559,416 1,979,647 206,568 265,659 86,235 141,042 40,420 306,548 92,543 3.539
45 志願者全体 538,861 1,943,207 191,825 250,796 80,225 124,084 46,479 322,576 104,226 3.606
46 志願者全体 542,485 1,952,684 188,749 248,190 84,235 115,688 46,829 325,135 109,799 3.600
47 志願者全体 551,275 1,975,590 196,400 250,772 78,478 115,946 47,191 313,287 106,013 3.584
志願者全体 578,146 2,071,785 204,032 254,655 96,149 125,356 45,286 310,176 107,975 3.583
48 新規高卒者 406,799 1,220,130 102,041 155,533 59,317 74,454 23,749 182,296 53,246 2.999
過年度卒業 171,347 851,655 101,991 99,122 36,832 50,902 21,537 127,880 54,729 4.970
志願者全体 601,759 2,320,113 242,681 300,445 111,452 152,160 52,490 337,122 108,822 3.856
49 新規高卒者 433,080 1,380,239 124,904 184,159 66,883 91,244 28,496 203,842 53,170 3.187
過年度卒業 168,679 939,874 116,286 116,286 44,569 60,916 23,994 133,280 55,652 5.572
志願者全体 640,220 2,756,699 299,032 389,523 134,707 190,389 60,014 349,144 124,647 4.306
50 新規高卒者 457,363 1,614,495 151,566 230,803 77,584 110,243 32,031 210,073 63,048 3.530
過年度卒業 182,857 1,142,204 147,466 158,720 57,123 80,146 27,983 139,071 61,599 6.246
志願者全体 650,065 2,794,518 286,219 395,539 150,427 195,884 62,424 332,459 117,215 4.299
51 新規高卒者 459,491 1,601,043 135,155 221,696 79,898 105,382 34,007 208,466 61,468 3.484
過年度卒業 190,574 1,193,475 151,064 173,843 70,529 90,502 28,417 123,993 55,747 6.263
志願者全体 672,043 2,957,894 308,325 430,677 159,840 208,173 64,195 349,181 120,161 4.401
52 新規高卒者 476,571 1,723,089 153,007 248,709 86,871 115,129 34,908 222,262 64,823 3.616
過年度卒業 195,472 1,234,805 155,318 181,968 72,969 93,044 29,287 126,919 55,338 6.317
志願者全体 653,636 3,127,128 311,668 472,516 165,347 221,260 66,952 373,095 132,629 4.784
53 新規高卒者 455,924 1,779,586 152,611 267,545 85,547 117,164 36,453 235,760 69,165 3.903
過年度卒業 197,712 1,347,542 159,057 204,971 79,800 104,096 30,499 137,335 63,464 6.816
志願者全体 636,840 2,796,686 311,198 429,936 157,658 207,933 53,958 308,982 115,038 4.392
54 新規高卒者 451,784 1,591,540 150,921 237,731 80,506 109,686 30,249 196,841 60,537 3.523
過年度卒業 185,056 1,205,146 160,277 192,205 77,152 98,247 23,709 112,141 54,501 6.512
志願者全体 636,964 2,658,633 289,953 420,018 147,727 194,758 52,952 281,322 112,326 4.174
55 新規高卒者 452,065 1,512,885 136,938 235,223 75,102 105,899 29,633 184,027 60,075 3.347
過年度卒業 184,899 1,145,748 153,015 184,795 72,625 88,859 23,319 97,295 52,251 6.197
学部数
平均併願
総計（1）年 理  工工経  済 経  営 商 理法総  計
（単位 ： 人）
志願者全体 637,011 2,608,930 287,251 408,180 144,787 196,098 50,019 272,593 124,336 4.096
56 新規高卒者 452,214 1,470,311 134,869 224,285 70,111 104,232 28,250 183,495 66,521 3.251
過年度卒業 184,797 1,138,619 152,382 183,895 74,676 91,866 21,769 89,098 57,815 6.161
志願者全体 644,293 2,590,165 270,759 394,581 146,792 202,601 52,585 294,623 125,042 4.020
57 新規高卒者 456,113 1,466,189 128,245 211,501 72,097 105,927 29,366 199,862 68,203 3.215
過年度卒業 188,180 1,123,976 142,514 183,080 74,695 96,674 23,219 94,761 56,839 5.973
志願者全体 673,837 2,697,177 268,009 410,354 145,831 199,848 56,904 349,973 137,948 4.003
58 新規高卒者 479,690 1,543,388 129,193 220,884 71,060 104,955 31,237 234,086 73,699 3.217
過年度卒業 194,147 1,153,789 138,816 189,470 74,771 94,893 25,667 115,887 64,249 5.943
志願者全体 674,481 2,794,692 282,483 410,166 138,783 209,009 62,747 403,791 150,600 4.143
59 新規高卒者 470,463 1,525,255 128,553 212,869 63,409 103,127 31,347 246,435 74,147 3.242
過年度卒業 204,018 1,269,437 153,930 197,297 75,374 105,882 31,400 157,356 76,453 6.222
志願者全体 658,336 2,729,799 254,015 391,138 127,862 199,739 64,377 433,731 158,064 4.147
60 新規高卒者 444,209 1,376,538 104,426 186,809 52,597 91,495 29,012 236,949 66,981 3.099
過年度卒業 214,127 1,353,261 149,589 204,329 75,265 108,244 35,365 196,782 91,083 6.320
志願者全体 724,021 2,918,628 257,729 398,389 140,357 222,089 64,473 498,932 161,813 4.031
61 新規高卒者 518,176 1,654,077 127,707 224,329 71,214 118,252 30,645 289,613 73,598 3.192
過年度卒業 205,845 1,264,551 130,022 174,060 69,143 103,837 33,828 209,319 88,215 6.143
志願者全体 781,522 3,541,188 312,032 504,440 155,445 250,967 81,487 603,939 162,554 4.531
62 新規高卒者 548,568 1,967,618 150,442 280,742 76,950 130,923 40,485 333,920 71,879 3.587
過年度卒業 232,954 1,573,570 161,590 223,698 78,495 120,044 41,002 270,019 90,675 6.755
志願者全体 810,548 3,766,338 324,984 589,439 183,683 286,080 74,493 572,371 173,802 4.647
63 新規高卒者 558,575 2,036,392 152,956 320,404 87,896 145,635 35,378 304,428 75,243 3.464
過年度卒業 251,973 1,729,946 172,028 269,035 95,787 140,445 39,115 267,943 98,559 6.866
志願者全体 843,588 4,119,609 378,694 668,600 221,336 330,393 73,060 574,500 197,038 4.883
元 新規高卒者 579,045 2,222,289 174,262 362,058 108,556 169,027 37,003 312,027 85,571 3.838
過年度卒業 264,543 1,897,320 204,432 306,542 112,780 161,366 36,057 262,473 111,467 7.172
注）  表内の総計 （1） は、 「基本調査の初等中等教育機関・専修・各種学校編」 平成元年度の表242、その他は 「基本調査の高等
        教育機関編」 平成元年度の表16、及びそれ以前の各年度の 「基本調査」 でそれに対応する各表の統計値。
学部数
平均併願
総計（1）年 理  工工経  済 経  営 商 理法総  計
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表 2. 学部別の正味大学入学志願者数（推定） 1/2                    表 2. 学部別の正味大学入学志願者数（推定） 2/2 
 
（単位 ： 人）
年 総  計 法 経  済 経  営 商 理 工 理  工
40 志願者全体 300,231 31,326 43,721 7,485 25,580 5,592 39,294 11,920
41 志願者全体 408,343 40,915 56,932 14,201 35,760 7,297 53,610 15,985
42 志願者全体 412,466 44,002 57,560 15,153 34,234 7,385 54,559 18,310
43 志願者全体 566,083 59,255 79,969 22,265 43,057 10,264 78,027 25,941
44 志願者全体 559,416 58,369 75,066 24,367 39,854 11,421 86,620 26,149
45 志願者全体 538,861 53,196 69,550 22,248 34,410 12,889 89,455 28,903
46 志願者全体 542,485 52,430 68,942 23,399 32,136 13,008 90,315 30,500
47 志願者全体 551,275 54,799 69,970 21,897 32,351 13,167 87,413 29,580
志願者全体 578,146 54,546 71,806 27,190 35,068 12,252 86,516 28,767
48 新規高卒者 406,799 34,025 51,862 19,779 24,826 7,919 60,786 17,755
過年度卒業 171,347 20,521 19,944 7,411 10,242 4,333 25,730 11,012
志願者全体 601,759 60,329 78,654 28,985 39,563 13,247 87,880 26,671
49 新規高卒者 433,080 39,192 57,784 20,986 28,630 8,941 63,960 16,683
過年度卒業 168,679 21,137 20,870 7,999 10,933 4,306 23,920 9,988
志願者全体 640,220 66,547 90,794 31,124 44,062 13,554 81,777 27,723
50 新規高卒者 457,363 42,937 65,383 21,978 31,230 9,074 59,511 17,861
過年度卒業 182,857 23,610 25,411 9,146 12,832 4,480 22,266 9,862
志願者全体 650,065 62,913 91,390 34,194 44,697 14,298 79,633 26,544
51 新規高卒者 459,491 38,793 63,633 22,933 30,247 9,761 59,835 17,643
過年度卒業 190,574 24,120 27,757 11,261 14,450 4,537 19,798 8,901
志願者全体 672,043 66,901 97,586 35,575 46,568 14,290 81,558 26,687
52 新規高卒者 476,571 42,314 68,549 24,024 31,839 9,654 61,466 17,927
過年度卒業 195,472 24,587 28,806 11,551 14,729 4,636 20,092 8,760
志願者全体 653,636 62,437 98,621 33,626 45,291 13,815 80,554 27,032
53 新規高卒者 455,924 39,101 68,549 21,918 30,019 9,340 60,405 17,721
過年度卒業 197,712 23,336 30,072 11,708 15,272 4,475 20,149 9,311
志願者全体 636,849 67,343 96,824 34,641 46,142 12,205 72,952 25,509
54 新規高卒者 451,784 42,730 67,308 22,793 31,055 8,564 55,731 17,140
過年度卒業 185,065 24,613 29,516 11,848 15,087 3,641 17,221 8,369
（単位 ： 人）
年 総  計 法 経  済 経  営 商 理 工 理  工
志願者全体 636,953 65,606 100,099 34,158 45,979 12,617 70,683 26,381
55 新規高卒者 452,065 40,914 70,279 22,439 31,640 8,854 54,983 17,949
過年度卒業 184,888 24,692 29,820 11,719 14,339 3,763 15,700 8,432
志願者全体 637,011 66,218 98,838 33,687 46,973 12,222 70,905 29,846
56 新規高卒者 452,214 41,485 68,990 21,566 32,062 8,690 56,443 20,462
過年度卒業 184,797 24,733 29,848 12,121 14,911 3,533 14,461 9,384
志願者全体 644,293 67,750 96,437 34,930 49,133 13,021 78,029 30,730
57 新規高卒者 456,113 39,890 65,786 22,425 32,948 9,134 62,165 21,214
過年度卒業 188,180 23,860 30,651 12,505 16,185 3,887 15,865 9,516
志願者全体 673,837 63,517 100,542 34,670 48,592 14,029 92,265 33,720
58 新規高卒者 479,690 40,159 68,661 22,098 32,625 9,710 72,765 22,909
過年度卒業 194,147 23,358 31,881 12,581 15,967 4,319 19,500 10,811
志願者全体 674,481 64,392 97,370 31,673 48,827 14,716 101,303 35,159
59 新規高卒者 470,463 39,652 65,660 19,559 31,810 9,669 76,013 22,871
過年度卒業 204,018 24,740 31,710 12,114 17,017 5,047 25,290 12,288
志願者全体 658,336 57,366 92,611 28,881 46,651 14,958 107,596 36,026
60 新規高卒者 444,209 33,697 60,280 16,972 29,524 9,362 76,460 21,614
過年度卒業 214,127 23,669 32,331 11,909 17,127 5,596 31,136 14,412
志願者全体 724,021 61,174 98,614 33,566 53,949 15,108 124,805 37,417
61 新規高卒者 518,176 40,008 70,279 22,310 37,046 9,601 90,731 23,057
過年度卒業 205,845 21,166 28,335 11,256 16,903 5,507 34,074 14,360
志願者全体 781,522 65,863 111,383 33,072 54,270 17,357 133,065 33,462
62 新規高卒者 548,568 41,941 78,267 21,452 36,499 11,287 93,092 20,039
過年度卒業 232,954 23,922 33,116 11,620 17,771 6,070 39,973 13,423
志願者全体 810,548 67,008 127,062 38,059 60,399 15,400 122,520 34,993
63 新規高卒者 558,575 41,953 87,878 24,108 39,944 9,703 83,496 20,638
過年度卒業 251,973 25,055 39,184 13,951 20,455 5,697 39,024 14,355
志願者全体 843,588 73,908 137,076 44,010 66,539 14,668 117,896 37,838
元 新規高卒者 578,012 45,404 94,335 28,285 44,040 9,641 81,299 22,296
過年度卒業 264,294 28,504 42,741 15,725 22,499 5,027 36,597 15,542
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図 2- 1. 学部別の正味大学入学志願者数（入学志願者全体） 
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図 2- 2. 学部別の正味大学入学志願者数（新規高卒者） 
 
 
 
図 2- 3. 学部別の正味大学入学志願者数（過年度卒業者） 
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表 3. 学部別の正味大学入学志願者比率 1/2                        表 3. 学部別の正味大学入学志願者比率 2/2 
（単位 ： ％）
年 総  計 法 経  済 経  営 商 理 工 理  工
40 志願者全体 100 10.43 14.56 2.49 8.52 1.86 13.09 3.97
41 志願者全体 100 10.20 13.94 3.48 8.76 1.79 13.09 3.92
42 志願者全体 100 10.67 13.96 3.67 8.30 1.79 13.23 4.44
43 志願者全体 100 10.47 14.13 3.93 7.61 1.81 13.78 4.58
44 志願者全体 100 10.43 13.42 4.36 7.12 2.04 15.48 4.67
45 志願者全体 100 9.87 12.91 4.13 6.39 2.39 16.60 5.36
46 志願者全体 100 9.67 12.71 4.31 5.92 2.40 16.65 5.62
47 志願者全体 100 9.94 12.69 3.97 5.89 2.39 15.86 5.37
志願者全体 100 9.44 12.42 4.70 6.07 2.12 14.96 4.98
48 新規高卒者 100 8.36 12.75 4.86 6.10 1.95 14.94 4.37
過年度卒業 100 11.98 11.64 4.33 5.98 2.53 15.02 6.43
志願者全体 100 10.03 13.07 4.82 6.58 2.20 14.60 4.43
49 新規高卒者 100 9.05 13.34 4.85 6.61 2.07 14.77 3.85
過年度卒業 100 12.53 12.37 4.74 6.48 2.55 14.18 5.92
志願者全体 100 10.39 14.06 4.86 6.88 2.12 12.77 4.33
50 新規高卒者 100 9.39 14.30 4.81 6.83 1.98 13.01 3.91
過年度卒業 100 12.91 13.90 5.00 7.02 2.45 12.18 5.39
志願者全体 100 9.68 14.06 5.26 6.88 2.20 12.25 4.08
51 新規高卒者 100 8.44 13.85 4.99 6.58 2.12 13.02 3.84
過年度卒業 100 12.66 14.57 5.91 7.58 2.38 10.39 4.67
志願者全体 100 9.96 14.52 5.29 6.93 2.13 12.14 3.97
52 新規高卒者 100 8.88 14.43 5.04 6.68 2.03 12.90 3.76
過年度卒業 100 12.58 14.74 5.91 7.54 2.37 10.28 4.48
志願者全体 100 9.55 15.09 5.14 6.93 2.11 12.32 4.14
53 新規高卒者 100 8.58 15.04 4.81 6.58 2.05 13.25 3.89
過年度卒業 100 11.80 15.21 5.92 7.72 2.26 10.19 4.71
志願者全体 100 10.57 15.20 5.44 7.25 1.92 11.46 4.01
54 新規高卒者 100 9.46 14.90 5.05 6.87 1.90 12.34 3.79
過年度卒業 100 13.30 15.95 6.40 8.15 1.97 9.31 4.52
（単位 ： ％）
年 総  計 法 経  済 経  営 商 理 工 理  工
志願者全体 100 10.30 15.72 5.36 7.22 1.98 11.10 4.14
55 新規高卒者 100 9.05 15.55 4.96 7.00 1.96 12.16 3.97
過年度卒業 100 13.36 16.13 6.34 7.76 2.04 8.49 4.56
志願者全体 100 10.40 15.52 5.29 7.37 1.92 11.13 4.69
56 新規高卒者 100 9.17 15.26 4.77 7.09 1.92 12.48 4.53
過年度卒業 100 13.38 16.15 6.56 8.07 1.91 7.83 5.08
志願者全体 100 9.90 14.97 5.42 7.63 2.02 12.11 4.77
57 新規高卒者 100 8.75 14.42 4.92 7.22 2.00 13.63 4.65
過年度卒業 100 12.68 16.29 6.65 8.60 2.07 8.43 5.06
志願者全体 100 9.43 14.92 5.15 7.21 2.08 13.69 5.00
58 新規高卒者 100 8.37 14.31 4.61 6.80 2.02 15.17 4.78
過年度卒業 100 12.03 16.42 6.48 8.22 2.23 10.04 5.57
志願者全体 100 9.55 14.44 4.70 7.24 2.18 15.02 5.21
59 新規高卒者 100 8.43 13.96 4.16 6.76 2.06 16.16 4.86
過年度卒業 100 12.13 15.54 5.94 8.34 2.47 12.40 6.02
志願者全体 100 8.71 14.07 4.39 7.09 2.27 16.34 5.47
60 新規高卒者 100 7.59 13.57 3.82 6.65 2.11 17.21 4.87
過年度卒業 100 11.05 15.10 5.56 8.00 2.61 14.54 6.73
志願者全体 100 8.45 13.62 4.64 7.45 2.09 17.24 5.17
61 新規高卒者 100 7.72 13.56 4.31 7.15 1.85 17.51 4.45
過年度卒業 100 10.28 13.77 5.47 8.21 2.68 16.55 6.98
志願者全体 100 8.43 14.25 4.23 6.94 2.22 17.03 4.28
62 新規高卒者 100 7.65 14.27 3.91 6.65 2.06 16.97 3.65
過年度卒業 100 10.27 14.22 4.99 7.63 2.61 17.10 5.76
志願者全体 100 8.27 15.68 4.70 7.45 1.90 15.12 4.32
63 新規高卒者 100 7.51 15.73 4.32 7.15 1.74 14.95 3.70
過年度卒業 100 9.94 15.55 5.54 8.12 2.26 15.49 5.70
志願者全体 100 8.76 16.25 5.22 7.89 1.74 13.98 4.49
元 新規高卒者 100 7.84 16.29 4.89 7.61 1.67 14.04 3.85
過年度卒業 100 10.78 16.16 5.94 8.51 1.90 13.83 5.88
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図 3- 1. 学部別の正味大学入学志願者比率（入学志願者全体） 
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図 3- 2. 学部別の正味大学入学志願者比率（新規高卒者） 
 
 
 
 
図 3- 3. 学部別の正味大学入学志願者比率（過年度卒業者） 
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表4 学部別の正味大学女子志願者数（推定）およびその比率 
 
　　　　単位：人
（　）内は志願者に占める女子の割合％
年 総  計 法 経  済 経  営 商 理 工 理  工
志願者全体 136,634 4,849 5,153 1,581 2,308 1,716 665 758
(21.34) (7.29) (5.68) (5.08) (5.24) (12.66) (0.81) (2.73)
50 新規卒業者 113,878 3,504 4,071 1,262 1,838 1,356 517 571
(24.90) (8.16) (6.23) (5.74) (5.89) (14.94) (0.87) (3.20)
過年度卒業 22,756 1,345 1,082 319 470 360 148 187
(12.44) (5.70) (4.26) (3.49) (3.66) (8.04) (0.66) (1.90)
志願者全体 135,615 5,182 4,766 1,786 2,447 1,855 1,233 1,219
(21.29) (7.90) (4.76) (5.23) (5.32) (14.70) (1.74) (4.62)
55 新規卒業者 110,623 3,607 3,620 1,377 1,885 1,459 977 921
(24.47) (8.82) (5.15) (6.14) (5.96) (16.48) (1.78) (5.13)
過年度卒業 24,992 1,575 1,146 409 562 396 256 298
(13.52) (6.38) (3.84) (3.49) (3.92) (10.52) (1.63) (3.53)
志願者全体 14,256 6,177 5,199 1,832 2,712 2,583 2,933 2,103
(21.66) (10.77) (5.61) (6.34) (5.81) (17.27) (2.73) (5.84)
60 新規卒業者 113,626 4,266 3,840 1,318 1,931 1,951 2,198 1,480
(25.58) (12.66) (6.37) (7.77) (6.54) (20.84) (2.87) (6.85)
過年度卒業 28,939 1,911 1,359 514 781 632 735 623
(13.51) (8.07) (4.20) (4.32) (4.56) (11.29) (2.36) (4.32)
志願者全体 157,063 6,802 5,793 2,296 3,340 2,717 3,065 2,007
(21.69) (11.12) (5.87) (6.84) (6.19) (17.89) (2.46) (5.36)
61 新規卒業者 130,217 5,001 4,537 1,817 2,541 2,047 2,312 1,425
(25.13) (12.50) (6.46) (8.14) (6.86) (21.32) (2.55) (6.18)
過年度卒業 26,846 1,801 1,256 479 799 670 753 582
(13.04) (8.51) (4.43) (4.26) (4.73) (12.17) (2.21) (4.05)
志願者全体 172,741 7,764 7,191 2,450 3,897 3,127 3,380 1,773
(22.10) (11.79) (6.46) (7.41) (7.18) (18.02) (2.54) (5.30)
62 新規卒業者 140,912 5,568 5,510 1,860 2,848 2,378 2,497 1,236
(25.69) (13.28) (7.04) (8.67) (7.80) (21.07) (2.68) (6.17)
過年度卒業 31,829 2,196 1,681 590 1,049 749 883 537
(13.66) (9.18) (5.08) (5.08) (5.90) (12.34) (2.21) (4.00)
志願者全体 184,728 9,200 9,737 3,098 4,953 2,690 3,436 1,835
(22.79) (13.73) (7.66) (8.14) (8.20) (17.47) (2.80) (5.24)
63 新規卒業者 149,966 6,805 7,574 2,386 3,727 2,003 2,506 1,244
(26.85) (16.22) (8.62) (9.90) (9.33) (20.64) (3.00) (6.03)
過年度卒業 34,762 2,395 2,163 712 1,226 687 930 591
(13.80) (9.56) (5.52) (5.10) (5.99) (12.06) (2.38) (4.12)
志願者全体 197,263 10,893 11,693 4,305 6,194 2,668 3,754 2,119
(23.38) (14.74) (8.53) (9.78) (9.31) (18.19) (3.18) (5.60)
元 新規卒業者 159,532 7,904 9,108 3,328 4,709 2,037 2,775 1,458
(27.55) (17.41) (9.65) (11.77) (10.69) (21.13) (3.41) (6.54)
過年度卒業 37,731 2,989 2,585 977 1,485 631 979 661
(14.26) (10.49) (6.05) (6.21) (6.60) (12.55) (2.68) (4.25)
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図 4. 学部別の正味大学女子入学志願者比率（入学志願者全体） 
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表 5. 学部別の大学入学者数 1/2                               表 5. 学部別の大学入学者数 1/2 
 
年 総  計 法 経  済 経  営 商 理 工 理  工
40 入学者数（人） 249,917 23,036 35,057 5,323 21,022 5,688 37,831 10,925
比      率（％） 100 9.22 14.03 2.13 8.41 2.28 15.14 4.37
41 入学者数（人） 292,958 25,969 41,376 8,287 23,083 6,309 44,592 12,168
比      率（％） 100 8.86 14.12 2.83 7.88 2.15 15.20 4.15
42 入学者数（人） 312,747 29,241 44,913 10,003 23,174 6,615 47,603 13,527
比      率（％） 100 9.35 14.36 3.20 7.41 2.12 15.22 4.33
43 入学者数（人） 325,632 30,795 45,769 10,810 24,635 6,721 50,214 13,694
比      率（％） 100 9.46 14.06 3.32 7.57 2.06 15.42 4.21
44 入学者数（人） 329,374 29,896 46,599 11,735 24,183 6,761 53,842 14,029
比      率（％） 100 9.08 14.15 3.56 7.34 2.05 16.35 4.26
45 入学者数（人） 333,037 30,921 46,528 12,251 24,487 7,306 55,029 13,175
比      率（％） 100 9.29 13.97 3.68 7.35 2.19 16.50 4.10
46 入学者数（人） 357,821 33,166 49,110 12,695 25,523 7,249 59,045 14,683
比      率（％） 100 9.40 13.73 3.55 7.13 2.03 16.50 4.10
47 入学者数（人） 376,147 35,731 52,083 13,876 26,692 7,696 59,777 14,624
比      率（％） 100 9.50 13.85 3.69 7.10 2.05 15.89 3.89
48 入学者数（人） 389,560 36,698 52,334 14,866 27,512 7,924 60,976 15,234
比      率（％） 100 9.42 13.43 3.82 7.06 2.03 15.65 3.91
49 入学者数（人） 407,528 38,405 56,313 16,520 29,335 7,778 62,565 15,362
比      率（％） 100 9.42 13.82 4.05 7.20 1.91 15.35 3.77
50 入学者数（人） 423,942 39,334 58,894 16,445 30,798 7,888 65,899 14,902
比      率（％） 100 9.28 13.89 3.88 7.27 1.86 15.54 3.52
51 入学者数（人） 420,616 36,980 58,011 16,628 29,925 7,980 65,271 14,819
比      率（％） 100 8.79 13.79 3.95 7.12 1.90 15.52 3.52
52 入学者数（人） 428,412 37,824 60,125 15,622 29,731 8,460 67,101 14,369
比      率（％） 100 8.83 14.03 3.65 6.94 1.98 15.66 3.35
53 入学者数（人） 425,718 37,871 58,973 15,385 30,296 8,797 66,708 13,581
比      率（％） 100 8.90 13.85 3.61 7.12 2.07 15.67 3.19
年 総  計 法 経  済 経  営 商 理 工 理  工
54 入学者数（人） 407,635 35,154 55,642 14,219 28,831 8,993 62,241 13,099
比      率（％） 100 8.62 13.65 3.49 7.07 2.21 15.27 3.21
55 入学者数（人） 412,473 35,605 56,533 14,573 28,750 9,322 64,412 12,852
比      率（％） 100 8.63 13.71 3.53 6.97 2.26 15.62 3.12
56 入学者数（人） 413,236 36,011 55,826 13,593 28,131 9,559 64,412 14,424
比      率（％） 100 8.71 13.51 3.29 6.81 2.31 15.59 3.49
57 入学者数（人） 414,536 35,164 54,805 13,656 27,042 9,654 66,202 13,990
比      率（％） 100 8.48 13.22 3.29 6.52 2.33 15.97 3.38
58 入学者数（人） 420,458 35,872 55,965 13,214 26,966 9,869 66,928 14,786
比      率（％） 100 8.53 13.12 3.14 6.38 2.35 15.90 3.52
59 入学者数（人） 416,002 35,131 54,562 12,930 26,966 9,921 65,928 13,627
比      率（％） 100 8.45 13.12 3.11 6.48 2.39 15.85 3.28
60 入学者数（人） 411,993 34,982 53,505 13,009 26,587 9,759 65,937 13,326
比      率（％） 100 8.49 12.99 3.16 6.45 2.37 16.00 3.24
61 入学者数（人） 436,896 37,971 58,040 13,567 27,310 9,848 70,051 13,817
比      率（％） 100 8.69 13.29 3.11 6.25 2.25 16.03 3.16
62 入学者数（人） 465,503 40,958 62,377 15,546 28,727 10,368 74,597 14,962
比      率（％） 100 8.80 13.40 3.34 6.17 2.23 16.03 3.21
63 入学者数（人） 472,965 41,687 63,472 15,938 29,058 10,492 75,223 14,103
比      率（％） 100 8.81 13.42 3.37 6.14 2.22 15.91 2.98
元 入学者数（人） 476,786 42,431 63,828 16,266 28,376 10,680 73,511 16,323
比      率（％） 100 8.90 13.39 3.41 5.95 2.24 15.42 3.42
注）  表内の入学者数統計は、 「基本調査の高等教育機関編」 昭和元年度の表17、及び
       それ以前の各年度の 「基本調査」 でそれに対応する各表の統計値。
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図 5- 1. 学部別の大学入学者数 
 
 
 
図 5- 2. 学部別の大学入学者数比率 
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高校生の今後の進路選択等に関する意識調査について 
科学技術政策研究所 
第 1調査研究グループ 
佐藤、平野 
 
（調査の要旨） 
 
「理工計学生を創造的科学技術人材として確保するための条件に関する調査研究」の一環として、高
校生の進路意識と科学技術全般に関する意識等について、アンケート調査を実施したもので結果の概要
は、次の通りである。 
 
1. 調査対象者の 98．3％が大学・短大・専門学校への進学を希望し、そのうち理系志望 4 割強、文系志望 5
割強という割合で、男子では理系志望 6割、文系志望 4割であり、女子では理系志望 3割、文系志望 7割と
いう割合である。 
 
2. 理系志望の生徒は数学、化学、物理が得意が多く、文系志望の生徒は、国語、社会、英語が得意が多い
など教科の得意不得意と、理系志望文系志望との間には、密接な関係がある。 
 
3. 文系の大学生活は、時間に余裕があり、明るいとイメージされているのに対し、理系の大学生活は、勉強
中心で暗いとイメージされており、文系の大学生活と理系の大学生活に対して違ったイメージを抱いている。 
 
4. 情報化社会の中にあって、高校生は以前より学部、学科の選択に関する情報をよく集めている。とりわけ、
4 年前と比較して、「進学に関する本や雑誌」、「高校で作成した進路指導資料」、「兄弟や親類の人との会
話」、「大学主催の説明会」に接する機会が増えている｡しかし、理系志望の生徒の情報収集努力は、文系
志望の生徒のそれに比べて少ない。 
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5. 高校生の職業選択の基準は「好きな仕事をやれる」、「安定している」、「給料がいい」、「学生時代に身に
つけた知識・技術が生かせる」が、それぞれ 9割以上と高い。 
 
6. 理系・文系志望別では、特に理系志望の生徒に「一つのことを専門にやることができる」という職業選択基
準が多い。 
 
7. 具体的な職業選択に、理系志望の生徒に医療関係、理系専門職、機械・電機関係エンジニア、文系志望
の生徒に教育関係、公務員が多いなど、高校生の段階で理系・文系の差がみられる。 
 
8. エンジニア、化学技術研究者などの理系の職業のイメージは、「創造的」、「変化にとんだ」など仕事の内
容が魅力的というイメージが強いが、「社交的」、「安定」、「給料がよい」などの実利的でのイメージは弱くなっ
ている。 
 
9. 高校生の科学技術に対する態度は、科学技術の成果を生活のなかで活用したいと思う一方で、科学者の
社会的責任や科学技術の人間に対する影響へも強い関心を持っている。 
 
10. 理系志望の生徒のほうが文系志望の生徒より日頃から科学技術に対する態度が積極的である。とりわけ
「新しい科学技術の動向に関心がある」、「科学技術の新聞記事を熱心に読む」、「将来科学技術に関する
仕事をしたい」という志向を、理系志望の生徒は強く持っている。 
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I． 目  的 
 
近年、理工系学生の就職先について「製造業離れ」の傾向が強いという指摘がなされており、また、一部に
は高校生の大学進学時の進路選択にも理工系離れが強まっているとの指摘もある。 
このような傾向が続くとすれば、科学技術の将来の発展にとって重要な人材の確保が懸念されるので、今
後の科学技術人材の供給量を予測し、科学技術人材育成方針立案の一助とするため、高校生の進路意識
と科学技術全般に対する意識等についてアンケート調査を実施し、その実態を明らかにする。 
 
II． 調査内容 
 
1 高校生の理系志望と文系志望 
2 高校生の理系・文系志望の関連要因 
3 大学の学部、学科選択 
4 高校生の大学生生活に対するイメージ 
5 高校生の職業選択と職業イメージ 
6 高校生の科学技術観 
 
III．調査対象校の選定 
 
大学への進路選択等に関する調査目的を考慮し、大学進学希望者の多い普通高校から、全国 22 の公立
高校を選択した。 
調査対象校の内訳は、北海道 1、東北 3、関東 3、北陸 2、信越 1、東海 3、近畿 4、中国・四国 2、九州 3 と
なっている。 
また、顧客群として、A私立大学の協力を得て、付属高校 12校の進学希望者についても調査を実施した。 
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IV．調査回答者 
 
調査回答者は、全国 22の高校から 4211名（男子 2550名、女子 1623名、不明 38名）である（比較群の A
私立大学付属高校は 1143名、男子 956名、女子 177名、不明 10名）。 
回答者の、高校卒業後の進路希望は、4 年制大学（国公立）70．6％、4 年制大学（私立）20．9％、短期大
学 4．2％、専門学校 1．8％、進学先未定 0．8％（以上進学希望が 98．3％）、就職 0．9％、進学か就職かま
だ決まっていない 0．2％、その他 0．1％、不明 0．5％と、進学希望者が圧倒的に多い（A私立大学付属高校
については、進学率 95．9％である）。 
 
V．調査時期、方法 
 
調査の実施時期は、平成元年 11月から平成 2年 1月である。調査の方法は、教室で一斉に記入してもら
う集団記入法を原則とした。 
 
VI．調査結果 
 
1 高校生の理系志望、文系志望 
「現在、あなたが最も希望している卒業後の進路はどれですか」という質問に対して、大学、短大、そし
て専門学校への進学を希望しているものすべてを合わせると、98．3％と、ほぼ全員に近い。 
その進学希望の生徒に、理系志望か文系志望かを次の 3通りの方法で質問した。 
(１) 進学希望先の理系・文系をどのような時期に決めたか 
(２) 高校での所属コース 
(３) 進学したい学部、学科、専門 
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結果は、次のとおりである。 
 
(１) 大学（短大、専門学校）の進学希望先は理系か文系か 
4 つの時期（小学 5～6 年のこと、中学 2 年のころ、高校 2 年の 1 学期ごろ、現在）について、大学の
進学希望先は、理系か文系か、5 段階（「はっきり文系」、「だいたい文系」、「まだ決めていなかった」、
「だいたい理系」、「はっきり理系」）で質問した。その結果は、表 1の通りである。 
全体でみると、「まだ決めていなかった」は、小学生の時 8割、中学生の時 5割いるが、高校 2年生の
時点では 1割弱とほとんどが理系か文系かを決めている。中 2の時は、理系 28．5％、文系 18．9％と理
系の方が 1 割ほど多い。しかし、高 2 の時は、理系 44．2％、文系 46．4％と理系の方が若干少くなる。
さらに高 3の秋（現在）になると、理系 42．4％、文系 54．0％と、文系の方が 1割近く多くなる。 
次に男女別にみると、男子では、高 2 の時点で、理系 52．0％、文系 37．2％と、理系志望が 15％ポ
イントほど多い。高 3 の秋（現在）、理系 51．2％、文系 44．5％と、理系志望が 7％ポイントほど多い。女
子では、高 2の時点で、理系 31．7％、文系 61．1％と約 2倍の差がある。高 3の秋（現在）になると、理
系 28．3％、文系 69．3％とその差は大きく開き、女子で文系志望が圧倒的に多い。しかし女子にも理系
志望が 3割弱いることにも注目したい。 
 
(２) 高校の所属コース 
「現在、あなたが高校で選んだコースはどれですか」という質問に対し、得られた結果は、図1である。 
全体でみると、理系コース 45．1％（国公立 38．4％、私立 6．7％）、文系コース 53．5％（国公立 38．
9％、私立 14．6％）と、文系コースが多くなっている。 
男女別にみると、男子は、理系コース55．3％、文系コース44．0％と理経コースが多く。女子は、文系
コース 68．7％、理系コース 29．1％と理系コースに所属する者が少なくなっている。 
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(３) 進学したい学部、学科、専門 
「あなたは、どんな学部や学科や専門に進学したいと思っていますか」として、理学系、工学系……、
法学系、経済学系……、家政学系の 19の学系をあげて、第 1志望から第 3志望まで質問した。 
その結果、まず、第 1 志望でみると、理系（理学系 6．8％、工学系 19．3％、農林・水産学系 1．8％、
獣医畜産学系 0．6％、医学系 6．7％、歯学系 0．8％、薬学系 3．0％、情報関係学系 3．4％、その他理
系1．0％）の合計は、43．0％で、文系（法学系10．2％、経済学系9．6％、商・経営学系5．6％、文学系
7．4％、外国語・国際関係系 7．6％、体育学系 0．9％、音楽・芸術学系 1．8％、その他文系 3．1％）の
合計は、46．2％、そして教育学系（7．7％）と家政学系（2．1％）の合計は9．8％、まだ決めていないは0．
4％となっている。 
このように、進学したい学部、学科、専門で聞くと、理系と文系の差は、3．2％とわずかである。前項に
比べ、文系がやや少ない。しかし、教育学系と家政学系を文系に含めると、文系は 56．0％と、文系が理
系より 12．6％ポイント多く、前項の結果と同じになる。 
男女別にみると、男子では、理系は 52．7％、文系は 41．9％、教育と家政学系は 4．8％と、理系が多
い。女子では、理系は 28．3％、文系は 53．0％、教育と家政学系は 17．8％と、文系が多い。まとめると、
男子は理系 5 割強、文系 4 割強、女子は理系 3 割弱、文系 5 割強。理系は男子が女子より多く、文系
は女子が男子より多い。 
 
以上のように（1）、（2）、（3）の 3 つの方法で、高校生の理系志望と文系志望をみてきたが、それぞれ理
系志望 4割強、文系志望 5割強という結果が得られた。 
3 つの方法による理系志望、文系志望の相互の関係をみるため、表 2 に、進学希望先の理系、文系の
分類（1）と、高校のコース（2）との対応関係を示す。 
これをみると、理系志望の生徒は高校の理系コースに、文系志望の生徒は高校の文系コースに、それ
ぞれ 9割以上属し、対応関係ははっきりしている。 
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もうひとつ進学希望先の理系、文系の分類（1）と、大学の学部・学科（第 1 希望）（3）との対応関係をみ
たのが、表 3である。 
理系志望の生徒の 95．1％（教育学、家政学を加えると 98．2％）が、第 1 志望で、理系の学部・学科・
専門を選び、文系志望の生徒の 81．6％（教育学、家政学を加えると 96．9％）が、文系の学部・学科・専
門を選択している。 
このように、進学希望先の理系か文系かの選択と、大学・短大の専攻学部、学科との対応関係ははっき
りしている。 
ただ、第 2志望でみると、進学希望先が理系で、理系の学部・学科を選択するものは 64．6％（教育学、
家政学を加えると 68．8％）、進学希望先が文系で、文系の学部、学科を選択するものは、68．4％（教育
学・家政学を加えると 78．8％）となっている。しかし理系で文系の学部・学科を選択するものは 8．4％、文
系で理系の学部・学科を選択するものは4．9％と少なく、上記の結果は第2志望がないと答えた生徒が多
くいるためである。 
以上のように、生徒に理系志望か文系志望かと尋ねた 3 つの質問の回答は、相互に関連があり、一致
している。したがって、どの質問の回答をKeyにしても問題はない。ここでは、進学希望先は、理系か文系
かを聞いた、A の質問（現在（高 3・秋）の時点で、「はっきり文系」と「だいたい文系」を文系、「はっきり理
系」と「だいたい理系」を理系とする）を採用して、以下の分析に使用する。 
 
2 高校生の理系文系志望の関連要因 
性別、成績、地域、教科の得意不得意、部活動、自画像から高校生の理系志望、文系志望を規定して
いる要因を分析する。 
(１) 性  別 
男子では理系 6 割、文系 4 割、女子では理系 3 割、文系 7 割という割合で性別がある程度、理系・
文系志望の分化を規定している。 
(２) 成  績 
表 4に示す通り、クラスの中での順位を 5段階で自己評価させたものを 3段階に分けたものでみると、
理系、文系志望が、成績とはほとんどかかわりなく、成績は、理系・文系の分化の大きな規定要因とはい
えない。 
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(３) 地  域 
全国を 6 地区に分けて、学校の所在地別に理系・文系志望の男女別割合を表したのが表 5 である。
これをみると、女子比率の高い関東、北陸・信越地方に文系志望が多く、女子比率の低い北海道・東北
地方に理系志望が多い。しかし、中国・四国・九州地方は、女子比率が高いにもかかわらず、理系志望
が多くなっている。 
このように理系・文系志望に顕著な地域差はみられない。 
(４) 教科の得意、不得意（苦手） 
教科の得意・不得意（苦手）を 4段階（とても得意、やや得意、やや苦手、とても苦手）で尋ねた。 
その結果を、教科の得意、不得意ごとにみたのが図 2、図 3である。 
教科の得意（とても＋やや）でみると、やはり理系は、数学（57．4％）、化学（44．5％）、物理（35．
2％）が得意とする生徒が多い。それに対し文系は、国語（58．0％）、社会（55．5％）、英語（45．1％）が
得意とする生徒が多い。 
逆に、教科の不得意（とても苦手＋やや苦手）でみると、理系は、国語（69．2％）、英語（67．2％）、社
会（62．9％）が、文系では、数学（73．1％）、化学（63．5％）、物理（60．9％）が、不得意の上位 3 教科と
なっている。 
(５) 部活動 
自分の好みや趣味をもとに参加するクラブ・部活動は、理系・文系志望と関連しているかをみると、運
動部への参加には理系、文系の差がない。理系の部に入っている生徒に理系志望が多く、文系の部に
入っている生徒には文系志望が多いという傾向は、若干見られる。 
(６) 自画像 
自分をどのような人間（性格、好みなど）として認識しているかということと、理系、文系の志望との間に
関連があるかをみたものを表 6に示す。 
男子においては、文系志望の生徒が理系志望の生徒より多く持つ自画像は、「社会の出来事に関心
がある」、「文章を書いたり、読んだりするのが好きである」、「文系型の人間である」の 3つである。 
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逆に、理系志望の生徒が文系志望の生徒より多く持つ自画像は、「メカに強い」、「プラモデルを作っ
たり、工作することが好き」、「パソコンなどを操作することが好き」、「理科の実験などが好き」、「理系型
の人間である」の 5つである。 
さらに、女子についてみると、男子と同様の傾向がみられると同時に理系女子に多い自画像として、
「海や山などの自然が好き」、「生きものなどを飼うことが好き」などが加わる。「プラモデルが好き」や「パ
ソコンが好き」は、同じ理系志望でも女子は男子の半分以下であるが、「自然が好き」や「生きものが好
き」は、同じ理系志望でも男子より女子に多い。 
(７) 理系、文系の現実的選択 
大学の理系、文系の選択、あるいは、卒業後の理系、文系就職の選択は、自分の好みだけで決定さ
れるわけではない。損得勘定も加わった現実的選択がなされる。そこで、現実的によくおこる３つの具体
的状況を想定し、その中で、どちらの選択肢を選ぶのかを回答してもらった。 
ア 「高校の理系コースから、国立大学の理工学部と私立大学経済学部を受け、経済学部のみ合格
した A君、もしあなたが A君だったら…… 
１． 経済学部へ進学する。 
２． 初志をまげず、来年理工学部にチャレンジする」 
結果は、全体では、経済学部 6割、理工学部 4割弱であるが、理系志望の生徒は、「1年浪人して
でも理工学部をめざすべき」が、男子で約 20％ポイント、女子で約 10％ポイントほど、文系志望の生
徒より多い。 
イ 「現在高校 3年生で国公立理系コースの B 君、最近の模試で理科、数学の点数が下がり、逆に
英語、国語、社会がアップ。もしあなたが B 君だったら、 
１． 文系に志望を変える 
２． 志望は理系のままにする」 
結果は、全体では文系に志望変更 2割強、理系志望のまま 8割弱であるが、文系志望の生徒は、
「文系に志望を変更すべき」が、理系志望の生徒より、男子で約20％ポイント、女子で約10％ポイント
ほど多くなっている。 
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ウ 「就職活動を始めたばかりの有名国立大学工学部 4年生のC君。給与がとてもよいと評判の大手
銀行からぜひうちに来てくれといわれた。もしあなたが C 君だったら、 
１． 大手銀行に行く 
２． 大手銀行を断わり、大学で得た専門をもっと生かせるメーカーを探す」 
結果は、全体では、大手銀行 5割強、メーカー5割弱となっている。 
また、文系志望の生徒と理系志望の生徒の回答の差は、男女ともそれぞれ約 10％ポイントほど理
系の方がメーカー志向が強い。 
 
3 大学の学部、学科選択 
高校生が、大学、短大、専門学校の学部、学科選択をする際に、何を参考にしたかと、何を重視したか
を質問した。 
 
(１) 学部・学科選択で参考にしたもの 
大学・短大・専門学校での専攻を決めるのに参考にしたものを、4 段階（とても参考、かなり参考、あま
り参考にしなかった、まったく参考にしなかった）で、16項目尋ねた結果を示したのが、表 7である。 
この質問は、4 年前に実施した調査（福武書店の『モノグラフ・高校生’85、Vol.16、「進路選択と進路
指導」』（調査対象は、東京都内の高校 8 校（公立 4、私立 4）の高校 3 年生、調査時期は、1985 年 3
月））で用いられたものと同じであり、4 年前のデータと比較してみると、次のようなことが明きらかになっ
た。 
ア 専攻を決めるに当って特に参考にしたもの（上位 6位）は、4年前とほとんど変わらない。すなわち、
「進学に関する本や雑誌」、「高校で作成した進路指導資料」、「クラスメートとの会話」、「校外模擬試
験の結果」、「高校の先生との会話」、「両親との会話」である。 
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イ 「とても」あるいは「かなり」参考にした程度は、「予備校の先生との会話」を除いて、すべて（2つほ
ど同程度あり）4年前よりふえている。 
4 年前よりふえているのは、「進学に関する本や雑誌」（14．0％ポイント増）、「高校で
作成した進路指導資料」（12．1％ポイント増）、「両親以外の肉親や、親類の人との会話」
（10．3％ポイン増）、「大学主催の説明会」（10．0％ポイント増）などである。 
次に、今回のデータで、理系と文系とを比較してみると、参考にした割合の多い項目は、
理系も文系もほぼ同じである。しかし、全体に文系志望の生徒はさまざまな情報を集めてい
る｡たとえば、「大学発行のパンフレット類を参考にした」は、文系 58．1％、理系 48．0％
と約 10％ポイントの差がある。 
 
(２) 学部・学科を決めるのに重視したこと 
「あなたが大学、短大、専門学校の学部や学科や専門を決めるのに、次のことをどの程度重視しまし
たか」として、21 項目について、5 段階（とても重視、少し重視、どちらともいえない、あまり重視しない、
ぜんぜん重視しない）で、評価してもらった。 
この質問内容は、4 年前の福武書店の前掲調査から借用したものが、12 項目あり、多少の違いが比
較可能である。（モノグラフ調査では「あなたは、進学先を選択するのに、次のことをどの程度考慮にい
れましたか」ときいている。） 
「とても重視した」（モノグラフ調査では「とても考慮した」）の割合を、4 年前と今回で、比較したものを
表 8 に示す。4 年前と比較して、「学生生活を楽しみたい」が若干増加したのを除き、すべての項目で、
とても重視したが減少している。 
次に、理系志望の生徒と、文系志望の生徒で、学部や学科、専門を決めるに当たって、重視したこと
が、どのように違うかをみたものを表 9に示す。 
「とても重視した」の割合の多い順に、理系志望と文系志望を分けて、掲げたものである。「好きな勉
強ができる」、「学生生活を楽しみたい」、「資格をとりたい」が、理系、文系とも上位に位置している。 
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この中で、文系志望の生徒より、理系志望の生徒に多い項目は、 
「現在の最先端を学びたい」（差 22．5％） 
「理科系科目が得意である」（差 18．1％） 
「自然界のさまざまな現象や生物に興味がある」（差 18．0％） 
「物の原理やしくみなどを理論的に追求したりするのが好きである」（差 17．9％） 
「物を作ったり、細かいことをやるのが好き」（差 17．4％） 
逆に、理系志望の生徒より、文系志望の生徒に多い項目をみると、 
「社会のしくみや動きに関心がある」（差 21．8％） 
「外国語や外国の文化に強い関心がある」（差 17．0％） 
「学生生活を楽しみたい」（差 12．6％） 
「行きたい大学の入試科目の数」（差 9．5％） 
となっている。 
 
4 高校生の大学生活に対するイメージ 
高校生は、進学する大学、短大および専門学校並びにそこでの生活についてどのようなイメージを描
いているのであろうか。将来へのイメージが、現時点での選択や生活に影響を与えていることが考えられ
る。 
そこで、今回は 2 つの質問をした。ひとつは、大学、短大、専門学校に入ったら、どのような生活を送ろ
うと考えているか。もうひとつは、文系の大学生の生活と理系の大学生の生活に対してどのようなイメージ
を描いているのかである。 
 
(１) 大学・短大・専門学校での生活の重点 
「あなたは、大学や短大、専門学校へ進学したら、どのようなことに力を入れた生活を送ろうと思いま
すか」として、勉強・研究、サークル活動など 10項目について、5段階で（とても力を入れたい、まあ力を
入れたい、どちらともいえない、あまり力を入れたくない、まったく力を入れたくない）質問した結果を表
10に示す。 
その結果、全体でみると、上位 4 項目は、「友人関係」（57．3％）、「自分の趣味」（53．5％）、「資格の
取得」（41．7％）、「勉強や研究」（41．4％）である。 
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理系・文系志望別で比較してみると、力を入れたいこととして、理系の方が文系より多いのは「勉強・
研究」（男女とも）、と「資格の取得」（女子のみ）の 2 つである。それ以外の項目は、ほとんど文系の生徒
の方が理系の生徒より力を入れたいとしている。 
 
(２) 理系、文系の大学生活のイメージ 
「あなたは、現在の大学生（短大生、専門学校生）の学生生活についてどんなイメージを持っている
か」、文系、理系の大学生活に分け、「明るい－暗い」、「変化にとんだ－変化のない」など 7項目につい
て、調査を行った。 
それからの結果を、とてもA : -2点、ややA : -1点、どちらともいえない : 0点、ややB : 1点、とてもB : 
2点として得点化したものを図 4～6に示す。 
図 4 は、全員に、文系の大学生の生活に対するイメージと理系の大学生の生活に対するイメージを
聞いた結果をプロットしたもので、高校生たちが、理系と文系の大学生の生活を、かなり違ったものとし
てイメージしていると思われる。 
文系の大学生の学生生活は、明るいが、真面目でなく、就職や将来が期待できるといえないなどとイ
メージされている。 
理系の大学生は、将来の就職は心配ないが、勉強に追われ、暗い大学生活を送っているとイメージ
されている。 
さらに、図 5は、文系の大学生の生活に対するイメージを、理系志望の高校生と、文系志望の高校生
で比較したものである。文系の大学生に対するイメージとして一定のものが存在することがはっきり示さ
れている｡さらに、理系より文系志望の高校生が、文系の大学生の生活に対し、よいイメージを持ってい
る｡ 
図 6 は、理系の大学生の生活に対するイメージを、文系と理系志望の高校生の回答で比較したもの
である。理系の大学生の生活に対し、一定のイメージが定着していることがわかる。さらに理系の大学生
の生活に対して、文系志望より理系志望の高校生の方が、よいイメージ（図の左側）を持っていることが
明確に示されている｡ 
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ただ理系の大学生は「勉強が忙しい」というイメージを文系志望より理系志望の高校生が強く抱き、理
系の学部・学科に入れば、勉強が大変という覚悟をかなり持っているとおもわれる。 
 
5 高校生の職業選択と職業イメージ 
 
(１) 職業選択 
高校生に将来の職業選択の基準を質問した結果を表 11に示す。 
高校生の職業選択基準は「自分の好きな仕事をやれる」が 96．5％で最も多く、ついで「安定してい
る」（90．8％）、「給料がいい」（88．5％）、「学生時代に身につけた知識や技術が生かせる」（87．6％）の
順になっていた。 
次に、高校生の職業選択基準を男女別にみると、男子に「出世の可能性が高い」（男子 65．9％＞女
子 50．2％）が多く、女子に「学生時代に身につけた知識や技術が生かせる」（男子 84．6％＜女子 92．
1％）、「世のため人のために貢献できる」（男子 68．5％＜女子 75．7％）、「一つのことを専門にやること
ができる」（男子 67．7％＜女子 73．9％）、「人と接することが多い」（男子 50．7％＜女子 56．5％）が多
かった。 
高校生の職業選択基準を理系・文系別にみると、表 12のようになる。表に示されるように、理系に「一
つのことを専門にやることができる」（理系 76．1％＞文系 65．5％）が多く、文系に「残業が少なく休憩が
多い」（理系 69．8％＜文系 75．5％）、「人と接することが多い」（理系 47．3％＜文系 57．9％）、「国際的
に活躍できる」（理系 45．2％＜文系 56．7％）、「都会で働ける」（理系 34．5％＜文系 43．7％）が多い。 
また、理系・文系別をさらに性別でみると、特に理系女子に「一つのことを専門にやることができる」が
多かった。また高校のコース別では、私立理系コースに「一つのことを専門にやることができる」が多く、
私立文系コースに「人と接することか多い」、「国際的に活躍できる」、「都会で働ける」が多く、国公立よ
りも私立コースの生徒に、典型的な理系、文系の職業選択基準がみられた。 
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また、成績別では、成績が上位なほど「学生時代に身につけた知識や技術が生かせる」、「世のため
人のために貢献できる」、「出世の可能性が高い」、「国際的に活躍できる」が多くなる傾向がみられた。 
次に、具体的な職業選択をみると、多い順に、医療関係（10．8％）、教育関係（9．8％）、理系専門職
（8．1％）が職業選択のベスト 3 で、次いで機械、電気技術関係エンジニア（8．0％）、公務員（7．7％）、
ビジネス専門職（6．8％）、マスコミ関係（6．5％）、情報処理関係（5．2％）の順になっていた。 
また、これを男女別にみると、男子に理系専門職（男子 10．4％＞女子 4．4％）、機械・電気関係エン
ジニア（男子 12．8％＞女子 0．4％）が多く、女子に医療関係（男子 7．3％＜女子 16．3％）、教育関係
（電子 6．7％＜女子 14．8％）が多い。 
また理系・文系別では、やはり理系志望の生徒に、医療関係（理系 22．4％＞文系 1．8％）、理系専
門職（理系17．9％＞文系0．1％）、機械・電気関係エンジニア（理系17．8％＞文系0．3％）、情報処理
関係（理系 10．0％＞文系 1．5％）、土木・建築関係エンジニア（理系 8．3％＞文系 0．5％）が多く、文
系志望の生徒に、教育関係（理系 3．1％＜15．3％）、公務員（理系 2．9％＜文系 11．0％）、ビジネス専
門職（理系 1．2％＜文系 6．7％）、マスコミ関係（理系 0．9％＜文系 11．1％）、ビジネス一般職（理系 1．
2％＜文系 6．7％）、文系専門職（理系 0．2％＜文系 7．3％）、法律関係（理系 0．0％＜文系 5．5％）
が多い。 
またこれをさらに性別でみると、理系志望の男子に、機械・電気関係エンジニア、情報処理関係が多
く、理系志望の女子に医療関係が多かった。また文系志望の男子に公務員、ビジネス専門職が多く、
文系志望の女子に教育関係が多い。 
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そして、高校のコース別では、国公立理系に理系専門職が多く、国公立文系に教育関係、公務員が
多く、またその他のコースには、芸術関係が多かった。 
 
(２) 職業イメージ 
理系の職業として「大手自動車メーカーの設計エンジニア」（以下、エンジニアと略）と「科学や技術に
関する研究者」（以下、科学技術研究者と略）の二つを、文系の職業として「大手の銀行マン」（以下、銀
行マンと略）をあげ、それぞれについての職業イメージを質問した。方法は、明るい－－暗い、創造的
－－非創造的など 10項目について、それぞれ 5段階（とても、やや、どちらともいえない、やや、とても）
で聞いたものである。 
それぞれの職業イメージを得点化すると、図 7 のようになる。（得点は、たとえば明るい－－暗いにつ
いて、「とても明るい」を 2 点、「やや明るい」を 1 点、「どちらでもない」を 0 点、「やや暗い」を－1 点、「と
ても暗い」を－2点としたものの平均点である。以下本項における得点化は、すべてこの方法による） 
まず文系の職業の「銀行マン」は「変化がなく」、「非創造的な」職業として仕事の内容がマイナスにイ
メージされている面も強いが、「給料がよい」、「安定している」、「社交的な」と実利的な面でプラスイメー
ジが持たれている。 
一方、理系の職業である「エンジニア」と「科学技術研究者」は「給料がよくない」、「不安定である」、
「非社交的な」と実利的な面でマイナスにイメージされる面も強いが、「創造的な」、「変化にとんだ」と仕
事の内容に関してはプラスイメージが抱かれている｡ 
その他の「かっこいい－－かっこよくない」、「忙しい－－忙しくない」、「将来性のある－－将来性のな
い」、「社会的評価が高い－－社会的評価が低い」などのイメージに関して、理系と文系の職業の間で
それほど大きな差異はみられない。 
次にそれぞれの職業イメージを属性別にみると、「エンジニア」について理系・文系志望別では図 8
に示すようにほとんど差はないが、「明るい」については、やや理系志望の生徒のほうが強かった。また
これをさらに性別でみると、特に文系志望の男子に「明るい」というイメージが弱かった。 
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次に同じく理系の職業である「科学技術研究者」について理系・文系志望別にみたものを図 9に示す。
理系志望の生徒に「明るい」、「かっこいい」、「社交的な」、「安定」、「将来性のある」、「忙しい」が強い。 
またこれをさらに男女別でみると、「明るい」は理系志望の女子に強く、「忙しい」、｢安定｣、「将来性の
ある」は理系志望の男子に強かった。 
最後に文系の職業である「銀行マン」については、図 10 に示すように、理系志望の生徒にやや「明る
い」、「社交的な」が強く、「忙しい」が弱く、文系志望の生徒に「安定」、「将来性のある」、「給料がよい」、
「社会的評価が高い」が強い。 
このように「銀行マン」のイメージは、多少理系・文系志望別で差がみられた。 
またこれらをさらに性別でみると、「明るい」は理系志望の男子に強く、文系志望の女子に弱い。 
また、「安定」、「将来性のある」、「社会的評価が高い」は文系志望の女子に強かった。 
 
6 高校生の科学技術観 
高校生に「科学」や「科学技術」に対するさまざまな態度を質問した結果を表 13に示す。 
高校生の「科学」や「科学技術」に対する態度のなかで、「科学者は自分が生みだした技術や知識に、
もっと責任を持って考えるべきだ」が 8割近く（79．4％）に達している。また、「交通機関がますますスピード
アップすることはいいことだ」（48．2％）、「科学技術の成果をどんどん活用したい」（47．4％）、「コンピュー
ターが発達し、生活がますます便利になることはいいことだ」（42．9％）、「新しい科学技術の動向に関心
がある」（42．6％）は 4割台だが、「科学技術の進歩は人々を幸せにする」は 1割台（15．7％）である。 
また、「科学技術の進歩は人々を幸せにする」は「どちらともいえない・わからない」が 5 割以上（51．
8％）あり、「日本はもっと科学技術の進歩に力を入れるべきだ」も「どちらともいえない・わからない」が 5 割
近く（49．7％）ある。 
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次に、これを男女別にみると、男子のほうが「交通機関がますますスピードアップすることはいいことだ」
（男子 55．0％＞女子 37．6％）、「科学技術の成果をどんどん活用したい」（男子 52．4％＞女子 39．5％）、
「コンピューターが発達し、生活がますます便利になることはいいことだ」（男子 48．5％＞女子 34．0％）、
「新しい科学技術の動向に関心がある」（男子 53．2％＞女子 25．8％）、「科学技術の新聞記事などを熱
心に読む」（男子 44．1％＞女子 16．3％）、「科学技術は手段にすぎず、世の中を動かすのは政治、経済
である」（男子 33．8％＞女子 26．7％）、「日本はもっと科学技術の進歩に力を入れるべきだ」（男子 38．
8％＞女子 18．4％）、「将来、科学技術に関する仕事をしたい」（男子 34．3％＞女子 10．2％）、「科学技
術の進歩は人々を幸せにする」（男子 20．9％＞女子 7．5％）等ほとんどすべてにおいて数値が高かっ
た。 
またこれを理系・文系別にみると、それは表 14のようになる。表に示されるように、理系のほうが「交通機
関がますますスピードアップすることはいいことだ」、「科学技術の成果をどんどん活用したい」、「コンピュ
ーターが発達し、生活がますます便利になることはいいことだ」、「新しい科学技術の動向に関心がある」、
「科学技術の新聞記事などを熱心に読む」、「日本はもっと科学技術の進歩に力を入れるべきだ」、「将来、
科学技術に関する仕事をしたい」、「科学技術の進歩は人々を幸せにする」等ほとんどすべてにおいて数
値が高かった。特に「新しい科学技術の動向に関心がある」、「科学技術の新聞記事などを熱心に読む」、
「将来、科学技術に関する仕事をしたい」などは文系と 30％近くの差がある。 
またこれをさらに性別でみると、文系男子に「科学技術は手段にすぎず、世の中を動かすのは政治、経
済である」が多く、他のすべての項目に理系男子が多い。また高校のコース別では、特に国公立理系に
「新しい科学技術の動向に関心がある」、「科学技術の新聞記事などを熱心に読む」、「将来、科学技術に
関する仕事をしたい」が多い。 
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VII．まとめ 
 高校生の理系・文系志望については、教科の得意不得意と密接な関係があり、文系志望の生徒が得意
な教科が理系志望の生徒の不得意な科目と一致している。 
また、理系志望・文系志望の生徒の自画像の違いは、理系志望の生徒には、プラモデル・メカ・パソコ
ン・実験・自然好きの生徒が多く、文系志望の生徒には、社会や文章の好きな生徒が多い。 
人材を育成確保していくに当たって、このような自画像の違いは、大変参考になると思われる。 
今回の調査結果では、理系志望の生徒が 4 割強いたが、その理系志望・メーカー志望の生徒におい
ても、大学入試や就職時の状況などの現実の選択の中で、文系・非メーカーに変更する場合があり、最
近指摘されている理工系学生の製造離れなどが懸念されるデータが得られた｡ 
 高校生が進学先の学部・学科選択に当たって何を参考にしたか、何を重視したかをみると、何を参考に
したかについては、4 年前の同様調査の結果とほとんど変わりなく、「進学に関する本や雑誌」、「高校で作
成した進路指導資料」などであるが、参考にした程度は、4 年前よりふえる傾向にあり、情報化社会の中に
あって、以前より学部・学科の選択に関する情報をよく集めていると思われる。 
また、参考にした割合の多い項目は、理系志望の生徒も文系志望の生徒もほぼ同じであるが、全体的
に文系志望の生徒はさまざまな情報を集める。一方、理系志望の生徒は、情報を集める努力をさほどして
いないことがわかった。 
次に、学部・学科を決めるのに重視したことについては、「好きな勉強ができる」、「学生生活を楽しみた
い」、「資格をとりたい」が「とても重視」の割合が多いが、4 年前の調査と比較すると「学生生活を楽しみた
い」を除き全ての項目にとても重視したが減少している。理系・文系志望別にみた場合、「現代の最先端を
学びたい」、「物を作ったり細かいことをやるのが好き」などの項目が文系志望の生徒より理系志望の生徒
に多い。逆に「社会のしくみや動きに関心がある」などの項目が理系志望の生徒より文系志望の生徒に多
い。 
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今後、理工系人材を確保する場合、現在の最先端技術や学問を学ぶ醍醐味をアピールしていくことな
どを考えていく必要がある。 
 理系・文系の大学生活のイメージとしては、理系の大学生活は、勉強が忙しく、暗いというイメージがあり、
文系の大学生活は、勉強が忙しくなく、明るいというイメージを持っている｡このことは、大学での生活の重
点をどこに力をいれるかをみてもあらわれ、文系志望の生徒は、大学に入って、勉強はほどほどにして、友
人・異性関係、サークル、アルバイト、旅行やレジャー、自分の趣味をおおいにやりたいと、バラ色の大学
生活をイメージしているのに対し、理系志望の生徒は、勉強が中心となり、あまりアルバイトやレジャーに力
をいれるわけにはいかないと覚悟をきめていることがわかる。 
 高校生にとって将来の職業は、「自分の好きな仕事をやる」ことが第 1 で続いて「安定」、「給料」などが
問題になるようである。ただし、「身につけた知識や技術を生かせる」も 9 割近くが重視しており、高校生が
知識・技術に関心を示している傾向もうかがえる。また、職業の選択基準において、理系志望の生徒のほう
が「一つのことを専門にやることができる」（理経志望 76．1％＞文系志望 65．5％）など、専門志向が強い。 
将来の具体的な職業選択では、理系志望の生徒に医療関係、理系専門職、機械・電気関係エンジニ
ア、文系志望の生徒は、教育関係、公務員が多い。 
また、エンジニア・科学技術者など理系の職業イメージは、「創造的」、「変化にとんだ」など仕事の内容
が魅力的というイメージが強いが「社会的」、「安定」、「給料がよい」など実利的でのイメージは弱くなって
いる。 
 高校生の「科学」や「科学技術」に対する態度は複雑で、科学技術の成果を生活の中で活用したい一
方で、科学者の責任や、科学技術の人々への影響にも強い関心があるようである。 
また、「科学技術の進歩は、人々を幸せにする」、「日本は、もっと科学技術の進歩に力をいれるべき
だ」がどちらともいえない・わからないが 5 割近くを占め、科学技術に対する態度は、流動的な部分も多い
ように思われる。 
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 比較群の A 私立大学付属高校については、校風の違いなどにより、進学希望学部・学科などの違いは
あるものの、大学生生活に対するイメージ、理系・文系志望の関連要因、科学技術観など上記の傾向とほ
ぼ同様であり、高校生の進路選択等について、共通の意識がうかがえる。 
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図 1 高校のコース 
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図 2 理系・文系志望×得意科目 
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図 3 理系・文系志望×苦手科目 
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図 4 現在の大学生の学生生活についてのイメージ（全員） 
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図 5 文系の大学生の学生生活のイメージ（理系、文系志望別） 
 
 
図 6 理系の大学生の学生生活のイメージ（理系、文系志望別） 
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図 7 高校生職業イメージ 
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図 8 大手自動車メーカーの設計エンジニアのイメージ（理系・文系別） 
 
 
 
 -85- 
 
 
 
 
図 9 科学や技術に関する研究者のイメージ（理系・文系別） 
 
 
 
 -86- 
 
 
 
 
図 10 大手の銀行マンのイメージ（理系・文系別） 
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表 1 大学の進学希望先は文系か理系か 
 
 
 
表 2 進学希望先×高校のコース 
 
 
はっきり だいたい だいたい はっきり
文系に 文系に まだ決めて 理系に 理系に
決めていた 決めていた いなかった 決めていた 決めていた
  小学5～6年の頃 2.5 4.2 78.1 7.8 5.1
全   中学2年の頃 5.5 13.4 50.1 18.6 9.9
体   高校2年1学期頃 31.1 15.3 7.8 17.3 26.9
  現    在 50.9 3.1 0.7 5.8 36.6
  小学5～6年の頃 1.6 2.8 77.4 8.9 6.5
男   中学2年の頃 3.7 9.3 51.1 20.9 12.0
子   高校2年1学期頃 23.6 13.6 8.5 18.9 33.1
  現    在 41.6 2.9 1.0 6.4 44.8
  小学5～6年の頃 3.9 6.3 79.4 5.8 3.0
女   中学2年の頃 8.2 19.7 48.5 15.1 6.7
子   高校2年1学期頃 43.2 17.9 6.5 14.8 16.9
  現    在 65.8 3.5 0.4 4.7 23.6
(数字はパーセント)
高校のコース
国公立理系 83.2 2.9
私 立 理 系 14.1 1.0
国公立文系 0.2 68.7
私 立 文 系 1.0 26.2
そ  の  他 1.3 1.1
不      明 0.2 0.1
(数字はパーセント)
文  系理  系
進学希望先
97.3 3.9
94.91.2
100.0 100.0
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表 3 進学希望先の理系・文系×大学の学部・学科 
 
表 4 成績×理系・文系志望（現在） 
 
 
 
 
 
大学の学部・学科 理  系 文  系 理  系 文  系 理  系 文  系
  理学系 15.3 0.1 15.8 0.3 14.2 0.0
  工学系 43.5 0.2 54.4 0.3 11.3 0.1
  農林・水産学系 4.1 0.0 3.6 0.0 5.6 0.0
  獣医畜産学系 1.2 0.0 0.9 0.0 2.0 0.1
  医学系 14.6 0.6 11.4 0.1 24.0 1.2
  歯学系 1.5 0.1 0.9 0.1 2.9 0.2
  薬学系 6.7 0.1 2.8 0.0 18.0 0.2
  情報関係学系 6.0 1.4 6.8 0.6 4.0 2.2
  その他理系 2.2 0.0 0.5 0.0 7.3 0.1
小  計 95.1 2.5 97.1 1.4 89.3 4.1
  法学系 0.0 18.1 0.0 26.8 0.0 9.3
  経済学系 0.1 17.1 0.0 26.9 0.0 7.2
  商・経営学系 0.3 9.8 0.3 12.6 0.2 6.8
  文学系 0.0 13.4 0.0 8.5 0.0 18.6
  外国語・国際関係系 0.1 13.6 0.0 6.6 0.4 20.7
  体育学系 0.1 1.3 0.2 1.5 0.0 1.2
  音楽・芸術学系 0.5 2.7 0.5 1.8 0.4 3.5
  その他文系 0.0 5.6 0.0 4.3 0.0 6.9
小  計 1.1 81.6 1.0 89.0 1.0 74.2
  教育学系 1.7 12.6 1.0 9.1 3.6 16.0
  家政学系 1.4 2.7 0.0 0.2 5.3 5.3
  まだ決めていない 0.4 0.4 0.5 0.4 0.2 0.3
（数字はパーセント）
全  体 男  子 女  子
進  学  希  望  先
上 中 下
  はっきり文系 50.5 52.6 48.2
  だいたい文系 1.5 3.1 4.5
  まだ決めていない 0.9 0.6 0.9
  だいたい理系 4.6 5.1 7.7
  はっきり理系 39.9 35.6 36.1
  不  明 2.6 3.0 2.6
合  計 100.0 100.0 100.0
(数字はパーセント)
成  績
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表 5 学校所在地×理系・文系志望（現在）×男女別 
 北海道 北  陸 中  国
関  東 東  海 近  畿 四  国 全  体
東  北 信  越 九  州
  はっきり文系 48.5 61.6 53.6 47.7 50.2 48.4 50.9
男  子 46.0 50.5 38.5 39.9 39.2 38.7 41.6
女  子 58.6 73.8 74.4 64.9 67.0 59.5 65.6
  だいたい文系 2.7 4.3 3.9 3.0 2.2 3.0 3.1
男  子 3.0 4.3 3.7 2.5 1.9 2.7 2.8
女  子 1.7 4.4 4.2 4.1 2.6 3.4 3.5
  まだ決めていない 0.7 0.9 1.2 1.2 0.3 0.5 0.7
男  子 0.7 0.7 1.7 1.5 0.5 0.7 1.0
女  子 0.9 1.2 0.5 0.4 0.0 0.2 0.4
  だいたい理系 5.6 6.4 4.0 5.7 4.8 7.0 5.8
男  子 5.5 7.9 5.4 6.3 6.6 6.9 6.4
女  子 6.0 4.8 2.3 4.5 2.2 6.9 4.8
  はっきり理系 40.4 25.3 35.1 39.2 39.2 37.7 36.6
男  子 42.5 35.0 48.2 45.7 47.9 46.5 44.8
女  子 31.9 14.3 16.7 24.4 25.6 27.7 23.8
  不    明 2.2 1.5 2.3 3.2 3.3 3.5 2.8
男  子 2.3 1.4 2.7 4.0 3.9 4.6 3.4
女  子 0.9 1.6 1.9 1.7 2.6 2.2 1.9
女子比率 20.7 48.1 41.2 31.1 39.8 46.3 38.5
(数字はパーセント)
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 表 6自分をどんな人間（タイプ）と思うか 
文  系 理  系 文  系 理  系
A  苦しいこともがまんできる 9.0 9.3 8.5 10.1 8.5 8.7 7.8
B  社会の出来事に関心がある 24.5 28.5 18.2 34.1 23.7 19.8 14.4
C  適応力がある 16.7 16.5 17.1 18.0 15.1 17.6 15.3
D  人とつき合うことが好き 24.8 23.3 27.4 25.8 21.0 27.6 25.7
E  早く社会に出て働きたい 16.8 16.7 16.9 19.1 14.1 16.5 14.9
F  メカに強い 8.0 11.3 2.8 5.0 16.7 2.1 4.4
G  文章を書いたり、読んだり 17.9 13.3 25.1 17.9 9.1 27.5 20.8
 する事が好き
H  一度決めたことはとことん 13.3 13.2 13.5 13.8 12.4 13.0 13.5
 やり抜く
I  すじみちをたててものごと 14.6 16.2 12.1 16.3 16.0 12.5 10.9
 を考える
J  変化より安定をもとめる 16.4 16.0 17.2 18.0 13.8 18.0 14.6
K  プラモデルを作ったり工作 18.2 24.1 9.1 14.1 32.3 7.6 13.5
 するのが好き
L  パソコン操作する事が好き 16.2 20.4 9.9 12.4 26.7 8.2 13.3
M  海や山などの自然が好き 46.5 45.2 48.7 44.3 44.7 46.3 53.0
N  人と話すより機械をいじり 3.4 4.7 1.5 1.4 7.3 0.8 2.9
O  オーディオに凝る 11.2 15.1 5.0 13.7 16.1 4.7 6.0
P  理科の実験などが好き 17.4 18.8 15.2 8.0 27.3 7.9 33.3
Q  生き物などを飼うことが 23.4 19.4 29.8 17.8 20.2 26.9 36.8
 好き
R  マイペースで生きる 30.5 29.6 31.9 31.2 28.3 32.2 30.6
S  理系型の人間である 19.2 25.8 8.7 5.0 44.2 2.2 25.9
T  文系型の人間である 25.1 20.9 31.9 40.6 3.8 41.8 7.3
男  子 女  子
全  体 男  子 女  子
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表 7 学部、学科、専門を決めるのに参考にしたもの 
（理系、文系別、4年前との比較） 
 
 
4年前から
の増加％
ポイント
(X-Y)
A  進学に関する本や雑誌 <1> 73.5 <1> 79.6 <1> 76.9 <1> 62.9 14.0
B  テレビやラジオの番組 8.2 9.4 9.0 10.2 -1.2
C  両親との会話 <6> 48.5 51.0 49.8 40.5 9.3
D  きょうだいや親類の人との会話 33.2 35.8 34.8 24.5 10.3
E  クラスメートとの会話 <3> 58.6 <2> 66.9 <2> 63.3 <2> 53.4 9.9
F  校外の友人との会話 18.4 23.5 21.2 18.1 3.1
G  先輩との会話 28.3 33.7 31.2 22.2 9.0
H  年長の知人との会話 35.3 39.3 37.4 30.9 6.5
I  小・中学校時代の先生との会話 6.1 8.0 7.3 8.4 -1.1
J  高校の先生との会話 <5> 53.2 <5> 59.2 <5> 56.4 <3> 53.1 3.3
K  予備校の先生との会話 15.3 16.0 15.7 22.0 -6.3
L  大学発行のパンフレット類 48.0 <6> 58.1 <6> 53.6 <4> 52.4 1.2
M  高校で作成した進路指導資料 <2> 59.1 <3> 64.5 <3> 61.8 <6> 49.7 12.1
N  大学主催の説明会 17.5 20.9 19.5 9.5 10.0
O  校外模擬試験の結果 <4> 56.9 <4> 60.3 <4> 58.6 <5> 50.5 8.1
P  通信教育などの資料 21.2 27.7 24.7 － －
（数字は、とても＋かなり参考にしたパーセント、○印は6位までの順位）
文  系理  系
モノグラフ
高校生’85
Vol.16
(Y)
今    回
全  体
(X)
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表 8 学部、学科を決めるのに重視したこと 
（4年前との比較） 
 
表 9 学部・学科、専門を決めるのに重視したこと 
 
今  回 4年前モノグラフ
全  体 全  体
A  外国語、外国文化への関心 12.6 16.5
B  人間、人生について考えたい 15.1 16.4
C  社会のしくみ、動きに関心 18.6 20.4
D  自然界のしくみ、生物 11.7 17.2
E  物の原理・しくみ 11.0 17.2
F  物の製作 13.2 17.6
N  就職や昇進に有利 24.4 33.4
O  一人が好き 4.2 6.3
P  現在の最先端を学びたい 21.5 28.4
Q  資格をとりたい 31.6 38.4
S  学生生活を楽しみたい 38.6 35.4
U  将来、生活が豊かになる 15.7 16.3
（数字は「とても重視した」あるいは「とても参考にした」のパーセント）
順位 順位
1  好きな勉強ができる 50.5 1  好きな勉強ができる 51.7
2  現在の最先端を学びたい 34.0 2  学生生活を楽しみたい 44.3
3  資格をとりたい 33.8 3  資格をとりたい 29.4
4  学生生活を楽しみたい 31.9 4  社会のしくみに関心がある 28.2
5  就職や就職後の昇進に有利 23.8 5  行きたい大学の入試科目数 26.7
6  物を作ったり細かい事が好き 22.9 6  就職や就職後の昇進に有利 24.8
7  自然や生物に興味 22.1 7  外国語や外国の文化に関心がある 19.9
8  物の原理やしくみに興味 20.9 8  人間とか人生について考えてみたい 19.8
9  理科系科目が得意 20.0 9  学校が有名 16.9
10  行きたい大学の入試科目数 17.2 10  将来、生活が豊かになる 15.8
11  数学が得意 15.7 11  社会系の科目が得意 13.9
12  将来、生活が豊かになる 15.6 12  その学部のある大学が都会にある 13.5
13  学校が有名 11.9 13  英語が得意 11.9
14  人間とか人生について考えてみたい 9.2 14  現在の最先端を学びたい 11.5
15  その学部のある大学が都会にある 7.8 15  国語が得意 10.7
16  一人の方が好き 6.5 16  物を作ったり細かい事が好き 5.5
17  社会のしくみに関心がある 6.4 17  数学が得意 4.5
18  英語が得意 3.7 18  自然や生物に興味 4.1
19  外国語や外国の文化に関心がある 2.9 19  物の原理やしくみに興味 3.0
20  社会系の科目が得意 1.6 20  一人の方が好き 2.3
21  国語が得意 1.4 21  理科系科目が得意 1.9
（数字は「とても重視した」のパーセント）
理  系  志  望 文  系  志  望
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表 10 大学・短大、専門学校で力を入れたいこと 
 
 
 
表 11 高校生の職業選択基準 
全  体 男  子 女  子
 自分の好きな仕事をやれる 96.5 95.2 98.5
 安定している 90.8 89.0 93.7
 給料がいい 88.5 88.0 89.6
 学生時代に身につけた知識や技術が生かせる 87.6 84.6 92.1
 残業が少なく休暇が多い 72.7 72.1 73.7
 世のため人のために貢献できる 71.3 68.5 75.7
 大企業である 70.3 71.0 69.2
 一つのことを専門にやることができる 70.1 67.7 73.9
 名前が世間によく知られている 65.8 66.5 65.0
 出世の可能性が高い 59.8 65.9 50.2
 人と接することが多い 53.1 50.7 56.5
 国際的に活動できる 51.1 51.0 51.4
 都会で働ける 39.5 39.2 39.6
 結婚に有利 33.1 32.1 34.8
（「とても重視する」＋「まあ重視する」のパーセント
文  系 理  系 文  系 理  系
A  勉強･研究 41.4 31.3 40.4 46.4 56.2
B  サークル活動・部活動 36.3 39.2 32.1 39.0 34.7
C  友人関係 57.3 55.8 47.6 67.3 63.8
D  異性とのつきあい 28.8 40.6 33.5 17.7 13.8
E  自分の趣味 53.5 54.7 51.7 56.8 48.0
F  資格の取得 41.7 34.6 32.7 51.0 61.8
G  就職活動 28.0 27.6 21.4 36.1 29.1
H  アルバイト 36.0 41.5 29.5 41.4 28.7
I  旅行やレジャー 36.8 39.8 32.4 41.7 32.0
J  その他 5.8 6.8 7.2 4.3 3.3
（数字は「とても力を入れたい」のパーセント）
男  子 女  子
全  体
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表 12 高校生の職業選択基準（理系・文系別） 
 
表 13 科学や科学技術に対する態度 
順位 順位
1  自分の好きな仕事をやれる 97.1 1  自分の好きな仕事をやれる 96.7
2  学生時代に身につけた知識や技術が生かせ 90.2 2  安定している 91.9
3  安定している 90.0 3  給料がいい 89.4
4  給料がいい 87.7 4  学生時代に身につけた知識や技術が生かせ 86.7
5  一つのことを専門にやることができる 76.1 5  残業が少なく休暇が多い 75.5
6  世のため人のために貢献できる 72.1 6  世のため人のために貢献できる 71.3
7  大企業である 70.1 7  大企業である 71.0
8  残業が少なく休暇が多い 69.8 8  名前が世間によく知られている 67.9
9  名前が世間によく知られている 63.7 9  一つのことを専門にやることができる 65.5
10  出世の可能性が高い 61.2 10  出世の可能性が高い 59.5
11  人と接することが多い 47.3 11  人と接することが多い 57.9
12  国際的に活動できる 45.2 12  国際的に活動できる 56.7
13  都会で働ける 34.5 13  都会で働ける 43.7
14  結婚に有利 31.4 14  結婚に有利 34.8
（「とても重視する」＋「まあ重視する」のパーセント）
理  系  志  望 文  系  志  望
 （数字は「そう思う」の割合）
順位 意    見 全  体 男  子 女  子
1  科学者は自分が生み出した技術や知識が、社会に 79.4 78.4 80.9
 どのような結果をもたらすかについて、もっと責任を
 持って考えるべきだ。
2  リニアモーターカーなどの発展で、交通機関がます 48.2 55.0 37.6
 ますスピードアップすることはいいことだ。
3  最新のパソコンなど科学技術の成果をどんどん活 47.4 52.4 39.5
 用したいと思う。
4  コンピュータが発達し、生活がますます便利になる 42.9 48.5 34.0
 ことはいいことだ。
 
5  「超電導｣や 「バイオテクノロジー」 など、新しい科 42.6 53.2 25.8
 学技術の動向に関心がある。
6  科学技術についての新聞記事などを、熱心に読む 33.4 44.1 16.3
 ほうである。
7  科学技術はあくまでも手段にすぎず、世の中を動か 30.9 33.8 26.7
 すのは政治や経済にたずさわる人々である。
8  日本はもっと科学技術の進歩に力を入れるべきだ。 30.8 38.8 18.4
9  将来、科学技術に関する仕事をしたい。 24.9 34.3 10.2
10  科学技術の進歩は人々を幸せにする。 15.7 20.9 7.5
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表 14科学や科学技術に対する態度（理・文系別） 
 
 
 
 
 
順位 順位
1  科学者は自分が生み出した技術や知識が、社 80.1 1  科学者は自分が生み出した技術や知識が、社 79.5
 会にどのような結果をもたらすかについて、  会にどのような結果をもたらすかについて、
 もっと責任を持って考えるべきだ。  もっと責任を持って考えるべきだ。
2  「超電導｣や 「バイオテクノロジー」 など、新し 62.0 2  リニアモーターカーなどの発展で、交通機関が 45.3
 い科学技術の動向に関心がある。  ますますスピードアップすることはいいことだ。
3  最新のパソコンなど科学技術の成果を 59.1 3  最新のパソコンなど科学技術の成果を 38.2
 どんどん活用したいと思う。  どんどん活用したいと思う。
4  リニアモーターカーなどの発展で、交通機関 が52.1 3  コンピュータが発達し、生活がますます便利に 38.2
ますますスピードアップすることはいいことだ。  なることはいいことだ。
5  将来、科学技術に関する仕事をしたい。 51.8 5  科学技術はあくまでも手段にすぎず、世の中 33.6
 動かすのは政治や経済にたずさわる人々
6  コンピュータが発達し、生活がますます便利に 49.2 であ る。
 なることはいいことだ。
6  「超電導｣や 「バイオテクノロジー」 など、新し 27.0
6  科学技術についての新聞記事などを、熱心に 49.2  い科学技術の動向に関心がある。
 読むほうである。
7  日本はもっと科学技術の進歩に力を入れるべ 21.8
8  日本はもっと科学技術の進歩に力を入れるべ 42.1  きだ。
 きだ。
8  科学技術についての新聞記事などを、熱心に 20.7
9  科学技術はあくまでも手段にすぎず、世の中 27.4  読むほうである。
 を動かすのは政治や経済にたずさわる人々
 である。 9  科学技術の進歩は人々を幸せにする。 11.3
10  科学技術の進歩は人々を幸せにする。 21.0 10  将来、科学技術に関する仕事をしたい。 3.7
（数字はパーセント）
理  系  志  望 文  系  志  望
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調査票および単純集計結果 
 
※単純集計結果 
数字は、パーセント 
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答のしかた    とくにことわりのない場合は、あてはまる番号にひとつだけ○をつけてください。 
 
<1> 現在のあなたの高校名をお書きください。 
 
 
高校 
 
<2> あなたの性別。    1．男子 60.6    2．女子 38.5    6 
 
<3> あなたは高校 1年生から現在までに、自由参加の部活動に約半年間以上参加していましたか。次の中
から 1つだけ○をつけてください。 
（複数に参加していた場合は、より力を入れていた方に○をつけてください。） 
 
1． 理系の文化部（生物、理科、化学、天文など）に参加。 4.4 
2． 文系・芸術系の文化部（文芸、演劇、ESS、ブラスバンド、合唱、音楽、美術など）に参加。 21.3 
3． 運動部に参加。 50.1 
4． 半年以上参加したことはない。 19.7                                                 7 
 
<4> あなたの教科の得意、不得意（にがて）についてお聞きします。A～E のそれぞれについてもっともあて
はまる番号に○をつけてください。 
 
 
 
 
A） 国語 1   5．9 2  39．9 3  34．2 4  19．7  8 
B） 数学 1   6．0 2  34．1 3  31．5 4  28．0  9 
C） 英語 1   6．1 2  32．9 3  37．4 4  23．1 10 
D） 社会（社会科全部を総合して） 1  10．4 2  37．0 3  35．5 4  16．6 11 
E） 理科 <1> 物理 1   3．1 2  16．1 3  24．9 4  34．5 12 
 
 
 
 
1 
とても 
得意 
2 
やや 
得意 
3 
やや 
苦手 
4 
とても 
苦手 
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       <2> 化学 1  4．7 2  22．5 3  31．9 4  27．2 13 
       <3> 生物 1  3．9 2  21．5 3  28．4 4  18．3 14 
       <4> 地学 1  2．3 2  12．1 3  21．8 4  23．0 15 
       <5> 理科全部を総合して 1  2．7 2  26．6 3  39．6 4  18．7 16 
 
 
<5> 現在、あなたが最も希望している卒業後の進路はどれですか。 
次の中から 1つだけ選んで下さい。 
 
 1. 4年制大学（国公立）へ進学 70.6   
 2. 4年制大学（私立）へ進学 20.9   
 3. 短期大学へ進学 4.2 次の<6>へ進んで  
 4. 専門学校へ進学 1.8 ください  
 5. 進学を希望しているが 4 年制大学 
  か短大か専門学校かまだ決めていない 
0.8   
 6. 就職を希望 0.9 10ページの  
 7. 進学か就職かまだ決めていない 0.2 <14>へ進んで  
 8. その他（具体的に：                ） 0.1 ください 17 
 
 
<6> 現在、あなたが高校で選んだコースはどれですか。 
1 つだけ○をつけてください。（以下のようなコース制でない場合は、自分の志望校から判断して応えて
ください。） 
 
 1． 国公立理系 38.4  2． 国公立文系 38.9   
 3． 私立理系 6.7  4． 私立文系 14.6   
 5． その他 1.3     18 
 
1 
とても 
得意 
2 
やや 
得意 
3 
やや 
苦手 
4 
とても 
苦手 
進学を希望
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<7> あなたは大学（または短大、専門学校）への進学先を文系と理系とに分けたとき、次のような時期には、
どのように考えていましたか。 
 
 
 
 
A．小学 5～6年のころ 1   2．5 2   4．2 3  78．1 4   7．8 5   5．1 19 
B．中学 2年のころ 1   5．5 2  13．4 3  50．1 4  18．6 5   9．9 20 
C．高校 2年の 1学期ごろ 1  31．1 2  15．3 3   7．8 4  17．3 5  26．9 21 
D．現  在 1  50．9 2   3．1 3   0．7 4   5.8 5  36．6 22 
 
<8> あなたは、どんな学部や学科や専門に進学したいと思っていますか。 
現在、行きたいと思っている学部や専門の番号を第 3希望まで下の欄に記入してください。（第 2、第 3
希望がなければ空欄のままでも結構です。） 
 1 2 3  1 2 3 
1．理学系  6．8 8．2 4．6 12．商・経営学系 5．6 8．7 6．2 
2．工学系 19．3 6．8 2．2 13．文学系 7．4 7．9 5．7 
3．農林・水産学系  1．8 2．8 2．2 14．外国語・国際関係系 7．6 7．0 5．8 
4．獣医畜産学系  0．6 0．8 0．8 15．体育学系 0．9 0．9 1．4 
5．医学系  6．7 1．6 1．4 16．音楽・芸術学系 1．8 1．6 2．5 
6．歯学系  0．8 0．8 0．5 17．その他文系 3．1 1．4 1．3 
7．薬学系  3．0 2．4 2．1     
8．情報関係学系  3．4 7．2 5．0 18．教育学系 7．7 5．8 5．3 
9．その他理系  1．0 0．6 1．0 19．家政学系 2．1 1．8 2．0 
        
10．法学系 10．2 4．8 5．3 20．まだ決めていない 0．4 0．2 0．9 
11．経済学系  9．6 9．6 5．7     
 
 
第 1希望 
 
 23 
24 
  
第 2希望 
 25 
26 
  
第 3希望 
 27 
28 
 
1 
はっきりと 
文系に 
決めていた 
2 
だいたい 
文系に 
決めていた 
まだ 
決めて 
いなかった 
だいたい 
理系に 
決めていた 
はっきりと 
理系に 
決めていた 
3 4 5 
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<9> あなたが大学、短大、専門学校の学部や学科や専門を決めるのに、次のことをどの程度重視しました
か。 
もっともあてはまる番号に○をつけてください。 
 
 
 
 
A．外国語や外国の文化に
強い関心がある 
1  12．0 2  17．6 3  26．9 4  18．6 5  23．6 29 
B．人間とか人生について
考えてみたい 
1  15．1 2  23．6 3  27．3 4  16．0 5  17．2 30 
C．社会のしくみや動きに
関心がある 
1  18．6 2  30．9 3  25．2 4  12．6 5  12．0 31 
D．自然界のさまざまな現
象や生物に興味がある 
1  11．7 2  18．8 3  28．4 4  18．4 5  21．7 32 
E．物の原理やしくみなどを
理論的に追求したりす
るのが好きである 
1  11．0 2  17．2 3  25．6 4  17．2 5  28．3 33 
F．物を作ったり、細かいこ
とをこつこつやるのが好
きである 
1  13．2            2 20．8       3 26．9 4  16．3      5  21．9 34 
G．数学が得意である 1   9．4 2  21．0 3  26．3 4  13．4 5  29．0 35 
H．国語が得意である 1   6．5 2  17．8 3  31．5 4  18．2 5  25．2 36 
I．英語が得意である 1   8．2 2  19．7 3  37．3 4  16．1 5  17．9 37 
J．理科系科目（物理、化
学、生物など）が得意で
ある 
1   9．7 2  17．3 3  25．3 4  15．8 5  30．8 38 
K．社会科系科目（日本
史、世界史など）が得意
である 
1   8．5 2  17．3 3  31．1 4  16．7 5  25．5 39 
L．行きたい大学（短大、専
門学校を含む）の入試
科目の数 
1  22．5 2  31．4 3  19．3 4  12．3 5  13．9 40 
M．好きな勉強（研究）がで
きる 
1  51．0 2  27．9 3  13．7 4   3．0 5   3．9 41 
 
とても 
重視した 
 
少し 
重視した 
どちらとも 
いえない 
あまり重視 
しなかった 
ぜんぜん 
重視 
しなかった 
1 2 3 4 5 
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N．就職や就職後の昇進に
有利である 
1  24．4 2  40．0 3  17．8 4   9．5 5   7．7 42 
O．わずらわしい対人関係
より、一人で本を読んだ
り、実験したりする方が
好きである 
1   4．2 2   8．9 3  32．2 4  20．1 5  33．8 43 
P．現代の最先端のことを
学びたい 
1  21．5 2  29．5       3 26．1       4 11．6      5  10．5 44 
Q．資格をとりたい 1  31．6 2  32．1       3 20．7       4  7．3       5  7．5 45 
R．その学部のある大学
（短大、専門学校を含
む）が都会にある 
1  10．9 2  23．3 3  23．8 4  15．6 5  25．5 46 
S．学生生活を楽しみたい 1  38．6 2  37．3 3  14．7 4   4．7 5   4．1 47 
T．学校が有名校である 1  14．7 2  33．8       3 30．1       4 10．6      5  10．2 48 
U．将来、生活が豊かにな
る 
1  15．7 2  29．5       3 33．2       4 10．8      5  10．1 49 
 
 
<10> あなたが大学、短大、専門学校の学部や学科や専門を決めるのに、次のことはそれぞれどれくらい参
考にしましたか。もっともあてはまる番号に○をつけてください。 
 
 
 
 
A．進学に関する本や雑誌 1  33．9 2  43．0 3  18．3 4   4．5 50 
B．テレビやラジオの番組 1   2．1 2   6．9 3  51．3 4  39．1 51 
C．両親との会話 1  13．6 2  36．2 3  36．8 4  12．9 52 
D．両親以外の肉親や親類の人と
の会話 
1   9．7 2  25．1 3  35．6 4  29．2 53 
 
 
1 
とても 
参考にした 
 
2 
かなり 
参考にした 
あまり 
参考に 
しなかった 
まったく 
参考に 
しなかった 
3 4 
とても 
重視した 
 
少し 
重視した 
どちらとも 
いえない 
あまり重視 
しなかった 
ぜんぜん 
重視 
しなかった 
1 2 3 4 5 
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E．クラスメート（校内の友人）との会
話 
1  15．6 2  47．7 3  28．5 4   7．7 54 
F．校外の友人（小・中学校時代な
ど）との会話 
1   4．4 2  16．8 3  46．5 4  31．8 55 
G．クラブなどの先輩との会話 1   7．9 2  25．3 3  35．3 4  32．7 56 
H．年長の知人（社会人・大学生）と
の会話 
1  11．3 2  26．1 3  33．4 4  28．4 57 
I． 小・中学校時代の先生との会話 1   1．6 2   5．7 3  32．3 4  59．5 58 
J．高校の先生との会話 1  16．5 2  39．9 3  29．8 4  13．2 59 
K．予備校や塾などの先生との会
話 
1   4．2 2  11．5 3  25．0 4  58．0 60 
L．大学（短大、専門学校を含む）
発行のパンフレット類 
1  18．6 2  35．0 3  26．0 4  19．6 61 
M．高校で作成した進路指導資料
（校内模擬試験成績を含む） 
1  19．8 2  42．0 3  25．4 4  12．1 62 
N．大学（短大、専門学校を含む）
主催の説明会（出版社や予備
校等主催も含む） 
1   6．6 2  12．9 3  30．9 4  48．4 63 
O．校外模擬試験の結果 1  21．0 2  37．6 3  26．9 4  14．0 64 
P．通信教育などの資料 1   9．2 2  15．5 3  25．9 4  48．1 65 
 
 
  
1 
とても 
参考にした 
 
2 
かなり 
参考にした 
あまり 
参考に 
しなかった 
まったく 
参考に 
しなかった 
3 4 
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<11> あなたは、大学や短大、専門学校へ進学したら、どのようなことに力を入れた生活を送ろうと思います
か。 
もっともあてはまる番号に○をつけてください。 
 
 
 
 
A．勉強・研究 1  41．4 2  44．4 3   9．4 4   3．0 5   1．5 66 
B．サークル活動・部活動 1  36．3 2  42．0 3  16．3 4   3．7 5   1．5 67 
C．友人関係 1  57．3 2  34．2 3   6．9 4   0．7 5   0．5 68 
D．異性とのつき合い 1  28．8 2  36．1 3  30．3 4   2．5 5   1．8 69 
E．自分の趣味 1  53．5 2  35．7 3   9．4 4   0．5 5   0．4 70 
F．資格の取得 1  41．7 2  33．0 3  19．8 4   3．0 5   2．2 71 
G．就職活動 1  28．0 2  34．7 3  28．4 4   5．2 5   3．3 72 
H．アルバイト 1  36．0 2  42．0 3  16．5 4   3．5 5   1．6 73 
I． 旅行やレジャー 1  36．8 2  35．8 3  20．4 4   4．3 5   2．2 74 
N．そのた 
 （具体的に：       ） 1   5．8 2   1．8 3   9．1 4   0．6 5   3．3 75 
 
 
 
1 
とても力を 
入れたい 
2 
まあ力を 
入れたい 
どちらとも 
いえない 
あまり力を 
入れたくない 
3 4 5 
まったく力を 
入れたくない 
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<12> あなたは、現在の大学生（短大生、専門学校生）の学生生活についてどんなイメージをもっています
か。 
文系、理系の大学生活に分けて考え、イからトのイメージについていちばん適当と思われる番号に○を
つけてください。 
(1)  文系の学生生活  （文系に進まない人も想像して答えてください。） 
 
 
 
 
イ．明るい 1  32．6 2  37．3     3  22．0     4   5．2     5   1．9 暗い 76 
ロ．変化に  
とんだ 
1  12．5 2  23．2 3  37．2 4  18．1 5   8．0 変化のない 77 
ハ．かっこ 
いい 
1   6．9 2  15．5 3  58．4 4  11．7 5   6．5 かっこ 
よくない 
78 
ニ．勉強が 
忙しい 
1   4．4 2  13．3 3  26．0 4  29．2 5  26．1 勉強が 
忙しくない 
79 
ホ．真面目な 1   4．0 2  13．9 3  39．8 4  26．9 5  14．2 不真面目な 80 
ヘ．就職に   
有利 
1   8．9 2  19．6 3  39．8 4  22．1 5   8．5 就職に不利 81 
ト．将来性の   
ある 
1   9．0 2  19．9 3  45．5 4  17．6 5   7．0 将来性の 
ない 
82 
 
 
 
 
 
 
A 
 
B 
 
とても 
A 
 
1 
やや 
A 
2 
どちら 
でもない 
3 
やや 
B 
4 
とても 
B 
5 
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(2)  理系の学生生活  （理系に進まない人も想像して答えてください。） 
 
 
 
 
イ．明るい 1   6．6 2  15．1 3  32．2 4  33．1 5  11．0 暗い 83 
ロ．変化に  
とんだ 
1  20．3 2  34．0 3  27．8 4  10．7 5   5．3 変化のない 84 
ハ．かっこ 
いい 
1  11．9 2  24．3 3  46．9 4   9．5 5   5．4 かっこ 
よくない 
85 
ニ．勉強が 
忙しい 
1  60．7 2  25．4 3  6．3 4   1．9 5   3．7 勉強が 
忙しくない 
86 
ホ．真面目な 1  28．0 2  36．8 3  27．2 4   4．1 5   2．0 不真面目な 87 
ヘ．就職に   
有利 
1  37．1 2  33．6 3  22．6 4   3．1 5   1．7 就職に不利 88 
ト．将来性の   
ある 
1  36．3 2  34．2 3  23．0 4   2．6 5   2．0 将来性の 
ない 
89 
 
 
<13> 次の質問は「もし、あなたが～君だったら」という質問です。次にあげたような時、あなただったらどうしま
すか。2つの選択のうち、あなたの考えにより近い方に○をつけてください。 
A． 高校の理系コースから、国立大学の理工学部と私立大学の経済学部を受け、経済学部のみ合格したA
君。 
もし、あなたが A君だったら 
1. 経済学部へ進学する。 61.7  
2. 初志をまげず、来年理工学部にチャレンジする。 37.8 90 
 
B． 現在高校 3年生で国公立理系コースの B君。最近の模試で理科、数学の点数が下がり、逆に英語、国
語、社会がアップ。 
もし、あなたが B 君だったら 
1. 文系に志望を変える。 22.9  
2. 志望は理系のままにする。 76.9 91 
 
A 
 
B 
 
とても 
A 
 
1 
やや 
A 
2 
どちら 
でもない 
3 
やや 
B 
4 
とても 
B 
5 
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C． 就職活動を始めたばかりの有名国立大学工学部 4年生の C君。給与がとてもよいと評判の大手銀行か
らぜひうちに来てくれといわれた。 
もし、あなたが C君だったら 
1. 大手銀行に行く。 52.4  
2. 大手銀行を断り、大学で得た専門をもっと生かせるメーカーを探す。 46.9 92 
 
 
<14> あなたは、将来どのような職業につきたいと思っていますか。 
 
A． つきたいと思っている職名を 
具体的に書いてください。 
 
B． その職業にもっとも近いものを下の中からひとつ選んで、番号に○をつけてください。 
1． 理系専門職（理工系の大学教授、研究所の研修者のような科学や技術に関する研究に 
     従事する仕事） 8.1 
2． 機械・電気技術関係のエンジニア 8.0 
3． 建築設計、施工管理のような土木・建築技術関係のエンジニア 3.9 
4． プログラマー、システムエンジニアのような情報技術関係のエンジニア 5.2 
5． 医師、薬剤師、臨床検査技師、看護婦のような医療関係の専門的な仕事 10.8 
6． 航空機のパイロット、船の航海士、機関士のような輸送関係の専門的な仕事 1.2 
7． 小・中・高校教諭、保母、体育指導員のような教育関係の仕事 9.8 
8． 銀行、証券会社、保険会社、商社などの金融・流通業で働くビジネス専門職 6.8 
9． 企業の企画、営業、経理、総務を担当するビジネス一般職 4.3 
10． 企業の秘書、タイピスト、キーパンチャーなどの技術事務職 1.6 
11． 国家公務員、地方公務員または、公社・公団等の職員 7.7 
12． 農業、畜産、漁業、農業指導員のような戸外で自然を相手にする仕事 1.3 
13． 弁護士、裁判官、検察官のような法律関係の専門的な仕事 3.1 
14． 会計士、税理士のような経理関係の専門的な仕事 1.9 
15． 新聞記者や、出版編集者、テレビのディレクター等のマスコミ関係の仕事 6.5 
16． 作家、通訳、シナリオライター、人文系大学教授のような文系の専門職 4.0 
17． 画家、音楽家、俳優、写真作家、デザイナーのような芸術関係の仕事 2.5 
18． セールスマン、店員、理容師、調理師のような販売・サービス関係の仕事 0.9 
19． ガイド、スチュワーデス、ホテル従業員のような直接お客の世話をする仕事 2.1 
20． その他（                                                  ） 4.5 
 
93 
94 
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<15> あなたは将来、職業につくとき次のようなことをどれくらい重視しますか。 
もっともあてはまる番号に○をつけてください。 
 
 
 
 
1．大企業である 1  21．4 2  48．9 3  22．3 4   7．1 95 
2．給料がいい 1  42．3 2  46．2 3   8．7 4   2．5 96 
3．名前が世間によく知られている 1  18．7 2  47．1 3  28．0 4   5．9 97 
4．残業が少なく休暇が多い 1  30．1 2  42．6 3  23．1 4   3．8 98 
５．出世の可能性が高い 1  20．9  2  38．9 3  34．2 4   5．6 99 
6．安定している 1  52．9 2  37．9 3  6．7 4   2．3 100 
7．世のため人のために貢献できる 1  27．7 2  43．6 3  23．6 4   4．8 101 
8．学生時代に身につけた知識や
技術が生かせる 
1  50．1 2  37．5 3   9．6 4   2．5 102 
9．一つのことを専門にやることがで
きる 
1  32．4 2  37．7 3  25．9 4   3．7 103 
10．結婚に有利 1   9．7 2  23．4 3  48．0 4  18．5 104 
11．自分の好きな仕事ができる 1  70．2 2  26．3 3   2．6 4   0．5 105 
12．都会で働ける 1  11．4 2  28．1 3  42．4 4  17．8 106 
13．人と接することが多い 1  19．9 2  33．2 3  38．3 4   8．3 107 
14．国際的に活躍できる 1  22．5 2  28．6 3  36．5 4  12．1 108 
 
1 
とても 
重視する 
 
2 
まあ 
重視する 
3 4 
あまり 
重視しない 
 
ぜんぜん 
重視しない 
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<16> あなたは、次の（1）から（3）の職業についてどんなイメージを感じますか。 
もっとも適当と思われる番号に○をつけてください。 
 
(1) 大手自動車メーカーの設計エンジニア 
 
 
 
 
イ．明るい 1   6．4 2  20．7 3  49．2 4  18．5 5   4．7 暗い 109 
ロ．創造的な 1  49．4 2  36．2 3  10．2 4   2．3 5   1．4 非創造的な 110 
ハ．変化にと
んだ 
1  27．9 2  35．7 3  26．5 4   6．4 5   3．0 変化のない 111 
ニ．かっこ  
いい 
1  20．5 2  30．9 3  39．4 4   5．7 5   3．0 かっこよく 
ない 
112 
ホ．忙しい 1  42．7 2  39．5 3  14．4 4   2．0 5   0．9 忙しくない 113 
ヘ．社交的な 1   6．1 2  14．1 3  39．1 4  30．6 5   9．6 非社交的な 114 
ト．安定して
いる 
1  13．6 2  30．2 3  38．6 4  13．6 5   3．6 不安定で 
ある 
115 
チ．将来性の
ある 
1  19．0 2  32．7 3  36．5 4   8．2 5   3．2 将来性の 
ない 
116 
リ．給料が  
よい 
1  25．7 2  39．8 3  28．9 4   3．9 5   1．4 給料がよく
ない 
117 
ヌ．社会的な
評価が高
い 
1  15．5 2  30．4 3  43．6 4   8．0 5   2．0 社会的な 
評価が低い 
118 
 
 
A 
 
B 
 
とても 
A 
 
1 
やや 
A 
2 
どちら 
でもない 
3 
やや 
B 
4 
とても 
B 
5 
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(2) 大手の銀行マン 
 
 
 
 
イ．明るい 1  10．2 2  22．7 3  36．6 4  22．2 5   7．8 暗い 119 
ロ．創造的な 1   1．9 2   3．4 3  27．5 4  40．4 5  26．1 非創造的な 120 
ハ．変化にと
んだ 
1   4．0 2   8．0 3  28．0 4  34．1 5  25．4 変化のない 121 
ニ．かっこ  
いい 
1   8．8 2  21．7 3  44．6 4  15．3 5   9．1 かっこよく 
ない 
122 
ホ．忙しい 1  47．8 2  34．6 3  11．7 4   3．3 5   2．1 忙しくない 123 
ヘ．社交的な 1  39．0 2  37．0 3  18．0 4   3．7 5   1．8 非社交的な 124 
ト．安定して
いる 
1  41．0 2  37．7 3  16．1 4   3．0 5   1．5 不安定で 
ある 
125 
チ．将来性の
ある 
1  20．6    2  33．2 3  33．6 4   7．8 5   4．3 将来性の 
ない 
126 
リ．給料が  
よい 
1  45．7 2  38．6 3  12．9 4   1．3 5   1．0 給料がよく
ない 
127 
ヌ．社会的な
評価が高
い 
1  28．8 2  34．6 3  30．8 4   3．4 5   1．9 社会的な 
評価が低い 
128 
 
 
 
A 
 
B 
 
とても 
A 
 
1 
やや 
A 
2 
どちら 
でもない 
3 
やや 
B 
4 
とても 
B 
5 
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(3) 科学や技術に関する研究者 
 
 
 
 
イ．明るい 1   2．7 2   5．9 3  30．3 4  40．6 5  19．9 暗い 129 
ロ．創造的な 1  59．3 2  29．8 3   7．3 4   1．7 5   1．3 非創造的な 130 
ハ．変化にと
んだ 
1  41．2 2  30．7 3  18．0 4   5．6 5   3．8 変化のない 131 
ニ．かっこ  
いい 
1  13．8 2  21．1 3  45．5 4  12．1 5   7．0 かっこよく 
ない 
132 
ホ．忙しい 1  41．1 2  32．2 3  19．3 4   5．1 5   1．8 忙しくない 133 
ヘ．社交的な 1   2．2 2   4．2 3  26．5 4  39．4 5  27．1 非社交的な 134 
ト．安定して
いる 
1   5．0 2  13．5 3  36．8 4  30．2 5  13．9 不安定で 
ある 
135 
チ．将来性の
ある 
1  23．2 2  27．9 3  33．7 4  10．9 5   3．7 将来性の 
ない 
136 
リ．給料が  
よい 
1   9．7 2  21．1 3  42．1 4  19．0 5   7．6 給料がよく
ない 
137 
ヌ．社会的な
評価が高
い 
1  24．8 2  31．1 3  35．0 4   6．1 5   2．4 社会的な 
評価が低い 
138 
 
 
 
 
A 
 
B 
 
とても 
A 
 
1 
やや 
A 
2 
どちら 
でもない 
3 
やや 
B 
4 
とても 
B 
5 
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<17> あなた自信についてお聞きします。自分をどんな人間（タイプ）だと思いますか。あてはまる番号に○を
つけてください。 
 
 
 
 
A．苦しいこともがまんできる 1   9．0 2  51．0 3  33．6 4   6．1 139 
B．社会の出来事に関心がある 1  24．5 2  47．7 3  23．8 4   3．8 140 
C．適応力がある 1  16．7 2  48．2 3  30．1 4   4．6 141 
D．人とつき合うことが好き 1  24．8 2  42．8 3  27．1 4   5．0 142 
E．早く社会に出て働きたい 1  16．8 2  26．7 3  42．3 4  13．9 143 
F．メカに強い 1   8．0 2  25．0 3  32．9 4  33．9 144 
G．文章を書いたり読んだりすること
が好き 
1  17．9 2  30．0 3  34．7 4  17．2 145 
H．一度決めたことはとことんやり抜
く 
1  13．3 2  37．8 3  40．1 4   8．6 146 
I．すじみちをたててものごとを考え
る 
1  14．6 2  42．7 3  35．4 4   7．0 147 
J．変化より安定を求める 1  16．4 2  34．5 3  35．3 4  13．4 148 
K．プラモデルを作ったり工作する
ことが好き 
1  18．2 2  26．9 3  31．3 4  23．3 149 
L．パソコンなどを操作することが好
き 
1  16．2 2  29．0 3  33．7 4  20．7 150 
M．海や山などの自然が好き 1  46．5 2  40．2 3  11．0 4   2．0 151 
 
1 
とても 
そう思う 
 
2 
まあ 
そう思う 
3 4 
あまりそう 
思わない 
まったくそう 
思わない 
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N．人と話すより機械をいじっている
ほうが好き 
1   3．4 2  11．4 3  45．1 4  39．7 152 
O．オーディオに凝る 1  11．2 2  26．8 3  41．3 4  20．4 153 
P．理科の実験などが好き 1  17．4 2  31．5 3  30．0 4  20．6 154 
Q．生き物などを飼うことが好き 1  23．4 2  34．7 3  30．8 4  10．8 155 
R．マイペースで生きる 1  30．5 2  47．3 3  19．4 4   2．5 156 
S．理系型の人間である 1  19．2 2  23．8 3  26．9 4  29．6 157 
T．文系型の人間である 1  25．1 3  27．3 2  29．6 4  17．1 158 
 
<18> あなたの現在の成績は、全体としてクラスの中で何番くらいですか。 
あてはまる番号１つに○をつけてください。 
 
クラスの中で…… 
 
 
  
       1                2               3               4               5 
 
      7.0              16.2             41.7             16.3            14.9 159 
 
 
 
 
 
上位 5番 
以内 
 
10番 
くらい 
まんなか 
くらい 
後ろから 
10番くらい 
ずっと 
後ろのほう 
 
1 
とても 
そう思う 
 
2 
まあ 
そう思う 
3 4 
あまりそう 
思わない 
まったくそう 
思わない 
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<19> 次のような科学や科学技術についての態度や意見に、あなたはどう思いますか。A～J のそれぞれに
ついて、あなたの態度や意見により近い方に○をつけてください。 
 
A． 科学技術についての新聞記事などを、熱心に読む方である。 
 
1．そう思う 33.4   2．そう思わない 34.0   3．どちらともいえない 32.1 160 
 
B． 「超伝導」や「バイオテクノロジー」など、新しい科学技術の動向に関心がある。 
 
1．そう思う 42.6   2．そう思わない 29.5   3．どちらともいえない 27.3 161 
 
C． 最新のパソコンなど科学技術の成果をどんどん活用したいと思う。 
 
1．そう思う 47.4   2．そう思わない 19.4   3．どちらともいえない・どちらともいえない 32.4 162 
 
D． 将来、科学技術に関する仕事をしたい。 
 
1．そう思う 24.9   2．そう思わない 46.1   3．どちらともいえない・どちらともいえない 28.4 163 
 
E． リニアモーターカーなどの発達で、交通機関がますますスピードアップすることはいいことだ。 
 
1．そう思う 48.2   2．そう思わない 20.4   3．どちらともいえない・どちらともいえない 30.8 164 
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F． コンピュータが発達し、生活がますます便利になることはいいことだ。 
 
1．そう思う 42.9   2．そう思わない 20.6   3．どちらともいえない・どちらともいえない 35.9 165 
 
G． 科学技術の進歩は人々を幸せにする。 
 
1．そう思う 15.7   2．そう思わない 31.9   3．どちらともいえない・どちらともいえない 51.8 166 
 
H． 科学者は自分が生み出した技術や知識が、社会にどのような結果をもたらすかについて、もっと責任を
持って考えるべきだ。 
 
1．そう思う 79.4   2．そう思わない  5.7   3．どちらともいえない・どちらともいえない 14.2 167 
 
I． 科学技術はあくまでも手段にすぎず、世の中を動かすのは政治や経済にたずさわる人々である。 
 
1．そう思う 30.9   2．そう思わない 29.9   3．どちらともいえない・どちらともいえない 38.5 168 
 
J． 日本はもっと科学技術の進歩に力を入れるべきだ。 
 
1．そう思う 30.8   2．そう思わない 18.7   3．どちらともいえない・どちらともいえない 49.7 169 
 
 
以上です。ご協力有難うございました。 
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添付資料－4 
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基礎集計表 
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1. 調査回答者 
地域別の回答者数 
 
2. 回答者の理系・文系志望 
カラム No.22の回答結果による回答者の理系・文系志望者比率 
 
3. 基礎集計表の見方 
基礎集計表（公立高校） 
 
北海道 北  陸 中  国
関  東 東  海 近  畿 四  国 全  体
東  北 信  越 九  州
男  子 443 281 303 412 412 579 2,550
女  子 117 265 217 274 274 507 1,623
不  明 6 5 7 7 3 10 38
全  体 566 551 527 782 689 1,096 4,211
理系志望 文系志望
全  体 42.4 54.0
男  子 51.2 44.5
女  子 28.3 69.3
（数字ははっきり＋だいたいのパーセント）
カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
A6 性  別  1  男 60.6 49.8 73.4
 2  女 38.5 49.4 25.4
A7 部活動  1  理系の文化部 4.4 5.5 2.7 2.7 6.7 3.4 7.4 2.0 4.9
 2  文・芸系の文 21.3 14.1 32.8 24.6 17.3 16.1 12.6 33.3 31.3
 3  運動部 50.1 55.3 42.5 49.6 50.6 56.0 54.5 43.4 40.6
 4  半年以上参加 19.7 20.4 18.7 18.8 20.8 20.1 21.0 17.6 20.8
A8 A国語  1  とても得意 5.9 4.4 8.2 8.0 3.2 6.4 2.4 9.6 5.5
 2  やや得意 39.9 32.7 51.6 50.0 27.2 44.9 22.6 55.6 41.5
 3  やや苦手 34.2 36.5 30.6 31.4 37.8 35.2 38.2 27.6 36.8
 4  とても苦手 19.7 26.1 9.4 10.4 31.4 13.4 36.6 7.0 16.0
例　カラムのNo.A8の場合
　　 回収したアンケートを
（ 全 体 ） ： 回答者全体で見た場合
（ 男 ・ 女 ） ： 回答者を男女別で見た場合
（ 文 系 ・ 理 系 ） ： 回答者を文系・理系志願別で見た場合
（ 文 男 ・ 理 男 ） ： 男子回答者を文系・理系志願別で見た場合
（ 文 女 ・ 理 女 ） ： 女子回答者を文系・理系志願別で見た場合
　　 の９通りに分けて集計したものであり、結果は％である。
　　　 たとえば（全体）で見た場合、「1とても得意」、「2やや得意」、「3やや苦手」、「4とても苦手」の4つを足す
　　 と100％になる。ただし、100％に満たない場合、残りは未回答分を示している。
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基礎集計表（公立高校） 
 
 
カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
A6 性  別  1  男 60.6 49.8 73.4
 2  女 38.5 49.4 25.4
A7 部活動  1  理系の文化部 4.4 5.5 2.7 2.7 6.7 3.4 7.4 2.0 4.9
 2  文・芸系の文 21.3 14.1 32.8 24.6 17.3 16.1 12.6 33.3 31.3
 3  運動部 50.1 55.3 42.5 49.6 50.6 56.0 54.5 43.4 40.6
 4  半年以上参加 19.7 20.4 18.7 18.8 20.8 20.1 21.0 17.6 20.8
A8 A国語  1  とても得意 5.9 4.4 8.2 8.0 3.2 6.4 2.4 9.6 5.5
 2  やや得意 39.9 32.7 51.6 50.0 27.2 44.9 22.5 55.6 41.5
 3  やや苦手 34.2 36.5 30.6 31.4 37.8 35.2 38.2 27.6 36.8
 4  とても苦手 19.7 26.1 9.4 10.4 31.4 13.4 36.6 7.0 16.0
A9 B数学  1  とても得意 6.0 8.4 2.5 3.8 8.7 5.6 10.5 2.0 3.5
 2  やや得意 34.1 37.7 27.9 22.8 48.7 24.8 49.2 20.6 46.8
 3  やや苦手 31.5 31.1 32.1 32.3 30.6 32.6 30.0 31.7 32.8
 4  とても苦手 28.0 22.4 37.0 40.8 11.3 36.6 9.8 45.3 16.0
A10 C英語  1  とても得意 6.1 6.1 6.2 7.1 4.7 7.7 4.5 6.6 5.3
 2  やや得意 32.9 30.6 36.5 38.0 27.5 35.7 27.4 40.2 27.7
 3  やや苦手 37.4 38.7 35.6 35.3 39.7 36.7 40.2 34.3 38.6
 4  とても苦手 23.1 24.0 21.3 19.2 27.5 19.5 27.1 18.5 27.9
A11 D社会  1  とても得意 10.4 13.1 6.2 13.2 6.4 19.4 7.1 6.9 4.2
 2  やや得意 37.0 37.7 36.1 42.3 30.1 44.9 31.7 39.8 25.9
 3  やや苦手 35.5 33.5 38.6 32.4 40.3 27.5 39.2 37.3 43.2
 4  とても苦手 16.6 15.3 18.5 11.7 22.6 7.8 21.4 15.6 25.9
A12 E理科物理  1  とても得意 3.1 4.6 0.8 0.7 6.0 1.1 7.5 0.4 2.0
 2  やや得意 16.1 20.7 9.0 5.8 29.2 6.4 32.9 5.1 18.6
 3  やや苦手 24.9 27.6 20.6 16.7 35.3 17.3 36.9 16.2 30.6
 4  とても苦手 34.5 29.5 42.6 44.2 22.3 42.1 18.7 46.6 32.6
A13 E理科化学  1  とても得意 4.7 5.8 2.8 1.9 8.1 2.5 8.4 1.3 7.1
 2  やや得意 22.5 26.0 16.9 11.2 36.4 11.8 37.8 10.6 32.6
 3  やや苦手 31.9 31.6 32.2 26.7 38.9 26.2 37.1 27.1 43.7
 4  とても苦手 27.2 23.5 33.1 36.8 14.7 33.9 14.5 40.1 15.3
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
A14 E理科生物  1  とても得意 3.9 4.1 3.6 3.7 4.2 4.4 3.8 3.0 5.3
 2  やや得意 21.5 18.0 27.0 23.2 19.9 21.2 15.3 25.2 32.8
 3  やや苦手 28.4 23.2 36.7 36.3 18.6 32.2 16.1 40.6 25.5
 4  とても苦手 18.3 20.1 15.6 20.5 15.7 22.0 18.5 19.1 7.5
A15 E理科地学  1  とても得意 2.3 2.8 1.5 2.2 2.1 3.1 2.2 1.3 2.0
 2  やや得意 12.1 12.3 11.7 11.6 12.8 11.9 12.6 11.2 13.3
 3  やや苦手 21.8 19.3 25.9 24.7 18.3 22.4 16.8 27.3 22.4
 4  とても苦手 23.0 22.0 24.4 27.1 17.8 26.6 18.4 27.7 15.7
A16 E理科全部  1  とても得意 2.7 3.7 1.0 0.8 4.9 1.3 5.5 0.3 2.9
 2  やや得意 26.6 30.7 20.4 14.1 42.5 15.1 43.6 13.3 39.7
 3  やや苦手 39.6 36.7 43.9 40.9 37.8 38.5 35.9 43.4 42.4
 4  とても苦手 18.7 16.7 22.1 26.9 8.5 26.5 8.5 27.5 8.9
A17 希望進路  1  4年制国公立 70.6 76.5 61.2 63.8 80.4 68.8 83.9 58.6 70.7
 2  4年制私立 20.9 20.3 21.7 28.0 13.0 29.6 13.1 26.3 12.4
 3  短期大学 4.2 0.3 10.4 5.8 2.3 0.2 0.2 11.7 8.2
 4  専門学校 1.8 0.9 3.3 1.2 2.5 0.6 0.9 1.7 7.1
 5  未決定 0.9 0.4 1.4 0.9 0.6 0.4 0.4 1.4 1.3
 6  就  職 0.6 0.7 1.3 ― ― ― ― ― ―
 7  未決定 0.2 0.2 0.2 ― ― ― ― ― ―
 8  その他 0.1 0.0 0.2 ― ― ― ― ― ―
A18 選択したコース  1  国公立理系 38.4 47.8 23.6 2.9 83.2 3.8 85.9 2.1 76.2
 2  国公立文系 38.9 32.1 49.7 68.7 1.0 68.5 0.4 68.9 2.9
 3  私立理系 6.7 7.5 5.5 1.0 14.1 1.3 12.8 0.7 17.8
 4  私立文系 14.6 11.9 19.0 26.2 0.2 25.8 0.2 26.6 0.2
 5  その他 1.3 0.7 2.1 1.1 1.3 0.5 0.6 1.6 2.9
志望決定時期
A19 A小学5～6年  1  はっきり文系 2.5 1.6 3.9 3.8 0.8 3.0 0.5 4.7 1.8
 2  だいたい文系 4.2 2.8 6.3 6.3 1.7 4.7 1.3 7.9 2.7
 3  未決定 78.1 77.4 79.4 83.6 75.8 84.6 75.9 82.8 75.8
 4  だいたい理系 7.8 8.9 5.8 4.0 12.8 4.8 12.8 3.3 12.4
 5  はっきり理系 5.1 6.5 3.0 2.0 8.8 2.7 9.4 1.3 7.1
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
A20 B中学2年  1  はっきり文系 5.5 3.7 8.2 9.4 0.7 7.7 0.3 11.0 2.0
 2  だいたい文系 13.4 9.3 19.7 21.1 4.4 16.7 3.5 25.5 6.9
 3  未決定 50.1 51.1 48.5 55.7 45.7 59.7 46.7 51.8 42.7
 4  だいたい理系 18.6 20.9 15.1 10.4 29.9 11.9 29.6 9.0 30.9
 5  はっきり理系 9.9 12.0 6.7 3.0 18.9 3.4 19.6 2.6 17.3
A21 C高2の1学期  1  はっきり文系 31.1 23.6 43.2 56.0 0.6 51.3 0.5 61.2 0.7
 2  だいたい文系 15.3 13.6 17.9 26.1 2.1 28.1 1.5 23.6 3.8
 3  未決定 7.8 8.5 6.5 8.0 7.4 10.1 7.1 5.9 7.8
 4  だいたい理系 17.3 18.9 14.8 7.6 30.3 7.5 29.6 7.7 32.7
 5  はっきり理系 26.9 33.1 16.9 2.1 59.7 2.7 61.2 1.5 55.1
A22 D現在  1  はっきり文系 50.9 41.6 65.8 94.3 0.0 93.5 0.0 94.9 0.0
 2  だいたい文系 3.1 2.9 3.5 5.7 0.0 6.5 0.0 5.1 0.0
 3  未決定 0.7 1.0 0.4 ― ― ― ― ― ―
 4  だいたい理系 5.8 6.4 4.7 0.0 13.6 0.0 12.5 0.0 16.7
 5  はっきり理系 36.6 44.8 23.6 0.0 86.4 0.0 87.5 0.0 83.3
志望学部学科
H1 第1希望  1  理学系 6.8 8.5 4.1 0.1 15.3 0.3 15.8 0.0 14.2
 2  工学系 19.3 29.2 3.3 0.2 43.5 0.3 54.4 0.1 11.3
 3  農林水産学系 1.8 2.0 1.6 0.0 4.1 0.0 3.6 0.0 5.6
 4  獣医畜産学系 0.6 0.5 0.6 0.0 1.2 0.0 0.9 0.1 2.0
 5  医学系 6.7 6.1 7.8 0.6 14.6 0.1 11.4 1.2 24.0
 6  歯学系 0.8 0.6 0.9 0.1 1.5 0.1 0.9 0.2 2.9
 7  薬学系 3.0 1.5 5.3 0.1 6.7 0.0 2.8 0.2 18.0
 8  情報関係学系 3.4 4.0 2.6 1.4 6.0 0.6 6.8 2.2 4.0
 9  その他理系 1.0 0.3 2.1 0.0 2.2 0.0 0.5 0.1 7.3
 10  法学系 10.2 12.4 6.7 18.1 0.0 26.8 0.0 9.3 0.0
 11  経済学系 9.6 12.4 5.2 17.1 0.1 26.9 0.0 7.2 0.0
 12  商経営学系 5.6 6.0 4.8 9.8 0.3 12.6 0.3 6.8 0.2
 13  文学系 7.4 3.9 13.1 13.4 0.0 8.5 0.0 18.6 0.0
 14  外国語国際系 7.6 3.1 14.8 13.6 0.1 6.6 0.0 20.7 0.4
 15  体育学系 0.9 0.9 0.9 1.3 0.1 1.5 0.2 1.2 0.0
 16  音楽芸術系 1.8 1.2 2.7 2.7 0.5 1.8 0.5 3.5 0.4
 17  その他文系 3.1 2.0 4.8 5.6 0.0 4.3 0.0 6.9 0.0
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
 18  教育学系 7.7 4.7 12.5 12.6 1.7 9.1 1.0 16.0 3.6
 19  家政学系 2.1 0.1 5.3 2.7 1.4 0.2 0.0 5.3 5.3
 20  未定 0.4 0.5 0.3 0.4 0.4 0.4 0.5 0.3 0.2
H2 第2希望  1  理学系 8.2 11.4 3.1 0.4 17.9 0.6 20.6 0.3 10.2
 2  工学系 6.8 9.7 2.2 0.4 14.9 0.7 17.7 0.2 7.1
 3  農林水産学系 2.8 3.0 2.6 0.2 6.0 0.2 5.1 0.3 8.2
 4  獣医畜産学系 0.8 0.6 1.1 0.0 1.8 0.0 1.0 0.1 3.8
 5  医学系 1.6 1.7 1.4 0.5 3.0 0.4 2.7 0.5 3.6
 6  歯学系 0.8 0.8 0.8 0.1 1.7 0.1 1.4 0.2 2.4
 7  薬学系 2.4 1.9 3.0 0.2 5.1 0.1 3.6 0.4 9.3
 8  情報関係学系 7.2 8.7 5.0 3.0 12.9 1.6 15.2 4.4 6.7
 9  その他理系 0.6 0.5 0.8 0.1 1.3 0.1 0.8 0.1 2.7
 10  法学系 4.8 5.3 4.0 7.6 1.3 10.2 1.2 4.9 1.3
 11  経済学系 9.6 11.7 6.1 15.8 1.7 23.6 1.6 7.6 1.8
 12  商経営学系 8.7 10.7 5.5 14.1 1.8 20.7 2.2 7.5 0.7
 13  文学系 7.9 4.1 13.8 13.7 0.5 8.2 0.3 19.2 1.1
 14  外国語国際系 7.0 4.3 11.3 11.7 1.4 8.5 0.7 14.9 3.1
 15  体育学系 0.9 1.1 0.6 1.2 0.4 1.6 0.5 0.8 0.0
 16  音楽芸術系 1.6 1.3 2.1 2.0 1.2 1.5 1.2 2.4 1.3
 17  その他文系 1.4 1.0 1.9 2.3 0.1 2.0 0.2 2.6 0.0
 18  教育学系 5.8 3.8 9.0 7.9 3.1 5.7 2.1 10.3 6.0
 19  家政学系 1.8 0.1 4.6 2.5 1.1 0.2 0.0 4.7 4.2
 20  未定 0.2 0.1 0.3 0.1 0.2 0.1 0.2 0.2 0.2
H3 第3希望  1  理学系 4.6 6.3 1.9 0.3 10.0 0.4 11.4 0.2 5.8
 2  工学系 2.2 3.0 0.9 0.4 4.1 0.9 4.4 0.0 3.3
 3  農林水産学系 2.2 2.7 1.5 0.7 4.4 0.5 4.8 0.8 3.3
 4  獣医畜産学系 0.8 0.8 0.6 0.2 1.5 0.4 1.2 0.1 2.0
 5  医学系 1.4 1.8 0.8 0.3 2.7 0.1 3.1 0.5 1.3
 6  歯学系 0.5 0.4 0.7 0.2 1.0 0.0 0.8 0.4 1.6
 7  薬学系 2.1 2.2 1.9 0.2 4.6 0.2 4.1 0.2 6.0
 8  情報関係学系 5.0 5.7 3.8 3.3 7.2 3.0 8.1 3.5 4.7
 9  その他理系 1.0 1.2 0.6 0.0 2.1 0.0 2.1 0.0 2.2
 10  法学系 5.3 6.6 3.4 8.3 1.5 12.1 1.8 4.5 0.7
 11  経済学系 5.7 6.3 4.8 7.3 3.9 8.7 4.4 5.8 2.9
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
 12  商経営学系 6.2 7.3 4.5 8.9 3.0 12.0 3.4 5.6 1.8
 13  文学系 5.7 4.5 7.5 9.4 1.1 8.9 0.9 10.1 1.6
 14  外国語国際系 5.8 5.3 6.5 9.1 1.7 9.9 1.4 8.2 2.4
 15  体育学系 1.4 1.4 1.4 1.9 0.7 2.1 1.8 1.7 0.4
 16  音楽芸術系 2.5 1.9 3.3 2.7 2.0 1.9 1.8 3.6 2.4
 17  その他文系 1.3 0.9 1.8 2.0 0.4 1.6 0.4 2.4 0.4
 18  教育学系 5.3 4.1 7.3 7.4 2.9 6.0 2.3 8.8 4.0
 19  家政学系 2.0 0.1 5.0 2.6 1.3 0.1 0.1 5.2 4.9
 20  未定 0.9 0.8 1.1 1.2 0.5 1.2 0.5 1.2 0.7
重視した程度
A29 外国語と文化  1  とても重視 12.6 8.4 19.1 19.9 2.9 14.5 3.0 25.4 2.7
 2  少し重視 17.6 15.6 20.7 24.6 8.9 23.0 9.3 26.3 7.8
 3  どちらとも 26.9 28.3 24.4 24.8 29.3 28.0 28.3 21.6 31.6
 4  あまり重視 18.6 19.5 17.5 15.5 23.0 16.2 22.9 14.8 24.0
 5  ぜんぜん重視 23.6 27.4 17.5 14.5 35.0 17.7 35.9 11.3 32.7
A30 人間と人生  1  とても重視 15.1 12.4 19.3 19.8 9.2 17.1 8.6 22.5 11.1
 2  少し重視 23.6 20.3 28.7 26.7 19.5 24.5 16.2 28.7 29.1
 3  どちらとも 27.3 27.9 26.4 27.6 26.9 28.5 27.0 26.9 25.8
 4  あまり重視 16.0 17.2 14.5 14.1 18.4 15.2 19.2 13.3 16.7
 5  ぜんぜん重視 17.2 21.5 10.4 10.4 25.3 13.9 28.3 8.1 16.4
A31 社会の仕組と動  1  とても重視 18.6 19.1 17.8 28.2 6.4 33.0 7.2 23.4 4.4
 2  少し重視 30.9 30.2 31.8 37.2 22.3 38.3 22.9 36.1 20.4
 3  どちらとも 25.2 24.5 26.4 20.1 32.0 17.3 30.9 23.1 35.1
 4  あまり重視 12.6 12.3 13.1 8.0 18.4 5.5 18.1 10.4 19.8
 5  ぜんぜん重視 12.0 13.2 10.1 5.8 20.1 5.2 20.3 6.3 19.3
A32 現象と生物  1  とても重視 11.7 13.2 9.4 4.1 22.1 5.3 19.5 2.8 25.8
 2  少し重視 18.8 19.3 17.8 11.8 27.6 11.2 26.2 12.2 31.3
 3  どちらとも 28.4 28.2 28.8 31.4 25.0 31.2 25.9 31.5 22.4
 4  あまり重視 18.4 16.7 21.2 23.8 11.6 22.6 11.7 25.1 11.3
 5  ぜんぜん重視 21.7 21.9 21.7 28.1 14.0 29.0 16.0 27.3 8.2
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
A33 原理としくみ  1  とても重視 11.0 14.8 4.9 3.0 20.9 4.0 23.8 2.0 12.4
 2  少し重視 17.2 21.5 10.2 6.7 30.3 8.2 33.0 5.1 22.0
 3  どちらとも 25.6 26.0 25.1 24.4 27.3 27.2 25.1 21.6 34.2
 4  あまり重視 17.2 14.8 20.9 22.5 10.3 22.2 8.4 22.7 16.0
 5  ぜんぜん重視 28.3 22.2 38.1 42.7 10.4 37.8 9.1 47.8 14.4
A34 物作りこつこつ  1  とても重視 13.2 16.3 8.1 5.5 22.9 4.7 26.4 6.3 12.4
 2  少し重視 20.8 22.4 18.2 12.6 31.3 10.2 33.0 15.1 26.0
 3  どちらとも 26.9 24.5 30.7 28.3 25.4 27.0 22.6 29.3 34.0
 4  あまり重視 16.3 15.4 17.7 21.4 9.9 23.4 8.4 19.2 14.2
 5  ぜんぜん重視 21.9 20.8 24.1 31.5 9.5 34.1 9.0 29.1 11.0
A35 数学得意  1  とても重視 9.4 11.9 5.4 4.5 15.7 5.0 17.9 3.1 9.6
 2  少し重視 21.0 23.9 16.3 11.6 32.9 13.0 33.4 10.3 30.7
 3  どちらとも 26.3 27.2 24.9 22.5 31.4 24.1 40.1 20.8 35.1
 4  あまり重視 13.4 12.4 15.0 15.8 10.1 15.7 9.3 15.7 12.7
 5  ぜんぜん重視 29.0 23.9 37.3 44.7 9.3 41.3 8.9 48.3 10.9
A36 国語得意  1  とても重視 6.5 4.2 10.1 10.7 1.4 7.5 1.5 13.8 1.3
 2  少し重視 17.8 13.7 24.3 28.0 5.2 24.6 4.4 31.4 7.1
 3  どちらとも 31.5 30.9 32.3 33.4 28.9 35.8 26.6 31.0 35.6
 4  あまり重視 18.2 19.2 16.6 13.8 24.1 15.5 22.9 12.1 27.1
 5  ぜんぜん重視 25.2 31.2 15.8 13.6 39.5 16.1 43.8 11.1 27.6
A37 英語得意  1  とても重視 8.2 6.5 10.8 11.9 3.7 9.8 3.9 14.0 2.9
 2  少し重視 19.7 17.1 23.4 24.7 13.8 22.2 13.2 27.0 15.1
 3  どちらとも 37.3 37.5 37.2 36.3 38.7 37.8 37.5 34.9 42.7
 4  あまり重視 16.1 17.8 13.4 12.8 20.0 14.5 20.5 12.2 18.7
 5  ぜんぜん重視 17.9 20.3 14.4 13.7 23.1 15.2 22.4 12.3 19.6
A38 理科得意  1  とても重視 9.7 12.1 5.7 1.9 20.0 2.2 21.1 1.6 16.0
 2  少し重視 17.3 20.3 12.4 4.3 33.1 3.8 33.8 4.9 31.1
 3  どちらとも 25.3 26.1 24.3 22.7 28.3 24.3 27.4 21.2 31.3
 4  あまり重視 15.8 15.0 17.1 20.5 10.1 21.6 9.4 19.1 12.2
 5  ぜんぜん重視 30.8 25.6 39.1 49.2 8.0 46.8 8.0 51.8 8.2
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
A39 社会科系得意  1  とても重視 8.5 9.3 7.3 13.9 1.6 18.2 1.8 9.7 0.9
 2  少し重視 17.3 16.9 18.1 26.6 5.1 29.5 5.5 23.7 4.0
 3  どちらとも 31.1 30.8 31.3 29.1 33.8 26.1 34.8 31.9 30.9
 4  あまり重視 16.7 16.6 17.0 13.5 20.6 12.1 20.4 14.8 22.0
 5  ぜんぜん重視 25.5 25.5 25.3 16.4 37.9 13.6 36.7 19.3 40.9
A40 希望大学科目数  1  とても重視 22.5 20.0 26.4 26.7 17.2 25.1 16.0 28.2 21.1
 2  少し重視 31.4 29.9 33.8 33.2 29.0 31.2 28.6 35.2 30.4
 3  どちらとも 19.3 20.8 16.6 19.7 18.9 22.6 19.2 16.7 17.1
 4  あまり重視 12.3 12.2 12.4 9.5 15.9 8.7 15.3 10.3 17.3
 5  ぜんぜん重視 13.9 16.4 10.2 10.5 18.4 12.0 20.2 9.0 13.6
A41 好きな勉強  1  とても重視 50.1 44.7 61.1 51.7 50.5 41.6 47.7 62.2 58.7
 2  少し重視 27.9 29.6 25.3 26.7 29.2 29.1 29.7 24.1 28.0
 3  どちらとも 13.7 16.2 9.6 14.2 13.0 18.4 14.5 9.8 8.9
 4  あまり重視 3.0 3.9 1.4 3.0 3.0 4.6 3.4 1.4 1.6
 5  ぜんぜん重視 3.9 5.0 2.1 4.0 3.9 6.0 4.2 1.9 2.7
A42 昇進に有利  1  とても重視 24.4 22.9 26.9 24.8 23.8 24.1 21.9 25.5 29.6
 2  少し重視 40.0 40.3 39.5 40.6 39.3 40.8 40.0 40.5 37.3
 3  どちらとも 17.8 18.1 17.5 17.8 17.9 18.1 18.1 17.4 17.3
 4  あまり重視 9.5 9.1 10.1 10.0 9.2 9.2 9.2 10.7 8.9
 5  ぜんぜん重視 7.7 9.1 5.6 6.3 9.4 7.3 10.3 5.3 6.4
A43 対人関係より本  1  とても重視 4.2 5.0 2.9 2.3 6.5 2.4 7.1 2.2 4.9
 2  少し重視 8.9 9.6 7.9 6.2 12.4 6.9 11.9 5.4 13.8
 3  どちらとも 32.2 32.3 31.6 30.9 34.4 30.7 34.3 31.0 33.8
 4  あまり重視 20.1 19.3 21.4 22.2 16.9 22.1 16.4 22.6 18.2
 5  ぜんぜん重視 33.8 32.9 35.5 37.9 28.9 37.4 29.4 38.3 28.4
A44 最先端の学習  1  とても重視 21.5 27.2 12.6 11.5 34.0 12.7 39.7 10.4 17.8
 2  少し重視 29.5 29.8 29.0 25.5 34.6 25.0 34.1 26.1 36.0
 3  どちらとも 26.1 23.2 30.7 31.7 19.4 32.1 15.9 31.2 29.3
 4  あまり重視 11.6 9.3 15.3 16.0 5.2 15.2 4.1 17.9 8.4
 5  ぜんぜん重視 10.5 9.8 11.7 14.2 5.9 14.6 5.5 13.7 7.1
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A45 資格の習得  1  とても重視 31.6 25.2 41.8 29.4 33.8 23.1 26.2 35.8 55.3
 2  少し重視 32.1 31.5 33.2 33.1 31.0 30.7 32.1 35.5 28.2
 3  どちらとも 20.7 24.7 14.1 21.0 20.4 26.3 24.0 15.7 10.2
 4  あまり重視 7.3 8.1 5.8 8.1 6.4 9.0 7.7 7.2 2.7
 5  ぜんぜん重視 7.5 9.7 4.3 7.5 7.6 10.1 9.4 4.9 2.9
A46 都会  1  とても重視 10.9 11.3 10.3 13.5 7.8 15.3 8.4 11.8 6.2
 2  少し重視 23.3 22.7 24.1 26.5 19.1 26.7 19.2 26.4 18.0
 3  どちらとも 23.8 25.5 21.0 22.3 25.6 24.2 26.3 20.2 23.3
 4  あまり重視 15.6 15.1 16.5 14.8 16.7 13.6 16.5 16.0 17.6
 5  ぜんぜん重視 25.5 24.3 27.4 22.2 29.8 19.5 28.5 25.1 33.8
A47 楽しむ  1  とても重視 38.6 36.5 41.7 44.3 31.9 42.7 31.8 45.8 32.0
 2  少し重視 37.3 36.4 39.0 37.7 37.0 36.3 36.8 39.1 38.2
 3  どちらとも 14.7 16.0 12.6 11.5 18.3 12.9 18.4 10.1 18.7
 4  あまり重視 4.7 5.1 4.0 3.4 6.2 3.9 5.8 2.9 6.7
 5  ぜんぜん重視 4.1 5.2 2.3 2.6 5.8 3.6 6.6 1.7 3.6
A48 有名校  1  とても重視 14.7 17.7 10.0 16.9 11.9 22.0 14.3 11.8 5.3
 2  少し重視 33.8 34.9 32.4 35.5 31.7 35.5 34.4 35.8 24.2
 3  どちらとも 30.1 27.9 33.4 29.6 30.9 26.4 29.5 32.5 35.3
 4  あまり重視 10.6 8.9 13.3 9.5 11.9 7.7 9.7 11.4 17.8
 5  ぜんぜん重視 10.2 9.9 10.4 8.1 12.8 7.9 11.4 8.2 16.2
A49 将来生活豊  1  とても重視 15.7 18.0 12.1 15.8 15.6 19.1 17.2 12.5 10.7
 2  少し重視 29.5 30.6 28.0 28.2 31.1 31.1 30.2 25.5 33.6
 3  どちらとも 33.2 31.0 36.6 34.3 31.9 30.8 31.1 37.5 34.4
 4  あまり重視 10.8 9.5 12.9 11.6 9.9 9.2 9.7 14.1 10.2
 5  ぜんぜん重視 10.1 10.4 9.9 9.6 10.8 9.2 11.1 10.0 10.0
参考にした物
A50 A本や雑誌  1  とても参考 33.9 29.4 40.6 37.7 28.9 32.5 26.6 42.8 35.3
 2  かなり参考 43.0 43.7 42.1 41.9 44.6 42.7 45.1 41.4 44.0
 3  あまり参考 18.3 20.4 14.8 16.6 20.4 19.2 21.4 13.9 17.1
 4  全く参考 4.5 5.9 2.3 3.4 5.5 5.2 6.1 1.7 3.6
 -132- 
 
 
 
 
カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
A51 Bテレビラジオ  1  とても参考 2.1 2.4 1.6 1.8 2.2 2.2 2.3 1.4 2.0
 2  かなり参考 6.9 6.3 7.3 7.6 6.0 7.6 5.8 7.7 6.4
 3  あまり参考 51.3 50.5 52.4 53.2 48.9 53.3 48.5 53.0 49.8
 4  全く参考 39.1 39.6 38.4 36.9 41.9 36.3 42.1 37.6 41.6
A52 C両親会話  1  とても参考 13.6 10.1 19.0 13.8 13.5 8.6 11.4 19.0 19.1
 2  かなり参考 36.2 32.8 41.8 37.2 35.0 33.1 32.9 41.7 41.3
 3  あまり参考 36.8 40.5 30.8 36.1 37.4 41.2 39.5 30.9 31.1
 4  全く参考 12.9 15.8 8.1 12.5 13.3 16.7 15.1 8.2 8.0
A53 D両親以外  1  とても参考 9.7 8.1 12.1 9.8 9.2 7.3 8.4 12.3 10.9
 2  かなり参考 25.1 22.2 29.8 26.0 24.0 23.1 21.7 28.8 31.3
 3  あまり参考 35.6 37.7 32.2 35.1 36.2 36.5 38.6 33.6 29.8
 4  全く参考 29.2 31.3 25.8 28.8 29.8 32.7 30.2 25.1 28.0
A54 Eクラスメート  1  とても参考 15.6 13.7 18.7 16.9 13.8 14.2 13.2 19.7 15.8
 2  かなり参考 47.7 46.4 49.7 50.0 44.8 49.4 43.8 50.6 47.6
 3  あまり参考 28.5 29.6 26.4 26.8 31.0 28.3 31.4 25.3 29.8
 4  全く参考 7.7 9.6 4.8 5.9 9.6 7.9 10.6 4.0 6.7
A55 F郊外の友人  1  とても参考 4.4 4.2 4.6 4.8 3.7 4.4 4.0 5.2 3.1
 2  かなり参考 16.8 16.7 16.8 18.7 14.7 19.0 15.0 18.3 13.3
 3  あまり参考 46.5 44.5 49.6 47.3 45.2 44.7 44.2 49.9 48.4
 4  全く参考 31.8 33.9 28.4 28.8 35.5 31.5 35.9 26.1 34.7
A56 G先輩  1  とても参考 7.9 7.7 8.3 8.5 7.0 8.4 6.9 8.7 7.3
 2  かなり参考 23.3 22.8 24.4 25.2 21.3 25.0 21.2 25.6 22.2
 3  あまり参考 35.3 34.4 36.4 34.9 35.5 33.2 35.0 36.1 36.9
 4  全く参考 32.7 34.3 30.2 30.8 35.1 32.9 35.8 28.9 32.7
A57 H年長の知人  1  とても参考 11.3 8.9 14.9 11.3 11.0 8.4 9.0 14.1 16.2
 2  かなり参考 26.1 22.7 31.6 28.0 24.3 24.6 21.6 31.3 32.4
 3  あまり参考 33.4 35.1 30.7 33.8 32.9 35.3 35.0 32.3 26.7
 4  全く参考 28.4 32.4 22.2 26.3 30.9 31.1 33.3 21.6 24.2
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A58 I小中の先生  1  とても参考 1.6 1.4 2.0 2.1 0.9 2.1 0.8 2.2 1.3
 2  かなり参考 5.7 5.1 6.7 5.9 5.2 5.4 4.8 6.4 6.9
 3  あまり参考 32.3 33.3 30.5 32.1 32.8 32.9 33.8 31.1 30.0
 4  全く参考 59.5 59.4 59.9 59.4 59.8 59.4 59.4 59.5 60.7
A59 J高校の先生  1  とても参考 16.5 13.9 20.7 17.5 15.2 13.9 13.9 21.1 19.1
 2  かなり参考 39.9 38.7 41.9 41.7 38.0 40.2 37.5 43.2 39.6
 3  あまり参考 29.8 31.4 27.1 28.8 30.9 31.2 31.5 26.1 29.1
 4  全く参考 13.2 15.4 9.8 11.7 15.1 14.4 16.1 9.1 11.6
A60 K予備校や熟  1  とても参考 4.2 4.0 4.5 4.8 3.4 4.8 3.4 4.9 3.3
 2  かなり参考 11.5 10.3 13.5 11.2 11.9 9.5 11.0 12.9 14.7
 3  あまり参考 25.0 24.8 25.1 25.4 24.4 25.0 24.1 25.9 23.6
 4  全く参考 58.0 59.7 55.5 57.6 58.8 60.1 59.6 54.9 57.3
A61 L大学のパンフ  1  とても参考 18.6 13.0 27.3 21.0 15.2 13.5 12.1 28.6 23.3
 2  かなり参考 35.0 33.1 38.3 37.1 32.8 35.1 31.7 39.3 36.2
 3  あまり参考 26.0 29.0 21.3 23.8 29.0 27.2 31.2 20.3 23.1
 4  全く参考 19.6 24.1 12.6 17.6 21.8 23.7 23.8 11.3 16.4
A62 M高校の資料  1  とても参考 19.8 14.8 27.4 21.8 17.3 15.7 14.2 27.9 25.8
 2  かなり参考 42.0 41.3 43.4 42.7 41.8 40.2 42.6 45.2 39.8
 3  あまり参考 25.4 28.1 21.0 24.3 26.4 28.5 27.5 20.0 22.9
 4  全く参考 12.1 14.9 7.9 10.6 13.9 14.6 14.8 6.5 11.3
A63 N大学の説明会  1  とても参考 6.6 4.3 10.2 7.6 5.0 4.6 3.8 10.6 8.2
 2  かなり参考 12.9 11.0 15.6 13.3 12.5 10.6 11.7 16.1 14.7
 3  あまり参考 30.9 31.2 30.5 30.0 32.2 29.5 32.7 30.5 31.6
 4  全く参考 48.4 52.3 42.3 48.2 48.5 54.8 50.1 41.6 43.8
A64 O郊外模擬試験  1  とても参考 21.0 19.2 23.9 22.5 19.4 20.5 18.5 24.5 22.0
 2  かなり参考 37.6 36.5 39.1 37.8 37.5 35.4 37.6 40.3 36.7
 3  あまり参考 26.9 27.7 25.6 26.0 27.8 27.1 28.1 24.7 27.1
 4  全く参考 14.0 15.9 11.1 13.2 14.6 16.6 14.8 10.0 14.0
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A65 P通信教育  1  とても参考 9.2 6.9 12.9 11.0 7.2 8.5 5.8 13.6 11.3
 2  かなり参考 15.5 14.5 17.0 16.7 14.0 16.2 13.4 17.2 15.6
 3  あまり参考 25.9 27.9 22.8 24.3 27.3 26.1 28.4 22.4 23.8
 4  全く参考 48.1 49.3 46.1 47.1 49.7 48.5 50.4 45.7 48.2
進学後の生活
A66 A勉強－研究  1  とても力を入 41.4 36.5 49.1 38.7 44.6 31.3 40.4 46.4 56.2
 2  まあ力を入れ 44.4 45.6 42.5 47.0 41.8 48.5 44.1 45.3 35.3
 3  どちらともい 9.4 11.6 6.1 9.2 9.2 12.8 10.2 5.6 6.9
 4  あまり力を入 3.0 3.8 1.5 3.1 2.9 4.2 3.6 1.9 0.7
 5  まったく力 1.5 2.1 0.6 1.7 1.1 2.7 1.3 0.6 0.7
A67 Bサークル  1  とても力を入 36.3 35.3 37.7 39.2 32.8 39.2 32.1 39.0 34.7
 2  まあ力を入れ 42.0 40.3 44.8 42.6 41.6 39.8 41.0 45.5 43.6
 3  どちらともい 16.3 17.9 13.7 13.5 19.5 15.1 20.2 12.0 17.3
 4  あまり力を入 3.7 4.0 3.1 3.1 4.2 3.7 4.3 2.6 4.0
 5  まったく力 1.5 2.0 0.6 1.3 1.5 2.0 1.8 0.6 0.4
A68 C友人関係  1  とても力を入 57.3 51.5 66.3 61.5 51.8 55.8 47.6 67.3 63.8
 2  まあ力を入れ 34.2 38.0 28.5 31.8 37.4 35.5 40.3 28.2 30.0
 3  どちらともい 6.9 8.3 4.4 5.2 9.1 6.8 9.9 3.6 6.0
 4  あまり力を入 0.7 1.0 0.3 0.6 0.9 0.9 1.2 0.4 0.2
 5  まったく力 0.5 0.7 0.3 0.4 0.5 0.6 0.6 0.3 0.0
A69 D異性  1  とても力を入 28.8 36.7 16.5 29.2 28.1 40.6 33.5 17.7 13.8
 2  まあ力を入れ 36.1 36.2 35.7 36.7 35.3 36.0 36.4 37.4 30.9
 3  どちらともい 30.3 22.8 42.2 29.9 31.1 19.8 25.4 40.0 47.8
 4  あまり力を入 2.5 1.9 3.4 2.2 3.0 1.6 2.1 2.7 5.3
 5  まったく力 1.8 1.8 1.8 1.7 1.9 1.6 1.9 1.8 1.6
A70 E自分の趣味  1  とても力を入 53.5 53.1 54.5 55.6 50.7 54.7 51.7 56.8 48.0
 2  まあ力を入れ 35.7 35.6 35.9 34.4 37.6 34.5 36.4 34.1 41.1
 3  どちらともい 9.4 9.7 8.8 8.8 10.3 9.2 10.4 8.2 10.0
 4  あまり力を入 0.5 0.8 0.1 0.4 0.7 0.7 0.9 0.1 0.2
 5  まったく力 0.4 0.4 0.3 0.4 0.2 0.6 0.2 0.3 0.2
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A71 F資格の取得  1  とても力を入 41.7 33.7 55.4 42.7 40.3 34.6 32.7 51.0 61.8
 2  まあ力を入れ 33.0 34.3 30.8 32.8 33.1 33.1 35.1 32.5 27.1
 3  どちらともい 19.8 24.1 12.9 19.3 20.7 24.1 24.7 14.3 9.6
 4  あまり力を入 3.0 4.1 1.1 3.0 3.0 4.8 3.7 1.1 1.1
 5  まったく力 2.2 3.2 0.8 1.9 2.5 2.9 3.3 0.9 0.4
A72 G就職活動  1  とても力を入 28.0 24.3 34.2 31.8 23.3 27.6 21.4 36.1 29.1
 2  まあ力を入れ 34.7 34.4 34.8 36.1 33.1 36.2 33.2 35.9 32.2
 3  どちらともい 28.4 29.9 26.2 25.2 32.5 26.3 32.9 24.1 31.8
 4  あまり力を入 5.2 6.6 2.9 4.0 6.4 5.8 7.1 2.2 4.4
 5  まったく力 3.3 4.3 1.6 2.5 4.2 3.5 4.8 1.4 2.2
A73 Hアルバイト  1  とても力を入 36.0 35.1 37.8 41.4 29.2 41.5 29.5 41.4 28.7
 2  まあ力を入れ 42.0 41.7 42.5 42.0 42.2 40.4 42.9 43.6 40.2
 3  どちらともい 16.5 17.2 15.3 12.1 22.0 12.4 21.3 11.8 23.6
 4  あまり力を入 3.5 3.7 3.1 2.9 4.4 3.8 3.9 2.1 5.8
 5  まったく力 1.6 1.9 1.1 1.3 1.9 1.6 2.1 1.0 1.3
A74 I旅行レジャー  1  とても力を入 36.8 35.7 38.9 40.6 32.1 39.8 32.4 41.7 32.0
 2  まあ力を入れ 35.8 33.9 38.9 36.1 35.4 33.6 34.0 38.6 39.3
 3  どちらともい 20.4 21.9 18.0 17.7 23.8 19.4 24.0 15.9 23.1
 4  あまり力を入 4.3 5.3 2.4 3.4 5.6 4.6 6.2 2.0 3.8
 5  まったく力 2.2 2.7 1.2 1.8 2.4 2.3 2.8 1.2 1.1
A75 Jその他  1  とても力を入 5.8 7.0 4.0 5.6 6.1 6.8 7.2 4.3 3.3
 2  まあ力を入れ 1.8 1.8 1.8 1.8 1.6 1.5 1.7 2.1 1.3
 3  どちらともい 9.1 11.5 5.3 7.5 11.1 9.8 13.1 5.2 5.6
 4  あまり力を入 0.6 0.8 0.4 0.6 0.6 0.9 0.6 0.4 0.7
 5  まったく力 3.3 4.3 1.8 2.3 4.5 3.1 5.4 1.6 2.0
文系の学生生活
A76  イ明暗  1  とてもA 32.6 30.8 35.3 34.4 30.4 33.0 28.9 35.8 34.2
 2  ややA 37.3 36.2 39.0 40.8 32.8 39.0 33.4 42.7 30.9
 3  どちらでも無 22.0 22.3 21.5 20.7 23.6 22.1 22.9 19.4 26.0
 4  ややB 5.2 6.4 3.3 3.2 8.0 4.3 8.6 2.0 6.7
 5  とてもB 1.9 3.0 0.3 0.7 3.2 1.2 4.1 0.2 0.4
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A77  ロ変化  1  とてもA 12.5 13.6 10.6 13.7 11.0 15.2 12.1 11.9 7.6
 2  ややA 23.2 22.4 24.2 28.3 16.5 28.5 16.9 28.2 14.4
 3  どちらでも無 37.2 36.0 39.4 39.3 34.5 39.0 33.5 39.8 37.8
 4  ややB 18.1 17.0 20.0 15.3 22.2 13.4 20.6 17.2 27.3
 5  とてもB 8.0 9.7 5.2 2.3 13.9 3.5 14.6 2.9 11.1
A78  ハかっこよさ  1  とてもA 6.9 7.4 6.1 8.8 4.7 9.8 5.6 7.7 2.0
 2  ややA 15.5 15.5 15.6 18.0 12.4 18.0 13.2 18.1 10.0
 3  どちらでも無 58.4 54.7 64.3 61.3 54.8 59.1 51.2 63.6 65.3
 4  ややB 11.7 12.8 10.1 8.5 15.7 8.8 16.4 8.2 14.7
 5  とてもB 6.5 8.3 3.4 3.2 10.2 4.1 11.4 2.3 6.2
A79  ニ勉強の忙しさ  1  とてもA 4.4 4.2 4.7 5.3 3.2 4.9 3.7 5.7 1.8
 2  ややA 13.3 9.5 19.4 19.0 6.0 13.5 5.8 24.7 6.7
 3  どちらでも無 26.0 22.8 31.2 33.3 16.6 31.4 15.3 35.2 20.7
 4  ややB 29.2 29.6 28.5 29.8 28.9 33.3 26.6 26.0 35.1
 5  とてもB 26.1 32.6 15.6 12.4 43.3 16.5 46.4 8.2 34.0
A80  ホ真面目さ  1  とてもA 4.0 4.0 4.0 4.4 3.3 4.5 3.6 4.3 2.4
 2  ややA 13.9 11.7 17.7 17.6 9.8 14.9 9.1 20.6 11.8
 3  どちらでも無 39.8 36.4 45.2 45.0 32.8 43.0 30.5 46.7 39.8
 4  ややB 26.9 27.7 25.6 24.1 30.9 25.0 30.5 23.3 32.2
 5  とてもB 14.2 18.9 6.8 8.5 21.2 12.3 24.1 4.8 12.0
A81  ヘ就職  1  とてもA 8.9 9.3 8.2 11.0 6.0 12.3 6.8 9.5 4.0
 2  ややA 19.6 19.0 20.8 24.5 13.6 25.0 13.9 24.3 12.9
 3  どちらでも無 39.8 40.3 39.3 40.3 39.4 42.0 39.0 38.7 40.9
 4  ややB 22.1 20.3 24.6 19.2 45.6 15.9 23.8 22.6 30.0
 5  とてもB 8.5 9.8 6.4 4.7 13.4 4.6 14.3 4.8 10.4
A82  ト将来性  1  とてもA 9.0 9.3 8.4 12.0 5.3 13.6 6.0 10.1 3.6
 2  ややA 19.9 20.1 19.8 25.1 13.2 26.8 14.1 23.7 10.9
 3  どちらでも無 45.5 43.1 49.2 46.7 43.9 45.3 41.4 47.9 51.1
 4  ややB 17.6 17.0 18.6 13.3 23.4 11.0 22.3 15.7 26.9
 5  とてもB 7.0 9.2 3.3 2.6 12.0 3.1 14.0 2.3 5.8
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理系の学生生活
A83  イ明暗  1  とてもA 6.6 6.8 6.1 4.4 9.1 3.5 9.7 5.3 7.6
 2  ややA 15.1 14.2 16.8 13.4 17.2 11.5 16.1 15.6 20.2
 3  どちらでも無 32.2 30.2 35.6 30.2 35.1 26.0 34.3 34.5 38.0
 4  ややB 33.1 32.8 33.5 34.2 31.4 34.1 31.6 34.3 31.1
 5  とてもB 11.0 13.9 6.0 14.4 6.7 20.7 7.9 7.7 2.4
A84  ロ変化  1  とてもA 20.3 21.9 17.6 16.7 24.8 17.4 25.6 15.8 22.0
 2  ややA 34.0 31.4 38.3 31.2 37.9 26.7 35.8 36.0 44.0
 3  どちらでも無 27.8 26.5 29.8 29.9 25.0 27.9 25.2 31.8 24.7
 4  ややB 10.7 11.3 9.9 12.2 8.9 13.6 9.4 10.8 7.6
 5  とてもB 5.3 7.0 2.7 6.9 3.1 10.6 3.6 3.3 1.6
A85  ハかっこよさ  1  とてもA 11.9 11.2 12.8 10.7 13.3 8.3 13.6 13.2 12.4
 2  ややA 24.3 20.7 30.2 23.9 24.8 18.5 22.2 29.4 32.4
 3  どちらでも無 46.9 46.8 47.4 45.7 49.0 45.5 48.8 45.9 50.2
 4  ややB 9.5 11.7 6.0 10.2 8.6 13.4 10.3 6.8 3.6
 5  とてもB 5.4 7.7 1.8 6.4 4.0 10.5 4.9 2.2 1.1
A86  ニ勉強の忙しさ  1  とてもA 60.7 60.9 60.2 57.7 65.1 58.2 63.9 57.2 68.0
 2  ややA 25.4 24.1 27.8 23.9 27.3 19.7 27.8 28.4 26.0
 3  どちらでも無 6.3 7.0 5.2 7.4 4.8 9.2 5.2 5.5 3.8
 4  ややB 1.9 2.1 1.4 2.4 1.0 3.1 1.2 1.8 0.4
 5  とてもB 3.7 3.7 3.5 5.3 1.4 6.0 1.4 4.4 1.3
A87  ホ真面目さ  1  とてもA 28.0 27.9 27.8 29.6 26.1 29.3 27.0 29.7 23.3
 2  ややA 36.8 36.9 36.7 34.0 40.8 33.5 40.2 34.7 42.4
 3  どちらでも無 27.2 26.4 28.7 25.5 28.9 24.3 28.0 26.8 32.2
 4  ややB 4.1 4.1 4.1 5.2 2.7 5.3 3.0 5.1 1.6
 5  とてもB 2.0 2.7 0.9 2.6 1.1 3.8 1.4 1.3 0.2
A88  ヘ就職  1  とてもA 37.1 36.5 37.9 37.6 36.2 35.4 37.1 39.9 33.3
 2  ややA 33.6 32.2 36.1 31.4 37.0 29.0 35.6 34.0 41.3
 3  どちらでも無 22.6 23.2 21.5 22.0 23.0 23.5 22.9 20.6 23.1
 4  ややB 3.1 3.6 2.3 3.5 2.6 4.6 2.8 2.4 2.0
 5  とてもB 1.7 2.5 0.6 2.2 0.9 3.7 1.2 0.8 0.0
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
重視
A95  1大企業  1  とても重視 21.4 24.1 17.1 21.6 21.2 25.1 23.4 18.2 14.4
 2  まあ重視 48.9 46.9 52.1 49.4 48.9 45.9 48.6 52.8 49.9
 3  あまり重視 22.3 21.0 24.4 21.7 22.4 20.1 20.7 23.3 27.5
 4  ぜんぜん重視 7.1 7.8 6.1 7.2 7.2 8.8 7.0 5.6 7.5
A96  2給料がいい  1  とても重視 42.3 44.9 38.2 44.3 40.2 47.4 43.2 41.2 30.8
 2  まあ重視 46.2 43.1 51.4 45.1 47.5 41.3 44.6 49.1 56.5
 3  あまり重視 8.7 8.6 8.7 8.1 9.3 7.5 9.0 8.5 10.2
 4  ぜんぜん重視 2.5 3.2 1.4 2.4 2.6 3.8 2.8 1.1 1.8
A97  3名前が知られ  1  とても重視 18.7 21.5 14.4 19.8 17.7 23.4 20.4 16.3 10.2
 2  まあ重視 47.1 45.0 50.6 48.1 46.0 45.4 45.1 50.9 49.2
 3  あまり重視 28.0 26.4 30.3 26.5 29.6 24.2 27.6 28.5 34.6
 4  ぜんぜん重視 5.9 6.9 4.4 5.5 6.3 7.1 6.5 4.0 5.3
A98  4残業が少なく  1  とても重視 30.1 32.6 26.1 33.2 26.1 37.9 28.1 28.5 19.5
 2  まあ重視 42.6 39.5 47.6 42.3 43.7 37.0 42.7 47.8 46.8
 3  あまり重視 23.1 22.9 23.4 21.2 25.1 21.0 23.6 21.1 29.5
 4  ぜんぜん重視 3.8 4.6 2.7 3.2 4.7 3.9 5.2 2.3 3.5
A99  5出世の可能性  1  とても重視 20.9 25.7 13.5 20.7 20.9 27.9 23.5 13.6 13.3
 2  まあ重視 38.9 40.2 36.7 38.8 40.3 40.3 41.5 37.0 37.0
 3  あまり重視 34.2 27.9 44.2 34.9 32.8 26.1 28.8 43.8 44.3
 4  ぜんぜん重視 5.6 5.8 5.2 5.4 5.6 5.6 5.8 5.2 4.7
A100  6安定している  1  とても重視 52.9 50.5 56.7 55.6 49.4 54.6 47.4 56.7 55.2
 2  まあ重視 37.9 38.5 37.0 36.3 40.6 35.6 41.4 36.9 38.1
 3  あまり重視 6.7 7.6 5.1 6.2 7.2 6.8 7.8 5.3 5.1
 4  ぜんぜん重視 2.3 3.3 0.9 1.9 2.5 3.0 3.1 0.9 0.9
A101  7貢献できる  1  とても重視 27.7 26.7 29.4 26.1 30.2 26.5 27.2 25.8 39.0
 2  まあ重視 43.6 41.8 46.3 45.2 41.9 42.2 41.9 48.1 42.6
 3  あまり重視 23.6 24.7 21.7 24.3 22.1 25.1 24.3 23.6 15.5
 4  ぜんぜん重視 4.8 6.5 2.2 4.2 5.4 6.3 6.3 2.3 2.2
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
A102  8知識や技術  1  とても重視 50.1 45.8 56.9 46.7 55.4 38.6 52.5 55.3 63.0
 2  まあ重視 37.5 38.8 35.2 40.0 34.8 42.4 36.2 37.0 31.0
 3  あまり重視 9.6 11.7 6.5 10.4 7.6 14.3 8.8 6.6 4.2
 4  ぜんぜん重視 2.5 3.5 1.1 2.8 1.9 4.6 2.2 1.0 1.1
A103  9専門にできる  1  とても重視 32.4 31.7 33.6 26.6 39.3 23.4 38.1 30.2 42.6
 2  まあ重視 37.7 36.0 40.3 38.9 36.8 37.0 35.6 40.7 40.4
 3  あまり重視 25.9 27.4 23.6 29.9 20.9 33.2 22.9 26.5 15.3
 4  ぜんぜん重視 3.7 4.6 2.3 4.5 2.5 6.4 3.1 2.6 1.1
A104  10結婚に有利  1  とても重視 9.7 9.7 9.5 9.8 9.4 9.3 9.9 10.2 7.1
 2  まあ重視 23.4 22.4 25.3 25.0 22.0 22.7 22.5 27.4 21.1
 3  あまり重視 48.0 49.1 46.8 47.4 49.1 49.9 48.8 45.1 51.0
 4  ぜんぜん重視 18.5 18.6 18.1 17.6 19.2 17.9 18.5 17.2 20.2
A105  11好きな仕事  1  とても重視 70.2 67.3 75.0 70.3 70.8 64.7 70.0 76.2 73.2
 2  まあ重視 26.3 27.9 23.5 26.4 26.3 29.8 26.6 22.7 25.5
 3  あまり重視 2.6 3.6 1.1 2.6 2.1 4.1 2.8 1.1 0.4
 4  ぜんぜん重視 0.5 0.8 0.1 0.5 0.3 1.1 0.4 0.0 0.0
A106  12都会で働ける  1  とても重視 11.4 11.9 10.5 12.6 9.7 14.1 10.1 11.2 8.4
 2  まあ重視 28.1 27.3 29.1 31.1 24.8 30.3 25.3 32.0 22.6
 3  あまり重視 42.4 42.1 43.4 39.9 45.5 38.7 45.2 41.3 47.7
 4  ぜんぜん重視 17.8 18.4 16.6 16.1 19.6 16.8 19.0 15.3 20.6
A107  13人と接する  1  とても重視 19.9 17.8 23.0 23.0 15.7 20.9 14.8 25.3 17.7
 2  まあ重視 33.2 32.9 33.5 34.9 31.6 35.5 31.1 34.0 32.6
 3  あまり重視 38.3 39.1 37.4 35.6 41.6 35.5 42.2 35.8 41.0
 4  ぜんぜん重視 8.3 9.8 5.9 6.4 10.6 7.8 11.4 4.9 8.0
A108  14国際的に活躍  1  とても重視 22.5 22.1 23.3 26.9 17.3 26.5 18.5 27.4 13.7
            2  まあ重視 28.6 28.9 28.1 29.8 27.9 30.0 28.6 29.4 25.7
 3  あまり重視 36.5 36.0 37.3 32.8 40.3 31.9 38.7 33.7 45.0
 4  ぜんぜん重視 12.1 12.8 11.0 10.4 14.1 11.5 13.8 9.4 14.6
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
職業イメージ
 1大手自動車
A109  イ明暗  1  とてもA 6.4 7.2 5.2 5.2 8.0 5.4 8.8 5.0 5.5
 2  ややA 20.7 20.7 20.6 20.6 20.9 20.2 21.3 20.8 19.5
 3  どちらでも無 49.2 46.5 53.7 49.2 49.2 46.5 46.6 52.2 57.2
 4  ややB 18.5 18.7 18.2 19.7 17.2 19.8 17.9 19.6 15.1
 5  とてもB 4.7 6.6 1.8 5.1 3.9 8.1 4.8 2.0 1.6
A110  ロ創造的な  1  とてもA 49.4 50.2 48.3 50.3 48.4 52.6 49.0 48.1 47.0
 2  ややA 36.2 34.4 38.8 36.2 37.0 33.1 35.9 38.9 39.5
 3  どちらでも無 10.2 10.5 9.9 9.8 10.2 9.9 10.2 9.8 10.4
 4  ややB 2.3 2.5 2.1 2.2 2.4 2.1 2.7 2.3 1.8
 5  とてもB 1.4 2.0 0.5 1.3 1.3 2.1 1.6 0.5 0.4
A111  ハ変化  1  とてもA 27.9 29.4 25.7 28.3 27.6 31.4 28.3 25.4 25.7
 2  ややA 35.7 34.5 37.1 35.6 36.0 34.0 35.1 36.8 38.1
 3  どちらでも無 26.5 24.8 29.5 26.6 26.6 23.7 25.8 29.5 29.3
 4  ややB 6.4 6.6 6.3 6.6 6.3 6.3 6.7 7.0 5.3
 5  とてもB 3.0 4.3 0.9 2.7 2.8 4.5 3.5 1.0 0.7
A112  ニかっこ  1  とてもA 20.5 21.0 19.4 19.9 20.9 20.8 21.4 19.0 19.1
 2  ややA 30.9 30.0 32.2 30.7 31.9 29.0 31.2 32.2 33.7
 3  どちらでも無 39.4 37.9 42.2 40.1 38.8 37.9 38.0 42.5 41.7
 4  ややB 5.7 6.4 4.9 6.2 5.0 7.2 5.5 5.2 3.8
 5  とてもB 3.0 4.4 0.9 3.1 2.7 5.2 3.2 0.9 0.9
A113  ホ忙しさ  1  とてもA 42.7 44.4 39.7 43.6 42.0 45.8 43.6 41.5 36.1
 2  ややA 39.5 37.7 42.5 39.1 40.9 36.0 40.0 42.1 44.3
 3  どちらでも無 14.4 14.1 15.2 14.1 14.0 14.1 13.3 14.1 16.4
 4  ややB 2.0 2.2 1.7 2.3 1.6 3.0 1.5 1.7 1.8
 5  とてもB 0.9 1.1 0.5 0.7 0.8 1.0 0.9 0.5 0.4
A114  ヘ社交的  1  とてもA 6.1 5.3 7.2 5.7 6.2 4.4 5.8 7.0 7.1
 2  ややA 14.1 12.4 16.9 14.1 14.4 11.5 13.4 16.7 17.3
 3  どちらでも無 39.1 38.8 39.5 37.3 41.7 36.9 40.6 37.5 45.0
 4  ややB 30.6 31.4 29.6 32.7 28.3 34.0 29.4 31.5 25.3
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カラム 項  目 選択肢 全  体 男 女 文  系 理  系 文  男 理  男 文  女 理  女
 5  とてもB 9.6 11.7 6.3 10.1 8.7 10.1 13.1 7.0 4.4
A115  ト安定  1  とてもA 13.6 14.8 11.2 13.3 13.6 14.5 15.0 11.7 9.1
 2  ややA 30.2 30.8 29.5 27.8 33.3 27.8 33.6 28.0 32.8
 3  どちらでも無 38.6 36.7 41.8 40.8 35.9 38.9 34.9 42.9 39.5
 4  ややB 13.6 12.6 15.1 14.4 12.7 14.0 11.4 14.9 16.2
 5  とてもB 3.6 4.6 2.0 3.4 3.6 4.6 4.5 2.3 1.3
A116  チ将来性  1  とてもA 19.0 19.9 17.3 18.6 19.1 19.5 20.0 17.4 15.5
 2  ややA 32.7 31.1 35.2 32.5 33.1 29.4 32.9 35.8 33.5
 3  どちらでも無 36.5 35.6 38.1 36.6 36.5 36.4 34.9 36.9 41.7
 4  ややB 8.2 8.7 7.6 8.7 7.8 9.6 8.1 7.9 7.5
 5  とてもB 3.2 4.3 1.4 3.4 2.8 5.0 3.5 1.7 0.9
A117  リ給料  1  とてもA 25.7 26.4 24.0 27.0 23.5 28.3 24.6 25.4 19.5
 2  ややA 39.8 39.5 40.7 39.9 40.4 38.7 40.6 41.3 40.4
 3  どちらでも無 28.9 27.9 30.4 28.1 29.8 27.6 28.1 28.7 34.4
 4  ややB 3.9 4.0 3.7 3.5 4.3 3.6 4.4 3.4 4.4
 5  とてもB 1.4 1.8 0.7 1.3 1.4 1.8 1.7 0.8 0.4
A118  ヌ社会的評価  1  とてもA 15.5 15.5 15.0 16.1 14.3 16.5 14.4 15.4 13.5
 2  ややA 30.4 29.9 31.4 30.5 30.5 29.2 31.0 31.9 29.0
 3  どちらでも無 43.6 42.9 44.9 43.1 44.8 42.0 43.9 44.4 48.1
 4  ややB 8.0 8.5 7.3 8.1 7.7 9.0 7.9 7.1 7.3
 5  とてもB 2.0 2.7 1.0 2.0 1.9 3.1 2.2 0.9 1.1
 2大手銀行マン
A119  イ明暗  1  とてもA 10.2 11.6 7.8 8.6 11.8 9.6 13.3 7.6 8.0
 2  ややA 22.7 24.0 20.8 21.1 25.0 22.7 25.6 19.5 23.3
 3  どちらでも無 36.6 35.0 39.1 38.4 34.7 37.3 33.3 39.4 38.6
 4  ややB 22.2 19.9 25.9 24.5 19.5 22.0 18.1 27.1 23.3
 5  とてもB 7.8 9.0 5.9 7.1 8.2 8.1 9.0 6.0 6.0
A120  ロ創造的な  1  とてもA 1.9 2.5 1.0 2.0 1.9 2.8 2.2 1.1 1.1
 2  ややA 3.4 3.8 2.8 3.5 3.4 4.6 3.3 2.4 3.5
 3  どちらでも無 27.5 27.4 27.8 28.0 26.6 29.5 26.1 26.5 28.8
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 4  ややB 40.4 38.0 44.2 41.6 39.7 38.2 38.4 45.0 43.2
 5  とてもB 26.1 27.8 23.5 24.6 27.6 24.8 29.3 24.5 22.0
A121  ハ変化  1  とてもA 4.0 5.0 2.3 3.7 4.2 5.3 4.8 2.2 2.7
 2  ややA 8.0 8.7 6.8 8.1 7.7 9.0 8.3 7.2 5.5
 3  どちらでも無 28.0 28.3 27.8 27.9 28.1 29.4 27.8 26.5 29.5
 4  ややB 34.1 30.7 39.4 36.1 32.4 31.2 30.8 40.9 37.0
 5  とてもB 25.4 26.9 22.9 23.7 26.8 24.9 27.5 22.7 24.4
A122  ニかっこ  1  とてもA 8.8 9.7 7.2 8.9 8.5 9.8 9.4 7.9 5.8
 2  ややA 21.7 22.6 20.3 21.6 22.3 21.7 24.0 21.7 17.5
 3  どちらでも無 44.6 41.4 50.0 46.1 43.2 44.0 40.2 48.2 52.3
 4  ややB 15.3 14.9 15.8 15.3 15.1 14.7 14.7 15.9 16.2
 5  とてもB 9.1 10.9 6.1 7.7 10.2 9.7 11.0 5.7 7.3
A123  ホ忙しさ  1  とてもA 47.8 48.6 46.6 50.7 43.7 53.5 44.2 48.0 42.4
 2  ややA 34.6 32.8 37.5 35.2 35.1 32.7 34.1 37.7 38.1
 3  どちらでも無 11.7 11.9 11.3 9.8 13.6 9.3 13.5 10.4 13.5
 4  ややB 3.3 3.5 3.0 2.4 4.2 2.3 4.3 2.5 4.0
 5  とてもB 2.1 2.8 0.8 1.4 2.7 2.0 3.1 0.7 1.1
A124  ヘ社交的  1  とてもA 39.0 41.3 35.4 35.3 43.7 37.3 45.3 33.5 38.8
 2  ややA 37.0 36.1 38.6 37.7 36.7 38.1 34.7 37.4 42.8
 3  どちらでも無 18.0 16.3 20.4 20.6 14.7 18.4 14.5 22.5 14.9
 4  ややB 3.7 3.3 4.3 4.7 2.1 4.0 2.2 5.4 2.0
 5  とてもB 1.8 2.5 0.6 1.3 2.0 2.0 2.5 0.6 0.7
A125  ト安定  1  とてもA 41.0 38.7 44.5 44.0 37.5 42.0 36.1 46.1 41.2
 2  ややA 37.7 37.5 38.3 37.8 38.4 36.9 38.6 38.5 38.1
 3  どちらでも無 16.1 17.6 13.9 14.3 18.0 16.2 18.4 12.6 16.6
 4  ややB 3.0 3.5 2.3 2.7 3.4 3.4 3.7 2.1 2.4
 5  とてもB 1.5 2.3 0.4 0.8 1.9 1.3 2.5 0.3 0.4
A126  チ将来性  1  とてもA 20.6 17.8 25.0 23.9 16.2 20.5 15.1 27.5 18.8
 2  ややA 33.2 30.7 37.3 35.3 30.5 32.6 29.0 38.0 35.0
 3  どちらでも無 33.6 36.3 29.3 30.5 37.9 34.2 38.6 26.7 35.9
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 4  ややB 7.8 8.9 5.9 6.9 9.2 8.1 9.9 5.6 6.9
 5  とてもB 4.3 5.8 1.9 3.0 5.5 4.4 6.5 1.6 2.4
A127  リ給料  1  とてもA 45.7 44.7 47.1 49.0 41.5 46.9 42.5 50.9 37.7
 2  ややA 38.6 38.9 38.3 37.5 40.5 39.5 39.1 35.7 44.8
 3  どちらでも無 12.9 13.1 12.6 11.6 14.6 11.5 41.6 11.7 14.9
 4  ややB 1.3 1.4 1.0 0.9 1.6 0.9 1.7 0.9 1.3
 5  とてもB 1.0 1.5 0.2 0.6 1.1 1.1 1.4 0.2 0.2
A128  ヌ社会的評価  1  とてもA 28.8 27.1 31.3 31.1 25.5 28.6 25.7 33.6 25.5
 2  ややA 34.6 33.6 36.0 35.9 33.4 35.2 33.0 36.7 34.1
 3  どちらでも無 30.8 32.2 28.7 28.8 33.8 31.0 33.6 26.6 34.6
 4  ややB 3.4 3.9 2.6 2.2 4.5 2.6 4.6 1.9 4.0
 5  とてもB 1.9 2.6 0.7 1.6 1.9 2.4 2.4 0.6 0.7
 3研究者
A129  イ明暗  1  とてもA 2.7 3.1 2.1 2.1 3.3 1.9 3.8 2.3 1.6
 2  ややA 5.9 6.0 5.7 4.9 7.2 4.3 7.3 5.3 6.9
 3  どちらでも無 30.3 27.1 35.3 29.3 31.6 25.3 29.0 33.4 39.5
 4  ややB 40.6 40.1 41.8 40.8 40.6 40.0 40.6 42.0 41.0
 5  とてもB 19.9 23.1 14.5 22.4 16.4 28.2 18.4 16.3 10.2
A130  ロ創造的な  1  とてもA 59.3 62.1 54.7 58.7 59.7 62.5 61.8 54.5 53.7
 2  ややA 29.8 27.4 33.8 29.5 30.7 26.0 28.9 33.2 35.9
 3  どちらでも無 7.3 6.9 7.8 7.8 6.5 7.5 6.2 8.1 7.3
 4  ややB 1.7 1.5 2.2 2.0 1.5 1.6 1.4 2.3 1.8
 5  とてもB 1.3 1.5 1.0 1.6 0.8 2.0 0.9 1.3 0.4
A131  ハ変化  1  とてもA 41.2 42.2 39.8 40.8 41.6 41.5 42.9 39.9 38.4
 2  ややA 30.7 29.2 32.9 30.2 31.6 28.7 29.7 31.5 36.6
 3  どちらでも無 18.0 18.1 17.9 18.0 18.3 17.6 18.4 18.4 18.0
 4  ややB 5.6 5.3 6.3 6.3 4.9 6.0 4.9 6.7 4.7
 5  とてもB 3.8 4.7 2.5 4.3 2.9 5.8 3.4 2.9 1.6
A132  ニかっこ  1  とてもA 13.8 13.1 15.0 12.7 15.3 10.8 15.0 14.7 16.2
 2  ややA 21.1 20.3 22.2 20.7 21.5 18.5 21.9 22.8 20.4
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 3  どちらでも無 45.5 43.5 48.6 45.2 46.2 43.9 43.9 46.4 53.4
 4  ややB 12.1 13.7 9.6 13.4 10.4 16.2 11.5 10.7 6.9
 5  とてもB 7.0 8.7 4.0 7.6 5.7 10.3 6.8 4.8 2.2
A133  ホ忙しさ  1  とてもA 41.1 43.5 37.1 38.5 44.6 39.7 46.9 37.0 37.7
 2  ややA 32.2 30.5 35.0 30.7 34.5 28.2 32.7 33.5 39.2
 3  どちらでも無 19.3 17.8 21.7 21.7 15.7 21.2 14.8 22.2 18.6
 4  ややB 5.1 5.3 4.7 6.6 3.3 7.7 3.2 5.4 3.5
 5  とてもB 1.8 2.3 0.9 2.1 1.2 3.0 1.5 1.3 0.2
A134  ヘ社交的  1  とてもA 2.2 2.8 1.1 1.7 2.5 2.2 3.1 1.3 0.7
 2  ややA 4.2 4.4 4.1 3.5 5.1 3.8 5.0 3.3 5.5
 3  どちらでも無 26.5 26.0 27.4 25.2 28.6 23.2 28.4 27.5 28.8
 4  ややB 39.4 36.6 43.7 38.7 39.9 34.8 38.2 42.5 44.8
 5  とてもB 27.1 29.7 23.0 30.4 23.1 35.7 24.4 24.9 19.3
A135  ト安定  1  とてもA 5.0 5.3 4.4 4.3 5.7 3.9 6.3 4.7 3.5
 2  ややA 13.5 14.6 11.8 12.1 15.4 12.4 16.8 11.7 11.5
 3  どちらでも無 36.8 36.0 38.1 36.4 37.3 36.0 36.4 36.8 41.0
 4  ややB 30.2 27.5 34.1 32.0 28.1 29.5 25.9 34.5 33.5
 5  とてもB 13.9 16.0 10.7 14.6 12.5 17.8 13.7 11.6 9.3
A136  チ将来性  1  とてもA 23.2 25.1 20.3 19.9 26.9 19.8 29.3 20.1 19.5
 2  ややA 27.9 28.0 27.9 27.7 28.4 27.4 28.7 28.1 27.9
 3  どちらでも無 33.7 31.3 37.5 35.7 31.4 34.6 29.0 36.6 38.8
 4  ややB 10.9 10.5 11.2 12.0 9.7 12.0 9.1 11.8 11.1
 5  とてもB 3.7 4.5 2.5 4.3 2.8 5.9 3.1 2.8 1.8
A137  リ給料  1  とてもA 9.7 9.6 9.9 9.8 9.6 8.9 10.1 10.6 8.2
 2  ややA 21.1 22.4 19.2 19.3 23.9 19.7 25.3 19.2 19.5
 3  どちらでも無 42.1 39.8 45.8 43.9 39.4 42.6 37.1 45.1 46.6
 4  ややB 19.0 18.6 19.2 19.2 18.8 19.2 18.3 19.2 19.3
 5  とてもB 7.6 9.0 5.4 7.5 7.6 9.4 8.3 5.5 5.5
A138  ヌ社会的評価  1  とてもA 24.8 24.4 25.4 25.7 23.6 24.2 24.3 27.1 21.5
 2  ややA 31.1 30.0 32.8 30.2 32.5 28.6 31.5 32.1 34.6
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 3  どちらでも無 35.0 35.4 34.6 35.3 35.1 36.7 34.8 33.8 36.6
 4  ややB 6.1 6.5 5.4 6.0 6.0 6.7 6.1 5.1 6.0
 5  とてもB 2.4 3.2 1.1 2.5 2.0 3.6 2.6 1.4 0.4
 17自己像
A139  Aがまんできる  1  とてもそう思う 9.0 9.3 8.5 9.3 8.3 10.1 8.5 8.7 7.8
 2  まあそう思う 51.0 48.5 64.9 51.9 50.3 48.7 48.9 55.2 54.3
 3  あまりそう思う 33.6 34.6 31.9 32.3 35.0 33.5 35.3 31.0 34.4
 4  まったくそう 6.1 7.3 4.3 6.1 6.1 7.6 6.9 4.5 3.3
A140  B社会に関心  1  とてもそう思う 24.5 28.5 18.2 26.9 21.3 34.1 23.7 19.8 14.4
 2  まあそう思う 47.7 46.6 49.2 49.6 45.8 48.2 46.3 50.9 43.9
 3  あまりそう思う 23.8 20.7 28.8 20.1 28.1 14.6 25.1 25.7 37.3
 4  まったくそう 3.8 4.0 3.5 3.1 4.6 3.0 4.7 3.2 4.2
A141  C適応性  1  とてもそう思う 16.7 16.5 17.1 17.7 15.2 18.0 15.1 17.6 15.3
 2  まあそう思う 48.2 47.1 50.2 48.9 47.5 47.8 46.8 49.8 50.8
 3  あまりそう思う 30.1 30.8 28.9 28.8 32.1 28.8 32.6 28.8 30.2
 4  まったくそう 4.6 5.3 3.5 4.3 4.8 5.3 5.1 3.3 3.8
A142  D人とつき合う  1  とてもそう思う 24.8 23.3 27.4 26.6 22.3 25.8 21.0 27.6 25.7
 2  まあそう思う 42.8 41.7 44.5 44.5 40.7 43.2 40.2 45.8 42.1
 3  あまりそう思う 27.1 28.9 24.2 24.9 30.4 26.2 31.8 23.4 26.8
 4  まったくそう 5.0 5.8 3.6 3.7 6.3 4.7 6.7 2.9 5.1
A143  E社会に出る  1  とてもそう思う 16.8 16.7 16.9 17.8 14.4 16.1 14.1 16.5 14.9
 2  まあそう思う 26.7 26.8 26.6 25.1 29.0 24.2 29.2 26.0 29.0
 3  あまりそう思う 42.3 41.3 44.0 43.5 41.6 41.9 41.1 45.0 43.2
 4  まったくそう 13.9 15.1 12.2 13.5 14.7 14.9 15.4 12.2 12.6
A144  Fメカに強い  1  とてもそう思う 8.0 11.3 2.8 3.5 13.6 5.0 16.7 2.1 4.4
 2  まあそう思う 25.0 31.9 13.8 16.2 36.4 21.6 41.4 10.7 21.7
 3  あまりそう思う 32.9 33.6 31.9 32.7 32.7 37.0 30.3 28.2 40.1
 4  まったくそう 33.9 23.0 51.3 47.4 17.0 36.4 11.2 58.8 33.5
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A145  G文章の書き読  1  とてもそう思う 17.9 13.3 25.1 22.6 12.0 17.9 9.1 27.5 20.8
 2  まあそう思う 30.0 26.8 34.9 34.2 24.8 31.6 23.0 36.8 29.7
 3  あまりそう思う 34.7 38.4 28.8 30.4 39.9 35.2 41.5 25.6 35.3
 4  まったくそう 17.2 21.3 11.0 12.6 23.0 15.3 26.1 9.9 14.0
A146  H決めたことは  1  とてもそう思う 13.3 13.2 13.5 13.3 12.6 13.8 12.4 13.0 13.5
 2  まあそう思う 37.8 35.3 41.8 38.1 36.9 34.2 35.8 42.1 40.6
 3  あまりそう思う 40.1 41.6 37.5 39.8 41.7 41.5 42.9 37.9 37.9
 4  まったくそう 8.6 9.6 6.8 8.6 8.3 10.5 8.5 6.6 7.5
A147  Iすじみち  1  とてもそう思う 14.6 16.2 12.1 14.4 14.6 16.3 16.0 12.5 10.9
 2  まあそう思う 42.7 41.2 44.8 42.0 44.0 40.3 42.1 43.7 48.6
 3  あまりそう思う 35.4 35.2 36.0 35.8 35.0 34.8 35.7 36.8 33.5
 4  まったくそう 7.0 7.2 6.8 7.5 6.1 8.5 5.8 6.7 6.9
A148  J変化より安定  1  とてもそう思う 16.4 16.0 17.2 17.9 14.1 18.0 13.8 18.0 14.6
 2  まあそう思う 34.5 33.3 36.1 33.4 36.0 32.5 34.1 34.3 41.0
 3  あまりそう思う 35.3 35.1 35.6 35.2 35.4 33.5 36.6 36.8 32.6
 4  まったくそう 13.4 15.1 10.7 13.1 14.0 15.7 14.9 10.5 11.5
A149  K工作が好き  1  とてもそう思う 18.2 24.1 9.1 10.8 27.5 14.1 32.3 7.6 13.5
 2  まあそう思う 26.9 30.7 20.5 21.9 33.2 26.0 35.2 17.5 26.6
 3  あまりそう思う 31.3 30.8 32.0 34.9 27.0 38.7 24.3 30.7 35.3
 4  まったくそう 23.3 14.1 38.1 32.3 11.8 21.2 7.7 43.9 23.9
A150  Lパソコンが好き  1  とてもそう思う 16.2 20.4 9.9 10.3 23.1 12.4 26.7 8.2 13.3
 2  まあそう思う 29.0 30.7 26.2 25.3 34.3 26.5 35.0 24.2 31.7
 3  あまりそう思う 33.7 32.7 35.2 36.1 30.3 38.0 27.9 33.8 37.7
 4  まったくそう 20.7 15.9 28.5 28.1 11.7 23.0 9.8 33.5 17.1
A151  M自然が好き  1  とてもそう思う 46.5 45.2 48.7 45.3 46.9 44.3 44.7 46.3 53.0
 2  まあそう思う 40.2 40.0 40.6 41.1 40.0 39.9 40.9 42.5 37.3
 3  あまりそう思う 11.0 12.2 9.0 11.4 10.7 13.0 11.8 9.6 7.8
 4  まったくそう 2.0 2.3 1.5 2.1 2.0 2.8 2.2 1.4 1.8
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A152  N機械をいじる  1  とてもそう思う 3.4 4.7 1.5 1.2 6.1 1.4 7.3 0.8 2.9
 2  まあそう思う 11.4 14.8 6.0 5.9 18.2 7.9 20.5 4.1 11.1
 3  あまりそう思う 45.1 47.0 42.0 40.9 50.6 42.7 51.4 38.8 48.6
 4  まったくそう 39.7 33.1 50.4 51.7 24.6 47.6 20.3 56.1 37.3
A153  Oオーディオ  1  とてもそう思う 11.2 15.1 5.0 9.2 13.6 13.7 16.1 4.7 6.0
 2  まあそう思う 26.8 32.6 17.4 23.3 31.5 31.1 34.6 15.5 22.2
 3  あまりそう思う 41.3 38.3 46.2 42.7 39.1 39.1 37.3 46.3 44.8
 4  まったくそう 20.4 13.7 31.1 24.5 15.4 16.1 11.5 33.1 26.8
A154  P理科の実験  1  とてもそう思う 17.4 18.8 15.2 7.9 28.8 8.0 27.3 7.9 33.3
 2  まあそう思う 31.5 33.7 27.4 22.7 42.8 23.3 42.9 21.7 41.5
 3  あまりそう思う 30.3 30.8 29.8 36.7 22.6 39.5 23.7 34.1 20.2
 4  まったくそう 20.6 16.4 27.3 32.5 5.5 29.2 5.8 36.1 4.7
A155  Q生き物  1  とてもそう思う 23.4 19.4 29.8 22.4 24.4 17.8 20.2 26.9 36.8
 2  まあそう思う 34.7 35.4 33.8 34.8 34.9 35.5 35.8 34.2 32.8
 3  あまりそう思う 30.8 33.2 26.9 30.6 31.1 31.9 34.1 29.0 22.4
 4  まったくそう 10.8 11.8 9.4 12.1 9.3 14.8 9.8 9.7 7.8
A156  Rマイペース  1  とてもそう思う 30.5 29.6 31.9 31.7 28.9 31.2 28.3 32.2 30.6
 2  まあそう思う 47.3 46.9 47.9 47.3 48.1 45.7 48.6 49.0 46.6
 3  あまりそう思う 19.4 20.2 18.2 18.4 20.1 19.9 20.0 17.0 20.4
 4  まったくそう 2.5 2.9 1.8 2.3 2.7 3.0 2.8 1.5 2.0
A157  S理系型の人間  1  とてもそう思う 19.2 25.8 8.7 3.6 39.7 5.0 44.2 2.2 25.9
 2  まあそう思う 23.8 26.2 19.9 11.6 38.6 12.0 37.7 10.9 41.2
 3  あまりそう思う 26.9 24.2 31.2 34.4 17.7 35.5 14.9 33.3 25.9
 4  まったくそう 29.6 23.5 39.7 50.1 3.7 47.1 2.8 53.3 6.2
A158  T文系型の人間  1  とてもそう思う 25.1 20.9 31.9 41.1 4.7 40.6 3.8 41.8 7.3
 2  まあそう思う 29.6 26.4 34.4 39.5 17.5 38.8 16.2 40.2 20.6
 3  あまりそう思う 27.3 28.6 25.2 16.4 40.7 16.6 38.6 16.2 46.6
 4  まったくそう 17.1 23.0 7.7 2.7 35.4 3.8 39.6 1.6 23.3
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A159  成績  1  上位5番以内 7.0 7.5 6.3 6.6 7.7 7.1 7.9 6.1 7.3
 2  10番くらい 16.2 15.5 17.4 15.8 16.5 14.7 16.1 17.0 18.2
 3  真ん中くらい 41.7 39.4 45.2 43.1 40.1 40.4 38.8 45.8 43.7
 4  後ろから10 16.3 16.9 15.3 16.2 16.8 18.0 16.4 14.5 17.5
 5  ずっと後ろの 14.9 17.6 10.5 14.0 15.5 16.7 17.7 11.0 9.5
科学や科学技術
A160  A新聞を読む  1  そう思う 33.4 44.1 16.3 20.7 49.2 30.7 55.7 10.5 30.6
 2  そう思わない 34.0 26.3 46.3 43.3 22.3 34.6 19.0 52.0 32.6
 3  どちらとも 32.1 29.0 36.9 35.4 27.7 34.2 24.6 36.8 36.6
A161  B動向  1  そう思う 42.6 53.2 25.8 27.0 62.0 35.9 67.7 18.0 45.7
 2  そう思わない 29.5 22.4 40.9 41.0 15.0 33.4 12.9 48.6 21.1
 3  どちらとも 27.3 23.8 32.8 31.4 22.3 30.3 18.7 32.7 33.0
A162  C成果の活用  1  そう思う 47.4 52.4 39.5 38.2 59.1 39.8 63.6 36.4 46.1
 2  そう思わない 19.4 17.6 22.3 25.5 11.6 24.8 11.1 25.9 13.5
 3  どちらとも 32.4 29.2 37.5 35.7 28.5 34.9 24.5 36.9 39.7
A163  D仕事  1  そう思う 24.9 34.3 10.2 3.7 51.8 4.6 60.0 2.8 28.6
 2  そう思わない 46.1 38.5 58.0 67.6 19.0 66.3 15.1 68.8 30.4
 3  どちらとも 28.4 26.6 31.3 28.1 28.5 28.6 24.2 27.6 40.8
A164  E交通機関  1  そう思う 48.2 55.0 37.6 45.3 52.1 53.4 57.4 37.2 37.0
 2  そう思わない 20.4 20.0 21.1 21.9 18.3 22.1 17.7 21.7 20.2
 3  どちらとも 30.8 24.4 40.8 32.1 29.0 24.0 24.3 40.4 42.6
A165  Fコンピュータ  1  そう思う 42.9 48.5 34.0 38.2 49.2 43.7 53.2 32.6 37.7
 2  そう思わない 20.6 20.7 20.1 22.4 18.3 24.0 17.7 20.5 19.5
 3  どちらとも 35.9 30.0 45.3 38.9 31.8 31.9 28.2 46.1 42.6
A166  G科学技術の進  1  そう思う 15.7 20.9 7.5 11.3 21.0 16.6 24.5 6.1 10.9
 2  そう思わない 31.9 31.0 33.3 34.4 28.8 34.4 27.8 34.3 32.4
 3  どちらとも 51.8 47.5 58.6 53.6 49.5 48.5 46.9 58.9 56.5
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A167  H社会への結果  1  そう思う 79.4 78.4 80.9 79.5 80.1 78.2 79.4 80.8 81.6
 2  そう思わない 5.7 7.2 3.3 5.4 5.8 7.8 6.5 3.0 4.0
 3  どちらとも 14.2 13.7 15.1 14.5 13.3 13.5 13.2 15.4 14.0
A168  I政治や経済  1  そう思う 30.9 33.8 26.7 33.6 27.4 38.8 29.6 28.7 21.5
 2  そう思わない 29.9 31.1 27.7 24.6 36.5 24.7 36.7 24.3 35.7
 3  どちらとも 38.5 34.4 45.0 41.2 35.3 36.2 32.8 46.3 42.6
A169  J日本  1  そう思う 30.8 38.8 18.4 21.8 42.1 29.1 47.2 14.5 27.9
 2  そう思わない 18.7 18.3 19.2 22.4 14.0 23.4 13.6 21.0 15.5
 3  どちらとも 49.7 42.2 61.7 55.2 43.0 47.1 38.3 63.7 56.3
